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　　　プロローグ







　八月。夏休みのある日。恋愛心理研究会の合宿所。プライベートビーチ。

「由ゆう吾ご、来ないで……！」

　浜辺に響いた悲痛な声に、僕の足は動かなくなってしまった。



　僕たちを焦がしていた八月の太陽は、夕ゆう刻こくを過ぎてすっかり装いを変えている。

　目ま映ばゆい真夏の日差しが和らぎ、世界を赤く染め上げていた。

　昼間は抜けるようだった青空が、今はオレンジ色と紫色のグラデーション。昼と夜の境目が僕たちの頭上にある。

　夕焼け色の砂浜は息を呑のむほどに美しかった。

　夕日に染まる白砂は赤いベルベットの生地のよう。

　柔らかな潮しお騒さいを奏でる凪ないだ海は、ルビーを溶かしたかのような色合いだ。波打ち際を穏やかな波が撫なでるたびに、白い泡がきらきらと煌きらめく。

　夏という季節が持つさまざまな顔の中でも、僕たちの目の前にあるこの光景は最高に美しい一瞬だろうと思った。

　そんな美しい景色の中で、幼なじみが泣いている。

　ぽろぽろ。ぽろぽろ。ぽろぽろぽろぽろ。

　赤い浴衣を身に纏まとった僕の恋人が──飛鳥井あすかい愛まな火びが涙を流している。

　頬ほおを伝う悲しい雫しずく。その涙を拭ぬぐおうともせず、愛火は僕を見つめていた。

　僕と愛火。彼ひ我がの距離はほんの三メートルもないだろう。

　しかし、今の僕にとってはあまりに遠い距離だった。

　誰だれよりも近しい少女のはずなのに。

　僕には涙を拭ってやることすらできないのだ。

　どのくらいそんな風に見つめ合っていただろうか。

　いくたびか波音がさざめいて。いくたびか潮風が吹き抜けて。

　長い長い沈黙の後で、愛火は口を開いた。





「あたしたち、別れよっか……？」





「愛火……」

　幼なじみの顔が苦しげに歪ゆがんだ。ナイフを突き立てられたかのように浴衣の胸元に拳を押し当てて。

「由ゆう吾ごにとっては、その方がいいと思うから……」

　愛火の頬を伝った涙が、砂浜へと落ちた。小さな雫は砂へと吸い込まれて、消える。

「さよならだね、由吾……」











　こんな風にして、僕たちの恋が終わった。








　　　夏の訪れ。あるいは僕を取り巻く環境の変化について。







「もうすっかり夏だな……」

　七月半ばの放課後。獅し子し神がみ学がく園えん高等部──通称レオ高。第一校舎の裏。

　自己主張が激しい太陽を見上げて、僕はいささかうんざり気味の口調で呟つぶやいた。

　蒼そう穹きゆうにそびえる入道雲。緑映える裏庭の木々。むせ返るような草の匂い。セミの大合唱。

　遠く垣かい間ま見みえる校庭は陽光に照らされて蜃しん気き楼ろうのように揺らいでいた。

　今は放課後になったばかり。これから部活の時間だ。

　さきほど運動部に向けてこまめな水分補給を呼びかける校内放送が流れていたけれど……こんな暑い最中に灼しやく熱ねつのグラウンドを走り回るなんて僕にはマネできない。自殺行為じゃないかとすら思う。

　今日も我が幼なじみはラクロス部の練習に参加すると言っていた。練習に熱中しすぎて熱中症になったりするなよと注意しておこうかな。愛まな火びは物事に没ぼつ頭とうすると周りが見えなくなるタイプだし。

　……にしても遅いな、愛火のヤツ。

　僕がこうして校舎裏なんてへんぴな場所に立っているのは、部活がはじまる前にちょっとだけ会いたいと呼び出されたからだ。もう待ち合わせの時間から一〇分ほど経過してる。

「僕の方が熱中症にでもなりそうだよ……」

　じんわりと噴き出してきた汗を袖口で拭ぬぐった。校舎裏の日陰にいても蒸し暑さを感じる。

　この校舎裏は、僕にとって思い出深い場所だ。

　一年生のときのバレンタインデーに、僕は愛火にここで告白されたのである。

　あのときは粉雪がちらついていて凍えるほどに寒かったけれど、今やうだるほどに暑い。

　──いや変わったのは季き候こうだけじゃないな。

　この一か月で僕を取り巻くさまざまなものに変化が起こった。

　身近なところでは衣替えがあった。

　愛火に告白されたとき僕はマフラーやコートで完全防寒していた記憶があるけれど、現在の僕は夏服に身を包んでいる。我が校の男子の夏服は校章の入った白いシャツにネクタイというシンプルなものだ。

　我が家の愛あい猫びようベスも冬毛から夏毛に生え替わって、可愛かわいさが一段と増した。このままベスの可愛らしさについて夜通し語り明かしたいところだが、やめておこう。アイツの神懸かり的な愛らしさを表現するには僕の語ご彙い力はあまりに貧弱だ。

　僕の妹である一いち琥こ（小学四年生）は、この一か月で胸が二ミリもデカくなったと大騒ぎ。セクシーなビキニを買えだのプールへ連れてけだのとダダをこねるようになった。胸だけでなく腹回りも若干ぷにっていることは指摘しないであげるのが兄の優しさというものだろう。暑いからってひんやりデザートを食べまくっているのが原因に違いない。

　そして。

　最も大きな変化があったのが──『恋愛心理研究会』だ。

　そんな奇妙な名前のクラブが発足し、あろうことか僕は部員として名前を連ねる羽目に陥おちいってしまったのである。

　僕は小さなため息を吐きつつ顔を上げた。手庇をしてぎらぎらと輝く太陽の向こう側に目を凝らす。

　木こ立だちの合間に見るからに古めかしいとんがり屋根が突き出ていた。

　大正モダンな建造物を遠目に見やりつつ、僕は昨日行われた『部活動』のようすを思い返した──。



　　　　×××



　僕は帰宅部のエースとして活躍していた。

　打って良し、守って良し。将来はプロ入りを嘱望されていたほどの逸いつ材ざいである。

　まあ、平たく言うと二年生の夏になるまで部活動の類は一切やってこなかったのだ。仕事が忙しい両親に代わって、妹と一緒に家事を分担していたから仕方がないんだけどさ。

　だから、獅し子し神がみ学がく園えん高等部の敷地内に建っている『生管棟』にはこれまで縁がなかった。

　生管棟。正式名称は『生徒管理棟』。その名の通り生徒によって管理運営されている建物で、部室や生徒会に関する部屋が入っている。

　生管棟の二階。黒こく檀たんみたいな色合いの板張りの廊下を踏みしめて独りごちた。

（……居い心ごこ地ち悪わりぃよな、生管棟って）

　二階には文化部の部室が並んでいる。将棋部や文芸部といった硬派なものからアニメ研究会や漫画部などのオタク系、オカルト同好会や黒魔術研究会といったアレげなものまで。扉にはさまざまな部活動のプレートが掛かっていた。

（部活動に打ち込んでいる生徒なら、楽しい場所なんだろうけど……）

　扉の向こうから碁石が盤を打つ甲高い音やバンドの演奏、アニメボイスや魔術の呪文などさまざまな音が漏もれ聞こえてきてカオス空間に拍はく車しやをかけている。

　しかし、僕が通りかかるとそのノイズが小さくなった。生徒たちは誰だれもが作業の手を止め、歓談をしていた口を閉ざして、こちらをチラチラと窺うかがってくるのだ。

　奇異の視線を向けられるのは、あまり気持ちがいいものじゃない。

　でも、僕に注目したくなるのも無理からぬことだよな、とは思う。

　元来、僕──沢渡さわたり由ゆう吾ごという生徒は目立たない方の生徒だ。特に取り柄もないしイケメンでもない。成績も中の下。どこにでもいる、ごく普通の高校二年生だろう。

　だが、去年の卒業式に僕の評価は一変した。

　レオ高の歴史に残るであろう大事件、『卒業式ジャック』をしでかしてしまったのだ。

　壇上へ上がり、全校生徒の前で堂々と愛まな火びへの愛を叫び、さらには獅し堂どう吹雪ふぶきを愛人にすると宣言したのである。我ながら人としてどうかと思う発言だ。

　卒業式から数か月が過ぎ去り、ようやく噂うわさも風化してきたってのに……僕はまた渦か中ちゆうの人物になってしまった。

『恋愛心理研究会』という部活が設立されることが、生管棟の掲示板で告示されたのだ。

　獅堂吹雪が部長。部員として僕、佐さ寺てら翡ひ翠すい、六む連つれ晶あきらが名前を連ねていた。

　獅堂のヤツは《氷ひよう雪せつの女じよ帝てい》とかいう二つ名で呼ばれ、生徒たちからはひそかに高たか嶺ねの花はな扱いされてるらしい。実は結構、男子生徒の人気は高い模様。学年主席の頭脳を持つ大富豪の娘というハイスペックに加え、なによりクールビューティーなルックスが目を引いているようだ。黙っていれば綺き麗れいだもんな、アイツ。

　佐寺さんのことを知らぬ者など我が校にはいないだろう。超高校級のセクシーボディを持つ風紀委員だ。《鋼鉄の処女アイアンビツチ》というひどい二つ名で呼ばれて、男子生徒のセックスシンボル的な存在となっている。風紀を糾ただすはずの彼女が、最も風紀を紊ぶん乱らんしているともっぱらの評判。

　そして、六連晶くん。まったく知名度はなかったけれど、今回の件でちょっぴり注目されるようになった。男子にしては長い髪と可愛かわいらしい顔立ちが、校内にいる腐女子（ボーイズラブ好きの女の子だな）の関心を集めたらしい。

　えーっと、つまり、だ。

『沢渡由吾はカノジョがいるってのに──恋愛心理研究会とかいう謎の部活で、クールビューティーとセクシー風紀委員と可愛い系の男子を相手にハーレム生活を満まん喫きつしている』という噂が立ってしまったのである。

　部活の設立直後は、学校中がその話題でもちきり。

「どんな活動してるんだ？」「獅堂さんに踏まれたりしてるのかな？」「あのカタブツの佐寺さんが恋愛を研究してる、だと!?」「六連くんってよく見ると可愛いよな……」「不潔！」「また沢渡か！」「女の敵！」「僕も恋愛心理研究会に入りたいです！」

　そんなさまざまな声が僕の耳にも届いた。

　中には「一周回って男らしい！」という激げき励れいだとか、「あたしも恋愛したーい！」という前向きなご意見だとか、「ボクも沢渡先輩のことアニキって呼んでいいですか？」という心温まるお便りを頂いたりもした。

　落ち着かない日々を過ごすこと、一か月ほど。

　部長である獅し堂どうが入部希望者をシャットアウトし、またお堅い風紀委員である佐さ寺てらさんが『高校生に相応ふさわしい男女交際のありようを見いだすために、校則を繙ひもといたり、他校での状況を調べたりする部活です。卒業式ジャック犯である沢渡さわたり由ゆう吾ごさんの監視も兼ねています』と真面目な説明をしてくれたから、事態は沈静化していったのだけれども。

　未いまだに部活動へ向かうときは好奇の目を集めてしまうのである。嗚あ呼あ、視線が痛い。本気で勘弁して欲しいよ。目立つのはあまり好きじゃない。

　猛もう烈れつな居い心ごこ地ちの悪さを堪こらえ、銃弾飛び交う最前戦を抜ける兵士のように視線の弾幕をかいくぐって、僕は二階の端にある部室へと辿たどり着く。

　ドアに掛かっている真新しいプレートには『恋愛心理研究会』の文字。

　ここが僕たちの使っている、表向きの部室だ。

　扉を開いた瞬間、甘ったるい匂いが僕を包んだ。

「あぐあぐっ、むぐむぐっ♡」

　五畳ほどの広さの小部屋。ソファに座った女の子が、両手に持ったどら焼きを幸せそうに頬ほお張ばっている。テーブルの上にはどら焼きが山盛りのお皿。その隣にはノート（？）の束が積まれている。ノートっていうか、和わ綴とじの帳ちよう面めんだな。

　銀色がかった髪をツーサイドアップにしてる。丈の長い白衣の下に着込んでいるのは、フリフリとしたゴスロリっぽい服。手足も華きや奢しやで、背もちっこくて。獅し子し神がみ学がく園えん中等部に通う女の子が間違って高等部の校舎に迷い込んでしまったようにしか見えない。丸みを帯びた頬ほおにあんこをつけているさまは、完全にロリっ娘このそれだ。

　初めて見たときは、僕もそう思った。

　しかしながら。

　部室に入ってきた僕を気付くなり、女の子は僕を叱りつけてくる。

「由吾くんっ！　もう部活の時間ははじまってるよ！　遅れちゃダメなんだゾっ☆」

「すみません。氷雨ひさめ先生」

　こう見えてもこの人は先生だったりする。新任の養護教諭。いわゆる、保健の先生だな。

　フルネームは獅堂氷雨。

　氷雨という名前には、以前から聞き覚えがあった。

　恋愛心理研究会の研究室──通称『ラブラボ』にはコスプレ衣装やら性的な器具がたっぷりと納められたクローゼットがある。治ち療りよう者しやとのえっちが楽しくなっちゃうグッズの数々。あの入学祝いの送り主の名前が『氷雨おねえさま』だったのだ。

　部活動を設立するにあたり、部員と部室だけじゃなく顧問の先生も必要だと知った獅堂は、他に任せられる人を思いつかなかったという理由で『氷雨おねえさま』にお願いすることにしたのだそうだ。快く引き受けてくれた『氷雨おねえさま』は、わざわざ養護教諭として赴ふ任にんしてきたという次第。

　赴ふ任にんから一か月ほど経たったが、早くも保健室のロリっ娘こ先生として生徒から愛されていた。『ヒサちゃん先生』なんて呼ばれてるそうだ。

「先生、ほっぺが汚れてます」

　僕は氷雨ひさめ先生に歩み寄り、ハンカチで頬ほおについたあんこを拭ぬぐってあげた。

「んー。ありがとー。優しいね、由ゆう吾ごくん！　生まれながらのお兄ちゃんだね！　ナチュラルボーンお兄ちゃん♪」

　顔を上に向けて、大人しく顔を拭かれる氷雨先生。こんな仕草も子どもにしか見えない。

「妹は生まれながらにして妹ですけど。兄は生まれながらに兄じゃありませんよ」

「理屈から言ったらそうだけどさ。キャラクターの問題だよ。言うなれば、兄キャラ？　世話焼きキャラ？」

「世話を焼きたくなるぐらいに、氷雨先生に隙すきがあるのが問題なんですよ。つうか、どら焼き食べすぎですって。そんなに食べたら太りますよ？」

「あんこが好きなんだもんっ♡　それにね、ちょっとなら太ってもいいの！　男の子って痩せてる女の子が好みって言うけど、結局は軽くぽちゃってた方が興奮するみたいだし♪」

「そうですか？　僕はあんまり気にしないですけど……」

「そういうもんだよ！　たとえばさ～」

　ソファに腰掛けたまま、氷雨先生はほっそりとした脚を伸ばした。ふとももを覆おおっているニーソックスを指さす。

















「男の子って絶対領域が好きだよね？　特にニーソがふとももに軽く食い込んで～」

　ニーソックスの縁とふとももの境目を指でなぞる。フリルとレースで飾かざられたニーソックスが、ちょっぴりふとももに食い込んでいる。

「ここ！　ここのへこみ！　ここんとこが軽くクビれてるとグッとくるんだよネ♪」

「…………」

　言われてみると、確かにそんな気もする。この無駄に男心がわかっているあたりは、さすが前代未聞な入学祝いを贈った『氷雨ひさめおねえさま』だなと感心せざるを得ない。

　そのときふと、テーブルの上に積まれた帳ちよう面めんの束が目に入った。

　表紙に書かれている言葉は『恋愛心理研究会・活動の記録』。

　恋愛心理研究会なんて聞き慣れないクラブ名ではあるけれど、獅し子し神がみ学がく園えんにおいては歴史ある部活らしい。最初に設立されたのは大正三年というから驚きだ。

　活動目的として『恋愛心理を探求することで人間性を高める』ことと『学内の男女交際を支援し、学園生活の質を向上させる』ことが掲げられている。

　しかし、本当の目的は『治療』だ。

　獅し堂どう家の直系だけが罹かかる遺伝病『青せい春しゆん症しよう候こう群ぐん』。えっちな気分になってしまう発ほつ作さを抑える薬代わりとして、トキメキを補充しなくてはいけない奇病である。

　その治療のために、恋愛心理研究会は設立された。

　獅堂家の跡あと取とりが部長となり、複数の『治ち療りよう者しや』を部員として、さまざまな治療──すなわちいちゃいちゃを行うために恋愛心理研究会は存在するのだ。

　ちなみに。

　普通の部活動だったら部長というのは下級生に引き継がれていく。しかし、恋愛心理研究会は獅堂家の人間が一年生のときに立ち上げ、そのまま部長に就任。卒業と共に廃部となるというのが通例となっている。

　先代の部長は獅堂吹雪ふぶきのお母さん。その前の部長は、我が校の現理事長・獅堂寒かん一いち郎ろう。

　現理事長先生は貫かん禄ろくのある強こわ面もての爺じい様さまだ。恋愛心理研究会なんておちゃらけた部で治療者といちゃいちゃしてたと言われても──今ひとつピンとこないな。女生徒を侍はべらせて爛ただれたハーレムをつくっていたと言われたなら、一応納得。

　僕の視線に気付いた氷雨先生は、一冊目のノートを手に取った。パラパラと中をめくって見せてくれる。

「昔の活動日誌が残ってたんだよ～☆　これなんてすごいの！『どんな体位でえっちするのが一番ドキドキするか？』を試してるんだから！」

　リアクションに困ること山の如し。僕は返事もできずに固まることしかできなかった。

　氷雨先生は不服そうに唇を尖とがらせて。

「あの頃と比べたら活動内容がショボいと思うなー。吹雪ふぶきちゃんと由ゆう吾ごくん、えっちもしてないんでしょ？」

「してませんよ！　するわけないでしょう!?」

　氷雨ひさめ先生は可愛かわいらしくウインクをして、中学生ぐらいの見た目にはそぐわないセクシーポーズをした。

「氷雨が筆ふで下おろししてあげよっか？　かもーん♡」

「お断りします！　というか、養護教諭とはいえ先生でしょ!?　教師としてどうかと思いますよ、その発言は！」

「そうかな～？　今のコは淡泊すぎるよ。もっと恋とえっちに勤いそしんで青春まみれになっちゃえばいいと思うのにな～。氷雨がいた頃の恋愛心理研究会では生徒たちの恋愛相談とかも受けまくってたんだけど、吹雪ちゃんは面倒くさがってそーゆーこともしないし。氷雨はつまんないですっ」

　不満げにソファにもたれかかって、氷雨先生はどら焼きにかぶりついた。

　発言からもわかる通り、目の前にいるこの白衣の女性は恋愛心理研究会での活動を経験している。

　ぶっちゃけて言えば。

　氷雨先生は恋愛心理研究会の創設者であり、初代部長なのだ。

　寒かん一いち郎ろう理事長のお母さん。吹雪から見た続つづき柄がらは曾そう祖そ母ぼ。世界有数の複合企業体、獅し子し神がみグループの先代の総帥で、一時は我が校の理事長を務めていた頃もあったらしい。そういえば理事長室に場違いな若い女性の写真が飾かざられていたけれど、アレも氷雨先生だったのか。目の前にいる氷雨先生はさらに若返ってるけど。

　というか、この人は何歳なんだ？

　恋愛心理研究会の創設は大正三年。その時点で高校（？）一年生だったとしたら、もう百歳を超えてる計算じゃ──。

　ふいに氷雨先生が立ち上がった。ドスの利いた声で囁ささやきかけてくる。

「なあ、由吾くん。いま、失礼なこと考えてるじゃろ？　長生きしたいなら余計な詮索はせぬことが肝かん要ようじゃぞ……？」

「ひぃっ……!!」

　ツーサイドアップの髪がうねり、ドス黒いオーラのようなものが立ち上がっている。両目が赤黒く光っていた。

　正直、死を覚悟した。失禁しなかった自分を褒めてやりたいほどだ。

「す、すみません……」

　僕が謝ると、ハッと氷雨先生は瞳を丸くした。小さく舌を出し、頭をコツンと叩たたく。

「てへへっ☆　ついつい地が出ちゃった。失敗しっぱ～いっ！」

　さっきの老女風喋しやべりの方が地なんスか……。

　どうしても気になったので、恐怖を堪こらえて一つだけ質問をした。

「先生って、すごく若く見えますよね。中学生ぐらいにしか思えないんですけど」

　すると右目の前で横ピースをして、氷雨ひさめ先生は可愛かわいらしいポーズで言い切った。

「アンチエイジングって、すごいね☆」

　加齢に抗あらがうどころか完全に若返ってるだろ!!──全力でツッコミたかったけれど、命が惜しいので黙っておくことにした。

「そんなことより、吹雪ふぶきちゃんたちはもう上で待ってるよ！　氷雨がテーマを考えてあげたから、今日も楽しくいちゃいちゃしていってネ♪」

　顧問の先生に見送られて、僕は部室の壁に造られた隠し扉を開いた。ドアは薄暗い隠し階段へと繋つながっている。

　これまでは生管棟の裏手から隠し階段に入っていたけれど、部活として登録された現在は表向きの部室であるこの部屋を入り口として使っているのだ。遠回りな上に、他の部室のある廊下を通らなくてはいけなくなった分、面倒が増えた。

　いろいろとゲンナリした気分で、僕は上の階へと向かう。

　四階にはラブラボ──恋愛心理研究会の研究室がある。

　バレエの練習場みたいな教室の二倍はあろうかという板張りのだだっ広い部屋。調ちよう度ど品ひんと呼べるものは、テーブルと椅子、キングサイズのベッド。そして、アンティークの応接セットぐらいしかない。

「どうしたの、沢渡さわたりくん。瞳からハイライトが消えているわよ？」

　ソファで優ゆう雅がにお茶をすすっていた獅し堂どう吹雪は、僕の顔を見るなりそう言った。部屋には彼女しかいないようだ。

「目のハイライト？　どういう意味だ？」

「輝きが失われているという意味よ。専門用語で『レ○プ目』と言うのよね」

「おまえも女子高生のハシクレなら、レイ○なんて単語を軽々しく発するんじゃないよ！」

　頭痛を堪えるように、僕は額に手を当てた。

　獅堂の長い黒髪の美しさだとか、漂ただよう気品だとか、凜りんとした声音だとか。

　すんなりと手足の長いモデル体型で夏服を涼やかに着こなしていることとか。

　彼女がいかにクールビューティーであるかを詳細に描写しようと思ったけれど、やめた。見た目の美しさを如何に僕が語ろうとも、アグレッシブすぎる発言で台無しにされてしまうのがオチだ。褒めれば褒めるほど損をした気分に陥おちいる。

「いつも学校帰り幼女をギラギラした瞳で見つめている沢渡くんが、そんなに覇気のない顔をしているなんて。ついに自首を決意したのかしら？」

「逮捕されるような罪を犯した覚えはこれっぽっちもないぞ！」

「無自覚な犯罪者というのが一番恐ろしいわ」

「根拠もなく犯罪者呼ばわりするヤツの方がよっぽど恐ろしいって！　……目の輝きが失われてたのは氷雨ひさめ先生に脅おどされたからだよ」

「ひょっとして氷雨おねえさまの年齢に触れるようなことを言ったの？」

「ああ。あまりにも気になってさ」

「悪いことは言わないわ。やめておきなさい。私も以前、うっかり口を滑らせて『氷雨おばあさま』と呼んでしまったことがあるの。危うくお嫁に行けない身体からだにされるところだったわ」

「なにをされそうになったんだ!?」

「…………」

　獅し堂どうは無言で遠い目をした。いつも傍若無人な言動で僕を困らせる彼女も『氷雨おねえさま』には逆らえないようだ。

　恐れおののきつつソファに腰掛ける。いつもならすかさず執しつ事じの六む連つれくんがお茶を煎いれてくれるところなんだけど……テーブルには飲みかけのティーカップが置かれている。

「今日は六連くんは？　佐さ寺てらさんもいないようだけど」

「二人とも来ているわよ。今日のいちゃいちゃの準備をしているの」

「そういえば、氷雨先生がテーマを伝えてあるって言ってたな」

　治療のために、僕たちは毎回テーマを決めていちゃいちゃしてきた。だが、氷雨先生が顧問に就任してからは、先生が『今日のいちゃいちゃ』を決めてくれている。頭を悩ませずに済む点はありがたいのだけれど……。

「今日のテーマは、いったいなんなんだ？　エロすぎるような内容だったら、僕は遠慮させてもらうぞ」

　氷雨先生の選ぶテーマは僕には刺激的なものが多いのだ。

　たとえば──



　今日のいちゃいちゃ！　テーマは──『お洗濯』だよ！　恋人のぱんつを洗ってあげるのはプロポーズの言葉にもなってるぐらいのラブラブ行為だからね♡　さあ、そうと決まれば、由ゆう吾ごくん！　みんなのぱんつを脱がして！　……え？　当然でしょ？　脱ぎたてじゃなきゃ意味ないじゃん！　男の子ってちょっと汚れたぱんつにグッとくるみたいだけど、くすねちゃダメだゾ☆



　また、あるときは──



　今日のいちゃいちゃ！　テーマは──『キスマーク』だよ！　……ん？　知らないの、キスマーク。女の子のお肌をちゅーっと吸うと、小さく内出血を起こすんだよ。それがキスマークなの♡　恋人とえっちしちゃったっていう証拠みたいなものだよねっ☆　……はああああ？　手の甲？　そんな場所につけてどうするの！　バっっっっカじゃないの!?　首筋か鎖さ骨こつ周辺！　そこ以外は認めないからネ！



　僕に恋人がいることを氷雨ひさめ先生も知っている。治療のためとはいえ、あまりいきすぎたマネはできない。そんな事情を一切合切理解した上で限界ギリギリなテーマを設定しやがるのだ。

　獅し堂どうも形の良い眉根を寄せ、自らの肩を両腕で抱いた。普段が無表情だから、そんな顔をするとものすごく嫌そうに見える。

「……そうね。性的なテーマは望むところだけれど、私も先日やった『恋人同士はくすぐりあう』みたいな内容はごめん被こうむりたいわ」

『くすぐりあい』というのも、恋人らしいいちゃいちゃの一種だ。

　愛まな火びとウチでゲームの対戦をしているときとか、しょっちゅうくすぐりあいになる。ゲームで負けそうになると、アイツは物理攻撃に転じてくるのだ。そのままくすぐり合戦に突入し、小一時間が経過することもしばしば。

　だが、恋愛心理研究会で行われたくすぐりあいは凄せい惨さんを極めた。

　佐さ寺てらさんのセクシーボディをくすぐるなんて、想像するだにエロい。頬ほおを染めて涙目で身み悶もだえる風紀委員を前にして平常心を保つのは一苦労だった。

　僕のことを嫌っている六む連つれくんは、さらに苛烈な反応を示した。僕にくすぐられて笑っちゃうのが許せなかったんだろうな。『笑うぐらいなら死を選ぶ！』とか叫んで自らの舌を噛かみ切きろうとしたのだ。笑いを堪こらえる表情で口こう角かくから血を流している姿はちょっとしたホラー。

　そして、獅堂。彼女はクールな顔してやがるクセに、超がつくほどくすぐったがりだった。脇腹を指で突っついた瞬間に発した獅堂の可愛かわいい悲鳴を、僕は生涯忘れることができないだろう。

　彼女の名誉とキャラ性を守るために、どんな声をあげたかは記さないでおく。

「今日のテーマはまだマシよ。今回のいちゃいちゃ、テーマは──『ピロートーク』」

「ピロートーク……？」

「枕について一家言ある沢渡さわたりくんは語りたいことが多いでしょうね」

「喋しやべっておきたい枕情報なんて特にないぜ？」

「本当に？　あなたの趣味は抱き枕収集だったはずでしょう？」

「人の趣味を勝手に捏ねつ造ぞうするな！　抱き枕なんて一個も持ってねえよ！」

「嘘うそはいけないわ。あなたの部屋に行ったとき、卑ひ猥わいな格かつ好こうをした美少女の抱き枕カバーが保管されていたわよ。恥ずかしいシミのたくさんついたものがね」

「人聞きが悪いにもほどがある……！」

「ちなみに、抱き枕の起源は中国だそうよ。竹を編んで作られていたらしいわ。通つう気き性せいがいいから夏場でも涼しく眠れたようね」

「へえ、そいつは知らなかった」

　獅し堂どうと会話していると、いつも感心させられる。読書家な彼女はさまざまな知識を蓄えているのだ。そしてそれは実生活ではなんら役に立たない情報が多い。

「名前は『竹夫人』。どう考えても性的なニュアンスを含んでいるわよね、この名称は」

「……おまえの博はく覧らん強きよう記きっぷりを褒めそうになった一瞬前の自分を殴りたいよ。どうしていつも危ない方向に話を繋つなげるんだ」

「でも、沢渡さわたりくんだって『竹夫人』という名称が妖あやしいことは認めるにやぶさかではないでしょう？」

「いやまあ、確かに。女性っぽい名前をつける必要はないだろって気はするな」

「いっそのこと『竹男爵』なんて名前でもよかったのにね」

「おまえのネーミングセンスには戦慄せざるを得ない！　竹男爵なんて名前の枕を抱いて寝たら悪夢にうなされそうだぞ……！」

　獅堂は紅茶をすすりつつ、軽口を叩たたき続ける。

「私も過去に抱き枕を使って寝たことがあるわ。布製の抱き枕を一時期使っていたの」

「布製って普通の抱き枕だな。どんな感じだったんだ？　寝ね心ごこ地ちは？」

「悪くなかったわ。でも、ちょっと問題があって……」

「問題？」

「抱き枕を足に挟んでいると、だんだんヘンな気分になってしまって……ついついこすりつけたり、ね？」

「『ね？』じゃねえよ！　リアクションに困りすぎるわ！」

「布男爵さまにハマってしまいそうだったから使うのをやめたのよ」

「さま付けかよ！　完全にドハマリしちゃってたじゃないか！　ていうか、布男爵て！」

　獅堂は顔色一つ変えずに下ネタを発している。僕をからかって楽しんでいるんだ。

「というか、どうして枕の話をしているんだ？　ピロートークって、こういうものじゃないだろ」

「もちろん、わかっているわ。ピロートークというのは男女がベッドで交わす睦むつ言ごとのことだものね。私はただ、ピロートークにかこつけて尾び籠ろうトークをしたかっただけよ」

「うまいこと言ったつもりか！」

　尾籠というのは『汚らわしい』とか『下ネタっぽい』とか、そういう意味だ。わかりづらいボケだな。

「性別を問わず、同どう衾きんして語り合うというのは親密度を増加させる行為よね」

「性別を問わず？　さすがに男同士でピロートークは成立しないだろ？」

「ピロートークと呼んでいいかはわからないけれど、雑ざ魚こ寝ねをして語り合うというシチュエーションは存在するのではなくて？」

「言われてみれば、そうか。僕もそういう経験したことあるよ。キャンプで同じテントに寝たり。確かに仲が深まるな」

「女の子同士ではパジャマパーティなどをするそうね。縁も興味もないけれど……。まあ、枕を並べて語り明かす行為が親愛を表すのは疑う余地がないわ。恋人同士ならばなおさらよ。ピロートークは優秀ないちゃいちゃ行為であると言えるでしょう」

「さすがは氷雨ひさめ先生ってとこか」

　恋愛心理研究会の初代部長であり、なおかつ青せい春しゆん症しよう候こう群ぐんを乗り越えてきた先輩だけあって、氷雨先生は僕には考えつきもしないようなテーマを提案してくれる。

「氷雨おねえさまは、『ピロートークをするなら性行為をした後の余よ韻いんを楽しみながらが一番いい』と説明していたわね」

　……ただ、その提案がアグレッシブすぎるのが玉たまに瑕きずだな。

　獅し堂どうは可愛かわいらしく小首を傾かしげて。

「する？」

「しねえよ！」

「先っぽだけだから」

「それは女の子のセリフじゃないだろ！」

「……ふん、沢渡さわたりくんならそう答えると思ったわ。性行為はしなくてもいいから、ベッドに横たわってお喋しやべりしなさいとのことよ」

　同衾するというのはマズいような気もするけれど、横になって喋るぐらいなら問題ないかなあと思ったのだが。

「ちなみに、女子部員は寝間着に着替えることになったわ。私はもうお着替え済みよ」

「え？　どこがだよ？　普通に制服じゃないか？」

　すると、獅堂は立ち上がった。僕の傍らに近づき、スカートの裾すそをはためかせる。

　途端に甘い匂いが僕の鼻をくすぐった。

「これは……香水？」

「そう。私はいつも裸になって、シャネ○の五番だけをつけて眠るのよ」

「おまえは何リン・モンローだよ。というか、そんな大昔のエピソード、うちの学校の何割が知ってるんだ」

「沢渡くんにはちゃんと小ボケも伝わるからうれしいわ」

　そのとき、ラブラボにもう一つ声が響いた。

「……お待たせしました、吹雪ふぶきさま。着替えが終わりました」

　氷雨ひさめ先生のクローゼットから六む連つれくんと佐さ寺てらさんが連れだって出てくる。

　彼女たちを見た瞬間、驚きのあまり僕の心臓が止まりかけた。いや、数秒間は鼓こ動どうが止まってしまったと思う。

　二人はとんでもない格かつ好こうをしていたんだ。

　いつもはシワ一つない執しつ事じ服をパリっと着こなしている六連くん。

　そんな彼女が今は『着ぐるみパジャマ』に身を包んでいた。ロップイヤーのウサギ耳がついた黒いパジャマ。全体的にだぼっとしていて、袖があまり気味なのが可愛かわいい。

　僕の視線に気付いた六連くんは、悔しそうに顔を背けた。

「ぐぬぬ、あまり見ないでくれたまえよ、沢渡さわたりくん。こういう可愛らしい服装が似合わないことは、ぼく自身わかっているんだ。氷雨さまのご命令だから仕方なく着ているだけで……」

「そんなことないって。なんつーか、その……め、めちゃくちゃ似合ってるぞ」

「へ、ヘンなことを言うなよ。眼球を抉えぐられたいのかい？」

　黒いフードの下、物ぶつ騒そうなことを言い放った六連くんの頬ほおはピンク色に染まっていた。

　六連くん以上に衝撃的なのが佐寺さんの方だ。

　佐寺翡ひ翠すいさんと言えば、エメラルドのような碧みどり色の瞳、一つに束ねた長いブロンドの髪と星形のアクセサリーが印象的なハーフの美少女だ。

　そしてなにより目を引くのが、超高校級のセクシーボディだろう。

　そんな佐寺さんが──ネグリジェに身を包んでいた。

　白いレース地のスケスケな寝間着。薄手の生地を透して、佐寺さんの今にもはち切れそうなブラやくびれたウエスト、そしてローレグ気味な白いぱんつが見えまくっている。

　コホンコホン。自分で言うのもなんだけど、僕は高校生にしては落ち着いている方だ。かなり自制が利いた人間だと自負している。

　それでも敢あえて言わせてもらおう。ここは一つ、大声で。

　──エっロ!!　佐寺さん、エっロ!!

「本当にこんな格好が必要なのでしょうか？　生管棟とはいえ、ここは校内です。あまりに破は廉れん恥ちだと思いますが……」

　鋼鉄の風紀委員は下着や胸の谷間を手で隠し、恥ずかしそうにもじもじした。そんな仕草が余計にえろっちく感じる。見ちゃダメだと理性が叫んでいるのに、視線を逸そらすことができない。きっと誘ゆう蛾が灯とうの青い光に魅せられた虫ってのはこんな気分なんだろうな。

　獲物をいたぶる猫のように微かすかに目を細めて、獅し堂どうが声を掛ける。

「もちろん、必要なことよ。男性恐怖症を治すためには多少の荒あら療りよう治じが有効なの。校内で衣装を替えることもおかしいことではないわ。部活動においてはユニフォームに着替えるでしょう？　恋愛心理研究会においては、そういうコスチュームがユニフォームみたいなものなのよ」

　佐さ寺てらさんはふとももに装着された革製のホルスターから、緑色の手帳を引き抜いた。『聖典』と呼ばれる風紀委員用の生徒手帳だ。

「校則によれば私服通学は認められていません。しかし、ユニフォームの着用は認められています。部活動に必要とあらば問題ないのかもしれませんね……」

　校則の条文を確認し、真剣な顔して頷うなずく風紀委員。

　そんな佐寺さんを見て、獅し堂どうは口元を手で覆おおう。明らかに笑いを堪こらえてやがるな。

　僕は獅堂に小声で尋ねてみた。

「で、本音は？」

「佐寺さん、チョロいわね。エロ担当要員として彼女を引きずり込んで正解だったわ。鼻の下が伸びきった沢渡さわたりくんが見られて満足よ」

「……おまえは最悪だ」

　無表情に戻って、手を叩たたく獅堂。

「前置きが長くなったわね。さあ、みんなでピロートークをはじめましょう」

　クールなクラスメイトに腕を掴つかまれ、ラブラボにあるキングサイズのベッドへと連行されてしまった。

















　左側に獅し堂どう、真ん中に僕、右側に佐さ寺てらさん。川の字になって横たわる。

　六む連つれくんは獅堂の左隣。獅堂を挟んだ向こう側だ。

　ウサ耳っ娘こと化した執しつ事じ少女は、ベッドの隅っこに寝転がり膝を抱えていた。顔を真っ赤に染めてはぁはぁと息を荒くしてる。

「使用人であるぼくがご主人さまのベッドに乗るというだけでも恐れ多いのに、同どう衾きんすることができるなんて……！　ぼくはなんて幸せ者なんだ。今日という日を忘れないために、いっぱい香りを嗅いでおこう。くんかくんかくんかくんか！　はあああん♡　吹雪ふぶきさまから甘い匂いがしゅるううう♡」

　六連くん、香水の匂いにメロメロになっていた。

　有能な男装執事少女という六連くんのイメージがダダ崩れなんだけど……まあ、いいか。幸せそうだから放っておこう。

　僕自身、彼女に構っていられるほどの余裕はないのだ。

　だだっ広いベッドとはいえ、四人が横たわるには手て狭ぜまだ。かなり密着することになる。吐息がかかりそうな位置に獅堂の顔があるし、体温を感じる距離に佐寺さんのナイスバディがあるのだ。近い。近すぎる。

　この状況で平静を保っていられる男子高校生なんて存在し得ないと思う。

　僕の方を向いて優ゆう雅がに横たわっている獅堂は、テンパり気味な僕の横顔を眺めて。

「右手にブロンド美女、左手には黒髪の美少女を侍はべらすなんて……いいご身分ね、沢渡さわたりくん」

「自分で自分のこと『黒髪の美少女』なんて言ってるし……」

　その通りだと僕も思うけどさ。自分で言うな。

「この状況って、まるで──」

　ハーレムみたいね、なんて続くのかと思ったら違った。

「漫画雑誌の後ろの方に載ってる広告みたいね。パワーストーンとか霊れい験げんあらたかなお財布とか」

「よく見かけるけども。猛もう烈れつに安っぽいたとえ方はやめてくれ」

「沢渡くんはあの類の通信販売のヘビーユーザーなのでしょう？」

「なに言ってんだ。買ったことないぞ」

「嘘うそおっしゃい。ありとあらゆる身体的コンプレックスをコンプリートしている──通称『コンプコンプ』として有名な沢渡くんのことだもの。買っていないはずないわ」

「新人お笑いコンビみたいに人を呼ぶな！」

「でもね、沢渡くん。『吹きかけただけで女の子がメロメロになっちゃうスプレー』だとか『塗るだけで筋肉隆々になっちゃうジェル』だとか……そんな便利な商品がこの世にあるわけないと購入する前から気付くべきだと思うわ」

「だから、買ってねえって！　今どき中学生だって騙だまされないぞ、そんなの！」

　僕の通う二年Ｂ組のクラスメイトに尋ねたら、彼女のことを『無口』だの『孤高』だのと評するに違いない。

　話しかけたら退学にすると脅おどしてまで、級友との触れあいを一切断っているのだ。我がクラスにおいて獅し堂どうは『高たか嶺ねの花はな（猛毒）』という扱いをされている。

　だから、クラスメイトの多くは知らないだろうな。獅堂のヤツが、こんなに饒じよう舌ぜつだなんて。しかも、下ネタで人をからかうのが大好きだなんてさ……。

　ったく、クラスの連中にバラしてやりたいよ。きっと誰だれも信じないだろうけど。

　早くもグロッキー気味の僕を、獅堂はさらに鋭い舌刀で斬りつけてくる。

「ねえ、沢渡さわたりくん。ピロートークというのは、事じ後ごの余よ韻いんを楽しむ意味もあるそうよ。私たちは性行為に及ぶことはできないけれど……『やっちゃった』という体ていにして感想を述べてみてくれないかしら？」

「言い方が生々しいな！　……つうか、感想を言えって言われても困るよ」

「想像でいいの。そもそも私たちのやっている治療行為は、全て『ごっこ遊び』。恋人同士が行ういちゃいちゃ行為をなぞっているだけよ。言わば『おままごと』みたいなものね。私の作ってあげた空想のお味み噌そ汁しるの味を答えるように、私との空想のえっちの具合を教えてくれればいいのよ」

「……おまえのその発言のせいで、僕の中の『おままごと』って言葉のイメージが汚れちゃうだろ！　そんなアダルトなおままごとがあってたまるか！」

　とはいえ、このままなにも答えなければ話が進まない。

　僕は左手の人差し指で頬ほおを掻かきつつ、小さな声で言った。

「なんつーか、その、アレだ。……よ、よかったよ」

　獅堂は枕に側頭部をつけた状態のまま、僕の方へちょっぴり顔を寄せてきた。魔ま石せきみたいな黒い瞳で僕をじっと見つめて。

「え？　なんですって？　もっと大きな声で言ってくれないかしら？」

「だから、その……き、気持ちよかったです」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「ねえ、沢渡くん」

「なんだよ」

「顔が真っ赤よ」

「当たり前だろ！　こんなこと真顔で言えるか！」

　獅し堂どうは唇の端を折り曲げるようにして薄笑いを浮かべた。普段が無表情だから、すごく愉快そうに見える。

「しかも、『よかったよ』だなんて。小学生並みの感想ね。ボキャブラリーが貧困にもほどがあるわよ」

「悪かったな！　そーゆー経験は皆無なんだよ！」

「わかっているわ。あなたの童貞っぽいリアクションを楽しもうというコーナーなんだから。望み通りの反応が引き出せて、私は大変満足しているわ」

「……ちくしょうめ。おかげさまで僕は最低の気分だ。……あ、そうだ。せっかくだから、獅堂も感想を言ってみたらどうだ？」

　あまりにも悔しかったから一矢報いてやろうと、僕も質問を返してみた。

「わ、私も答えるの？　沢渡さわたりくんとの行為の感想を？」

「僕だけに言わせといて、自分だけ言わないなんてのはなしだぜ」

「沢渡くんとの性行為……」

　獅堂はなにかを想像するように、視線を彷徨さまよわせた。

　すると──ぽゎっ──微かすかに頬ほおが赤くなった。照れ隠しをするように長い黒髪を指先に巻きつけつつ、小さな声で答える。

「だから、その、アレよ。……よ、よかったわ」

「え？　なんだって？　もっと大きな声で言ってくれないか？」

「だから、その……き、気持ちよかったです」

　──ぼゎゎゎゎゎっ。

　獅堂の頬がみるみるうちに赤く染まっていった。耳の先まで真っ赤だ。

「…………」

「…………」

「なあ、獅堂」

「なにかしら？」

「僕のボキャブラリーが貧困だとか責めていたような気がするけど、おまえも大差ないよな？　なにか申し開きはあるか？」

　獅堂はそっぽを向いて、悔しそうに鼻を鳴らした。

「……ふん、どうせ私も処女よっ」

　僕をからかうための暴言の類ならいくらでも発することができるけど、いざ実じつ践せんを想定した途端に恥ずかしくなっちゃったのだろう。

「笑いたければ笑うがいいわ」

　ムカついたように歯は噛がみしている獅堂を笑うことはできなかった。

　むしろ照れくさそうにしているクラスメイトの姿は、妙に可愛かわいい……ってなにを考えてるんだろうね、僕は。

　そのとき、僕の背後で「はぅ……」と小さな呻うめき声が聞こえた。獅し堂どうとのピロートークにかまけて、佐さ寺てらさんのことを失念してたよ。

　寝返りを打つようにして、身体からだを反転させる。ベッドの右側を向いた途端に、僕の心臓が破は裂れつするかと思った。

　──ぷるるるるるるんっ♡

　胸が。佐寺さんの爆乳が。

　それはまるで、お皿に盛った巨大プリンみたいに。

　僕の顔のすぐそばで柔らかく揺れまくっていたのだ!!

　佐寺さんは純白のネグリジェに身を包んでいる。レース地はスケスケ。ネグリジェの下につけている白いブラや胸の谷間もバッチリ見えちゃってる。

　もうね、いちいち断るのも面倒なんだけどさ。僕は本来、下ネタとかを口にするタイプじゃないんだ。根が真面目なんだろうな。

　そんな僕だけど、敢あえて言わせてもらおう。みなさんも、ご唱和ください。

　──エっロ!!　佐寺さん、エっロ!!

　ベールのような布地を透して見える佐寺さんの爆乳。深すぎる胸の谷間。その柔らかそうな膨らみとまろやかな丸みから目が離せなくなってしまう。どんなに貧乳が好きな男でも、これを前にしたら巨乳派への鞍くら替がえを考えるだろう。目の前にそびえる双丘は、それほど魅力的だった。

　催眠術にでも掛けられたみたいに、僕は意識と一緒に理性を失いそうになる。

　しかし──。

「はぅぅぅぅ……」

　苦しげな声が耳に届いて、僕は我に返った。

　佐寺さんは形の良い眉をひそめ、辛そうな表情を浮かべていたのだ。雨に濡ぬれた捨て犬みたいに身体をプルプルさせている。胸が揺れていたのは肩が震えていたから。

「こ、こんな無防備な格かつ好こうで男の子とベッドに入るなんて……」

　佐寺さんは男性恐怖症である。あまりにセクシーな外見から周囲の男たちの劣情を煽あおりすぎてしまった。性的な対象として見られることに耐えきれず、彼女は男と接するのが怖くなってしまったのだ。鋼鉄の風紀委員として不純異性交遊を厳しく取り締まっていたのもその恐怖心の裏返しだった。

　僕とこうして同どう衾きんしているだけで、佐寺さんは怖くて仕方がないのだろう。

　佐寺さんの魅惑のボディにドキドキしていた僕の頭がクリアになっていく。『性的興奮』以外の別のスイッチが入ったことを感じた。

「佐寺さん、そんなに怯おびえないでよ。僕はおかしなマネは絶対にしないからさ」

「そんなことを言って私を騙だまして、破は廉れん恥ちなことをするつもりではありませんか!?」

　横たわったままふともものホルスターから聖典を引き抜き、僕の喉のど元もとに突きつける。

「私に指一本でも触れたら退学に処しますからね！　というか、えっちな目で見るのもやめてください！　あ、赤ちゃんができちゃったらどうするんですか！」

「見ただけじゃ妊娠なんてしないよ!?　もしそんな能力があったら、僕が主役の大家族スペシャルが放映されかねない！」

　佐さ寺てらさんは碧みどり色の瞳で僕を睨にらみ付つけてきた。今にも噛かみつきそうな威勢の良さとは裏腹に、警戒と恐怖によって眼まな差ざしは揺らいでいる。僕の喉のどに突きつけられた緑色の生徒手帳も微かすかに震えていた。

「いかがわしいことはしないよ」

　佐寺さんは魅力的だ。ついさっきまで僕は彼女の胸に心を奪われてた。その魅力を理解した上でなお、誓おう。

「僕は佐寺さんの男性恐怖症を治す手助けができればいいなって思ってるだけなんだ。悪化するようなこと、するもんかよ。もしも佐寺さんが嫌がるようなことをしたら退学でもなんでもすればいい」

「…………。心を許したわけではありませんからね」

　風紀委員は厳しい表情を崩さなかった。しかし、ゆっくりと生徒手帳を引っ込めてホルスターへとしまう。シーツに頭をつけて僕の動きを窺うかがっている。

　そのとき、気付いた。

　佐寺さん、枕をしていない。ラブラボのベッドには枕が一つしかないんだ。その一つは主に獅し堂どうが使っていて、僕の頭は枕の端っこに辛かろうじて引っかかっている状態。

　迷うこと数秒。僕はおずおずと佐寺さんに向かって腕を伸ばした。

　びくっっっ!!──風紀委員は大きく肩を震わせた。大きな胸もたゆんと揺れる。

「舌の根も乾かぬうちに、なにをするつもりですか！」

「いや、枕がないみたいだから。……腕枕、する？　無理にとは言わないけど首が痛くなりそうだなと思ってさ」

「腕枕……？」

　佐寺さんは差し伸べられた僕の腕を危険物でも見るような瞳で見つめた。

「ここに頭を乗せろというのですか？　そんなことしたら身み籠ごもってしまったり……」

「しないよ!?」

「愛人をつくると宣言した破廉恥な沢渡さわたりさんのことです。腕一本で妊娠させるぐらいのことはやりかねません」

「例の愛人宣言は獅堂の治療のためだったって理解してくれたはずだろ？　腕で生殖活動するって、僕はエイリアンかなにかか」

　小さく唇を噛かんで、佐さ寺てらさんは僕の腕を睨にらんだ。ひどく怯おびえながらも、そっと頭を乗せてくる。

　佐寺さんのブロンドの髪が僕の腕に触れた。絹糸みたいなしなやかな感触。やがて彼女の頭の重みを腕に感じる。

「こ、これでいいですか……？」

　僕たちの距離はより一層近くなった。吐息がかかりそうな距離に『傾けい国こくの』なんて言葉をつけたくなるようなセクシーな風紀委員がいる。腕を曲げれば彼女を抱き寄せることができる。僕の鼓こ動どうは否いや応おうなく高まったが、懸命に理性を保ち衝動を抑え込んだ。

　つうか、今やってるのはピロートークなんだ。なにか喋しやべらなきゃ。

　僕が話題を切り出す前に、佐寺さんが口を開いた。

「……こうしていると」

「うん？」

「パパとのことを思い出します」

「佐寺さんのお父さんって保安官だったんだよな」

　佐寺さんの髪についている星形の飾かざり。あれは保安官バッジ──シェリフスターを模したものらしい。正義感の強さもお父さん譲りなんだろうな。

「小さい頃、パパに腕枕をされながら一緒に映画を観みたことを思い出しました。おうちのソファで寄り添って」

「ああ、お父さんと映画観たって言ってたっけ」

「西部劇と刑事物ばっかりでしたから子どもの頃の私には退屈でしたけど……腕枕をしてもらうのは好きでした」

　お喋りしているうちに、佐寺さんも落ち着いてきたようだ。肩の震えが止まっていた。

　この調子で少しずつ僕に慣れていってくれたらいいな──って、うおおおおお!?

　いきなり僕の空いている左腕を絡め取るように後ろから引っ張られた。

　獅し堂どうが僕のヒジを掴つかんで引き寄せたのだ。佐寺さんの方を向いていた僕は、強制的に仰あお向むけになった。

「どうしたんだよ、いきなり!?」

「……佐寺さんにだけ腕枕をするなんて不公平というものではなくって？」

　僕の左腕に自分の頭を乗っける獅堂。両腕で腕枕をしたから、僕は十字架に磔はりつけにされたようなポーズで身動きが取れなくなる。

　獅堂は不愉快そうにフンと鼻を鳴らして、小声で呟つぶやいた。

「鼻の下を伸ばしているだけなら構わないけど……庇ひ護ご欲求を発揮されるのはムカつくわ」

「なんだって？　声が小さくて聞こえないぞ」

「独り言よ。いちいち反応しないでちょうだい。……ところで、沢渡さわたりくん。『この世で一番リア充な病気』ってなんだか知っている？」

「リア充な病気？　そんなものがあるのか？」

「ええ。リアルの充実した人間でなくては発症しない病気があるのよ。『橈とう骨こつ神しん経けい麻ま痺ひ』というの。聞いたことあるかしら？」

「いや、初耳だ。どんな病気なんだ？」

「別命『ハネムーン・シンドローム』とか『腕枕病』とも言われているのだけどね。腕枕のしすぎで腕が痺しびれてしまうのだそうよ。恋人のいるリア充しか罹かからない病気でしょう」

　へえ、そんな病気があるのか。知らなかったよ──って、痛たたたたっ!?　獅し堂どうのヤツ、僕の左腕に思い切り頭を押しつけてきやがった!?

「沢渡さわたりくんには、罰としてハネムーン・シンドロームを患ってもらうわ」

「なんで僕が罰を受けなきゃいけないんだ!?　痛いって！　頭をぐりぐりすんな！」

「腕枕病が嫌だったら……」と、獅堂は僕の足に両脚を絡めてくる。ニーソックスに包まれたつま先が僕のスネを挟み込んだ。

「沢渡くんを布男爵さまの代わりに、いろいろなものをこすりつけさせてもらうわ。どちらの罰がいいか選びなさい」

「って、抱き枕のネタまだ引っ張るのかよ!?　どっちも嫌だって!!」

「さ、沢渡さん！　なにを暴れているのですか！　さてはドサクサに紛れて、私にえっちなことをしようとしているのですね!?」

　腕枕をされた佐さ寺てらさんが相変わらず僕を警戒しまくっていて。

「吹雪ふぶきさまはなんてイイ匂いなんだ！　この機会を逃しちゃダメだ。一生分吸っておかなくちゃ！　くんかくんかくんかくんか！　すーはーすーはーすーはー……うっ!!」

　六む連つれくんもご主人さまへの歪ゆがみきった愛情を迸ほとばしらせていて──。



　今さら言うまでもないことだけど。

　僕が八〇歳まで生きるとしたら、夏という季節は八〇回巡ってくる。

　そのうち、高校生として過ごす夏はたった三回しかない。

　一六歳の夏、高校二年生の夏は人生に一度きりなのだ。

　その貴重な一分一秒を、こんな過ごし方で浪費していいのだろうか……。

　思わず人生を見つめ直したくなるほどに、グダグダな時間が過ぎていくのだった。



　　　　×××



　回想終了。再び、校舎裏。

　つい先日行われた部活動のようすを思い浮かべた僕は、深いため息を吐いた。

　恋愛心理研究会が部活となる直前に、獅し堂どうはこんな風に言ってた。



　──私たちのいちゃいちゃを次の段階に進めましょう。



　その言葉通り、僕たちの治療行為はよりアグレッシブなものへと変わったと思う。僕の周辺で起こった最も大きな変化は間違いなく部活動のことだろうな。

「振り回される身にもなって欲しいぜ、本当に……」

　彼女たちの治ち療りよう者しやになると決めたのは僕の意志でもあるので文句は言えないな。なんにせよ、人の道を踏み外さないように気をつけるとしよう。

　なぜなら、僕には──。

「やっほい！　お待たせ、由ゆう吾ご！」

　レモン味の炭酸飲料みたいな爽やかな声が僕のすぐそばで弾はじけた。

　目ま映ばゆいの日差しの下、飛鳥井あすかい愛まな火びが満面の笑みを浮かべている。僕の一〇年来の幼なじみにして、恋人だ。

「遅いよ、どんだけ待たせるんだ」

「ごめーん！　走ってきたんだから許して！」

　文句を言いながらも、僕は愛火の姿に目が釘くぎ付づけになった。

　コイツほど夏の太陽が似合う女の子を僕は知らない。くりっとした大きな瞳。肩ぐらいの長さの栗くり色いろの髪。背はちょっぴり低めだけど、夏服に包まれた大きな胸が弾んでいる。短いスカートから伸びるナマ足も健康的な美しさを発散していた。

　特に笑顔がいいよな。夏の日差しに負けないぐらい輝いて……って、なにを愛火なんかに見み惚ほれてるんだ、僕は。

「んで？　どうして呼び出したんだよ？　これからお互い部活だってのに」

「決まってるじゃない。こ・れ♡」

　愛火は自分の唇を指さして、可愛かわいらしく首を傾かしげた。

「またかよ」

「毎日したくなっちゃうんだもん。今日は一緒に帰れるかわかんないから、部活の前にしときたいのっ！」

　僕は後頭部の髪を掻かきつつ、辺りを見回した。人ひと気けがないことを入念に確認した後で小さく頷うなずく。幼なじみはうれしそうに僕のすぐそばに駆け寄ってきた。

　ちょっぴり背伸びをして、瞳を閉じて。

「──んっ」

　おねだりするような声を出して、可愛らしく唇を尖とがらせる。

　僕は愛火の腰の辺りに手を添えた。走ってきたからかな。夏服の背中はほんのりと汗で湿っていた。嗅ぎ慣れた愛まな火びの匂いとシャンプーの香りが鼻をくすぐる。

　鼓こ動どうが高鳴るのを感じつつ──僕はそっと唇を押し当てた。

　幼なじみの唇の柔らかさを確かめるように、数度ついばむようなキスをして。

　愛火の唇を割って、そっと舌を滑り込ませる。

「んゅっ♡」

　ぞくぞくしているのか、幼なじみが身体からだを震わせたのがわかった。

　僕の制服のシャツ、その脇腹辺りを愛火は両手でギュッと掴つかんだ。

　いっぱいに背伸びをして、小さな舌を懸命に動かして。

　愛火も僕の舌を受け入れてくれる。僕たちは柔らかな部分を絡め合わせた。

「んっ♡　にゃっ♡」

　唇から微かすかな声を漏もらしながらも健けな気げに舌を絡めてくる幼なじみ。口に出して言ったら調子に乗りそうだから言わないけど……その仕草が最高に可愛かわいらしいと思った。

　変化したのは部活動だけじゃない。僕と愛火の交際も少しずつ進展していた。

　ゴールデン・ウィークに初キスをしてから、もう何度目のキスをしただろう。一〇回目ぐらいまでは数えていたんだけど、もうわからなくなってしまった。

　いつの頃からか深いキス──いわゆる『れるちゅー』をするようになって。

　このところ毎日のように学校でれるちゅーをしてる。休み時間に廊下の陰ですることもあるな。校内でするのはマズいだろうと思わなくもない。

















　でも、愛まな火びにおねだりされたら断ることはできなかった。

　存分に唇の感触を確かめあった後で、どちらからともなく顔を離した。

　幼なじみはしばらくぽーっと僕を見上げていたけれど、慌てたように顔を背ける。ぼわっと音の出そうな勢いで耳の先までピンク色に染まった。

　深いキスをした直後は恥ずかしくて僕の顔を見られないらしい。

　真っ赤な顔で愛火は照れ隠しをするみたいに「てひひ」と奇妙な笑い声をあげた。その笑顔が真夏の太陽を浴びて輝く。

「由ゆう吾ごの元気をいっぱいもらったから、今日の部活も頑張れそうな気がするっ！」

「ハリキリすぎてぶっ倒れるなよ？　今日は暑いし」

「そっちこそ気をつけてよね。浮気とかしちゃダメだよ！　由吾のアホ」

「アホ言うな。浮気なんかしねえよ」

「ん。信じてる。じゃ、部活行こっか！」

　僕たちは部室のある生管棟へと駆けていった。

　短いスカートを蹴立ててダッシュする、幸せそうな笑みを浮かべた愛火。その顔は相変わらず真っ赤だ。

　かく言う僕も、頬ほおが火照ってる。

　二人して顔を赤くしていたらヘンに思われるかもしれないが……今日は暑いからってことで誤ご魔ま化かせるんじゃないかな。

　鬱うつ陶とうしいほど輝く太陽に、今は感謝しておくことにしよう。



　とまあこんな風にして。

　僕たちの多重いちゃいちゃ生活は、暑い夏を迎えた次第である。





　そして、このときの僕は。

　暑い夏には夕立がつきものだということに、まだ気付いていない。








　　　ダブルバインド







　とある七月の放課後。生管棟。

　四階へと続く隠し階段を駆け上がっていた僕は、ラブラボの扉の前に立っている人影を見た瞬間、驚きのあまり足を踏み外しそうになった。幽霊に遭遇したってこんなにびっくりしないと思う。

　扉に掛けられた『恋愛心理研究会』と刻まれたブロンズ製のプレート。その隣辺りに六む連つれくんが立っていた。

　いや、もっと正確に言うなら──立たされていた。

　両手に水の張られたブリキ製のバケツを提さげている。側面に『２─Ｅ』とか『３─Ｃ』とか記されてるから教室で掃除に使われてたものじゃないかな。

　首には『ぼくは悪いことをしました。罵ののしってください』と書かれたメッセージボードが掛けられていた。

　……これはどこをどう見ても、罰を受けて廊下に立たされている図だ。

　ただ一つ、どうしても解せないのが……六連くんの服装である。

　男装執しつ事じ少女である六連くんが、なぜか今はメイドさんの服装に身を包んでいた。しかも、ただのメイド服じゃない。チューブトップタイプで、スカートは超ミニ。フリルで飾かざられたエプロンやロング手袋、ニーソックスをつけているから手足やオナカは布に覆おおわれているものの、絶対領域やウエスト回り、デコルテ部分は盛大に露出している。

「くっ、沢渡さわたりくんにも見られてしまったか……。きみがラブラボに来る途中で異星人に誘ゆう拐かいされ、重要な臓器を根こそぎキャトルミューティレーションされることを願っていたんだが……なかなか願いは叶かなわないものだね」

「教室から部室へ来る道すがらで、そんなハリウッド映画ばりの大事件が起こってたまるか！　六連くんの望む死に方は嫌なものばかりだな……」

　って、ツッコミ入れてる場合じゃない。執事少女改め、メイド少女になっている六連くんに歩み寄りバケツを持ってやろうとした。細身な六連くんには重そうに見えたからさ。

　しかし、すぐさま鋭い声で制された。

「やめてくれたまえ。これはぼくに与えられた罰なのだ」

「罰って……なにかやらかしたのかよ？」

「ああ。氷雨ひさめさまに粗そ相そうをしてしまってね。廊下に立たされているのだよ」

「六連くんは吹雪ふぶきの執事なんだろ？　氷雨先生には従うことないんじゃないのか？」

「もちろん、ぼくは吹雪さまの専属執事だ。吹雪さまのご命令は絶対服従。死ねと言われたら、その場で散ってみせよう。しかし、そんな吹雪ふぶきさまも氷雨ひさめさまには逆らえないのさ。氷雨さまは獅し堂どう家で最も力のあるお方だからね」

　六む連つれくんはふとももをもじもじとすりあわせていた。微かすかに肩が震えている。バケツが重たいのかなと思ったら、違った。

「……は、恥ずかしいんだよ。ぼくはめったにスカートなんてはかないからね。これほど胸元が開いた服を着るのも初めてだ」

　もじもじしていたのは、スカートの裾すそを手で押さえたかったからのようだ。丈が短すぎて今にも中が見えちゃいそうだからな。しかし、バケツのせいで身動きが取れない。

「こんな無防備な姿を敵である沢渡さわたりくんに見られちゃうなんて……く、屈くつ辱じよくだ♡」

「って、なんでハートマーク飛ばしてんだ！」

　いや、実際には見えないけど。その存在が僕には確かに感じられた。

「仕方ないだろう。ぼくは屈辱的なのも嫌いじゃないのだからね♡　はふぅ♡」

　有能な男装執しつ事じ少女である六連くんは、ドＭっ娘こなのだ。

　しかも、ご主人さまである獅堂を敬愛というレベルを超えて愛してしまっている。つまり、百ゆ合り属性も備えているだ。超ド級にアレげな執事さんである。

「沢渡くん。首に掛けられたプレートにも書かれている通り、ぼくを存分に罵ののしってくれたまえ。それもぼくに与えられた罰の一環なのだからね。今のぼくならどんな悪口にもキュンキュン──じゃなくて甘んじて受け止めるつもりさ」

「……遠慮しとくよ。女の子を罵ば倒とうして喜ぶ趣味ないし。早くお許しが出るといいな」

　僕は六連くんに優しく微笑ほほえみかけて、ラブラボのドアに手をかけた。

　すると、執事少女はびくんっと肩を震わせる。

「くっ、放置プレイというわけかい？　それはそれでなおよしだ」

「なおよし、じゃねえよ！　この変態め！」

「ぼくは変態なんかじゃはぁん♡」

「感じてんじゃねえ！」

　もういい。かまってられるか。罰を受けているのかご褒ほう美びを与えられているのかわからない状態の六連くんを振り切って、僕はラブラボへと入った。

「てゆかさ～、吹雪ちゃんはどうして寒かん一いち郎ろうちゃんが選んでくれた治ち療りよう者しやを断っちゃったの？　獅堂家の威い信しんにかけて選んだ男の子だよ。イケメンだし、女の子の扱いもバッチリ教え込まれてるし、後あと腐くされもないし。楽しい治療ライフが送れたはずなんだけどな～？」

　ソファに座って、氷雨先生と獅堂がお喋しやべりしていた。テーブルの上には山盛りのたい焼き。氷雨先生は両手にたい焼きを一匹ずつ持って交互に頬ほお張ばっている。

　僕が入って来たことに気付いてないのか、獅堂は先生の質問に答えた。

「お祖じ父いさまが決めた治療者は、確かに断りました。自分と触れあう人間を誰だれかに決められたくはないという気持ちはありましたから。でも、それ以上に必要がなかったんです。発ほつ作さが起こっても、私は耐えられます」

「あのねえ、吹雪ふぶきちゃん。氷雨ひさめも青せい春しゆん症しよう候こう群ぐんに罹かかってたことがあるんだゾ♪　発作が起こったときの辛さはよーっくわかってる。アレってそう簡単に耐えられるものじゃないよね？　男の子に触れたくてうぎゃーってなるもん！」

　氷雨先生はソファに腰掛けたまま、ニーソックスに包まれた足をジタバタさせた。

「それを我慢してまで自分で治ち療りよう者しやを決めるなんて……吹雪ちゃんはそんなに由ゆう吾ごくんに治療者をして欲しかったのかにゃ？　ひょっとして由吾くんが好きなのかにゃ～？」

　獅し堂どうは表情一つ変えなかった。黒髪を鬱うつ陶とうしそうに手で払って、クールな声音で続ける。

「別に。沢渡さわたりくんでなければいけない理由なんてありません。彼を選んだのはたまたまです。大きな発作が起こったとき、彼が近くにいたから。それだけです」

「だーよーねー。由吾くん、そんなにイケてる男の子じゃないもんね～。背は高めだけど、顔は普通だし。頭も残念だし。なによりコブつきだし～」

　にやにや笑いながら、氷雨先生はこちらを横目で見た。

　……なんだよ、僕がいることに気付いていたのかよ。

　獅堂は今まで僕の存在に気付いてなかったようだ。驚いたように数度まばたきをした。

「顔が普通ってのは同意しますけど。頭が残念てのはひどくないですか」

　僕の抗議に、氷雨先生の口からは正論が返ってきた。

「氷雨は先生だから生徒の成績を管理してるデータベースにもアクセスできるんだよ。由吾くんの期末テストの結果は──」

「ごめんなさい！　それについては触れないでください！　そうです僕は頭が残念です！」

　期末テストの結果は平均よりやや低いという悲しいものだった。

「にゃははは♪　まあ吹雪ちゃんが選んだ治療者だもん。氷雨にはわからない良さがあるんだろうネ☆　好きだから治療者に選んだってわけじゃないなら問題ないんだ！　そこんとこ確認したかっただけ！　冬ふゆ子こちゃんみたいな悲しい想おもいは誰だれもしたくないもんね！」

　たい焼きの載ったお皿を抱えて、氷雨先生は笑いながら立ち上がった。

「いちゃいちゃのテーマはもう吹雪ちゃんに伝えてあるよ。今日もたっぷり治療にかこつけていちゃいちゃするんだゾ！　青春まみれになっちゃってねん！　氷雨は下でしばらく晶あきらくんをイジメて楽しもうと思います！」

「あ、そうだ。六む連つれくん、どんな粗そ相そうをしたっていうんですか？」

　すると、氷雨先生は背伸びをして、小さな声で耳打ちしてくる。

「ほら、あのコって吹雪ちゃんが好きでしょ？　そのことをバラそうとしたら、晶くんってば半べそで氷雨の口を手で押さえてきたんだよ。獅堂家の先代当主の口をふさごうとするなんて、そりゃあオシオキされるに決まってるよ！　おしりぺんぺんだよ！」

「いや、それはどう考えても氷雨ひさめ先生が悪いでしょ……」

「えー、恋心をナイショにしたままなんてつまんないじゃーん！」

「可哀かわい想そうだから罰を与えるのはやめてください」

「ぶー。一度でいいから『廊下に立ってなさーい！』って言ってみたかったんだもんっ！」

　子どもみたいにプクッと頬ほおを膨らませる氷雨先生。

「晶あきらくんもオシオキされて喜んでるみたいだから構わないよネ☆」

　なるほど、と頷うなずく僕。氷雨先生の行動は肯定できないが、一つわかった。

　この人はドＳだ。吹雪ふぶきと同じで人を振り回して遊ぶのが大好きなんだな。獅し堂どう家の血というヤツなのかもしれない。迷惑すぎるだろ、そんな血統。

　つうか、氷雨先生は見た目はロリっ娘こだけど、実際はいい年なんだからもう少し丸くなっても──。

「おい、由ゆう吾ごくん。誰だれが『ロリババア』じゃって？」

　途端に、氷雨先生に睨にらまれた。小さな体たい躯くからドス黒い炎が噴き上がり、ツーサイドアップにしてる銀髪がうねる。怖い。超怖い。

「そそそ、そんなこと言ってませんよ」

「忘れるでないぞ、由吾くんよ。儂わしがその気になれば、おぬしなど一ひねりに殺せるのじゃ……」

　僕の手首を掴つかんで捻ひねり上げ、氷雨先生は恐ろしい声音で続ける。

「そう、こんな風に手を握って『この人が犯人です！』と叫ぶだけ……。それだけでおぬしは死ぬのじゃよ……」

「社会的な死！」

「失礼なことは考えるでないぞ？」

　僕をさんざん脅おどした後で氷雨先生はいつものロリっ娘顔に戻った。

「──はゎゎっ！　ここ数秒の記憶がないよ！　またなにかひどいこと言っちゃったかもしれないけど氷雨は悪くないのねん☆」

「キングボン○ーかよ」

　一方的にまくし立てた顧問の先生は、たい焼きのお皿を抱えてラブラボを出て行った。

　ため息を一つ。僕はソファに座る。

　対面に座って紅茶のカップを傾けていた獅堂が、僕を一いち瞥べつして口を開いた。

「遅かったわね、沢渡さわたりくん。おかげで氷雨おねえさまに痛くもない腹を探られる羽目になったわ。……ふぅ。顧問を引き受けてくれそうな人が他にいなかったからお願いしたけど……私はやっぱり氷雨おねえさまは苦手」

「前にもそんなこと言ってたよな。どのあたりが苦手なんだ？　あの人、保健の先生としては今や生徒たちから結構な人気があるみたいだけど」

「私が沢渡さわたりくんをからかうことに血ち道みちを上げていることはご存じの通りよね？」

「存じ上げたくねえけどな。嫌というほど理解させられてるよ」

「それと同じように、氷雨ひさめおねえさまは『若人を青春まみれにすること』を老後の道どう楽らくにしてらっしゃるのよ。獅し堂どう家の当主をしていた頃から、趣味でいくつも学校経営に手を出していたみたいね」

「青春まみれってなんだ？」

「校歌で歌われるような、輝くような青春の日々を若者たちに過ごさせたいみたいね。仲間たちと手を取りあって肩寄せ合って。夢を見て学んで成長して。泣いて笑ってケンカして。走って転んで立ち上がって。恋をしていちゃいちゃしてえっちして妊娠して退学して」

「おい、後半部分！　そんな校歌があってたまるか！」

「『♪今日は危険日だからダメだって言ったのに～。嗚あ呼あ、我らが学舎　獅し子し神がみ学がく園えん』。これが三番の歌詞よ」

「マジで!?」

「冗談に決まってるでしょう？　信じる方がどうかしてるわ」

「…………」

「ともあれ、氷雨おねえさまは若者に青春を謳おう歌かさせるのが好きなの。特に病気を治療しようとしない私のことを心配なさっていたようね。それ自体はありがたいのだけど……」

「獅堂の性格的に、あんまり青春っぽい行動を強要されるようなのは厳しいってことか」

「そういうこと。恋愛心理研究会を部活化したのも、顧問を氷雨おねえさまに頼んだのも、全ては私の判断なのだから文句は言えないけれどね」

　この話はこれでおしまいと言いたげに、獅堂は紅茶のカップをソーサーに置いた。

「まあいいわ。今日のいちゃいちゃをはじめましょうか」

「テーマはもう先生が決めてくれたんだっけ？」

「ええ。今日のいちゃいちゃ、テーマは──『束縛』よ」

「束縛っていうと『相手の自由を制限する』とかそんな意味だよな。それっていちゃいちゃなのか？　あまり褒められた行動じゃない気もするぞ」

「氷雨おねえさまによれば、恋する男女にとっては『束縛』というのもトキメキを感じる行為なのだそうよ」

　そんなもん、なのかな？　僕には想像ができない。たとえ恋人でも『アレやっちゃダメ！　コレやっちゃダメ！』とかワガママを言われたら鬱うつ陶とうしい気がする。

「早速試してみましょう」

「いきなり束縛してみろって言われてもなにをしていいのかわからないぜ？」

「そうね。とりあえず、沢渡くんの信教の自由を制限させてもらおうかしら」

「いきなり宗教弾圧!?　そんな圧あつ制せい者しやみたいなこと言い出す恋人なんて嫌すぎるだろ！　そもそも、僕はなにかの宗教を信仰してるわけじゃないし……」

「あら、沢渡さわたりくんはヒンヌー教徒でしょう？」

「特定の宗教に名前が酷こく似じしていて、とても危ない！　怒られても知らないぞ！　つうか、ヒンヌー教ってなんだよ!?」

「もちろん貧乳少女を愛めでる敬けい虔けんな人たちのことよ。同じヒンヌー教でも『ふくらみかけ派』と『ツルペタ派』が宗派争いをしているのよね？　沢渡くんはどっち派なの？」

「聞かれても困るって！　どっち派でもねえよ！」

「沢渡くんが女子小学生の胸を見つめるときの眼まな差ざしは、まるで神を崇あがめているかのようですもの。きっとツルペタ派なのでしょう」

「誰だれが女子児童の胸元に神秘性なんて感じるか！　僕には小学四年生の妹がいるんだ。めったなことは言わないでくれ！　貧乳には興味ありません！」

「沢渡くんの中学生時代のあだ名が『スポブラ』だったことを、私が知らないとでも思っているの？」

「人混みの中で『おーい、スポブラー』なんて呼びかけられたら、僕はそのまま失しつ踪そうせざるを得ないな……」

「いいのよ、自分を偽らなくても。巨乳の飛鳥井あすかいさんと交際していることだって異い端たん審しん問もんを避けるためのカモフラージュなんでしょう？」

「違うって！　……なんつーか、アレだ。僕はむしろ大きめの方が好きだったりするし」

「え？　本当に大きい胸が好きなの？　つまり、ヒンヌー教を装った『隠れキョニュシタン』だったということ？」

「隠れキョニュシタンて。ゴロ悪すぎるだろ。舌噛かむわ！」

「隠れキョニュシタンはヒンヌー教徒から弾圧されていて、踏み絵ならぬ踏みチチをさせられるのよ。異端審問官があなたをこう問い詰めるの。『ふははは、おまえが本当にヒンヌー教徒なら、この大きなおっぱいを踏みつけられるはずだろう？』ってね。しかし、沢渡くんは毅き然ぜんとして言い放つわ。『むしろ、僕を踏んでくれ！』」

「変態だけど、一周回って格かつ好こういいー!?」

　心の底からバカな会話。楽しい気もするけど、人には聞かせられないな。

　獅し堂どうは対面のソファから立ち上がり僕の隣へと移ってきた。アンティークのソファが微かすかに沈み込む。

「とまあ、くだらない前置きはさておき。本題に入るわね。氷雨ひさめおねえさまが教えてくださった『束縛ゲーム』を試してみましょう」

「束縛ゲーム？」

　獅堂は腕輪みたいな形の器具を取り出し、僕の右腕に装着した。革製のベルトにプラスチックでできた箱形の機械がついてる。腕時計にしてはちょっと大きいかな。

「なんだよ、これ」

「あなたは青せい春しゆん症しよう候こう群ぐんがどんな病気か知っているわよね？　どんなことをすれば発ほつ作さが抑えられるのかも」

「もちろん。いちゃいちゃすることで、トキメキを感じさせればいいんだよな？」

　恋愛ホルモンと呼ばれるＰＥＡという脳内物質が関係しているらしい。

「この装置は氷雨ひさめおねえさまが貸してくださった測定器よ。おねえさまの指示の下、獅し堂どう家の所有する電子機器メーカーで開発途中のものらしいわ。『ラブチェッカー』と呼ばれているそうよ。心拍数や血圧、呼吸数、脳波などなどを測定することで性的興奮やトキメキを感じているかどうか調べることができるの」

「ふうん。……確かにそんなものがあったら便利かもな」

　間違いなく青春症候群の治療を進めやすくなるだろう。いま行っているいちゃいちゃ行為がトキメキを生んでいるかどうか、客観的に判断できるのだから。

「臨りん床しよう試し験けんが行われたわけではないから、効果のほどは定かではないわ。氷雨おねえさまのことだからジョークグッズの類という可能性もある」

「そんな器具をどうして僕につけるんだよ？　獅堂が装着すべきだろ」

　すると、獅堂は唇の端を曲げた。よからぬことを考えているとき特有の嗤わらい顔だ。

「沢渡さわたりくん。今からあなたの『性的興奮の自由』を制限させてもらうわ」

「はあ!?」

「あなたがドキドキしたら電子音が鳴り出すように測定器を設定してあるわ。ブザーを鳴らさないよう全力で心しん頭とう滅めつ却きやくなさい」

「そういうのは束縛って言わないだろ？　ましてや、恋人同士のいちゃいちゃでは絶対にない！」

「『ねえ、ダーリン！　あたし以外の女の子にドキドキしちゃイヤだからね！』って可愛かわいくおねだりされていると考えればいいのよ」

「ああ、なるほど。そういうワガママを言い出す女の子はいそうだなあ。……って、納得できるかぁっ!!」

「ただ興奮しないように我慢するだけじゃつまらないわ。罰ゲームを設けましょう。……そうね。ブザーを鳴らしてしまった回数と同じ枚数だけ、六む連つれに衣服を脱いで登校するように命令するわ。どう？　面白そうでしょう？」

「待て待て待て！　意味がわからんぞ！　謎のゲーム性を付与するな！」

「夏場の男子生徒って何枚ぐらい着ているの？　ソックスと靴を含めても七、八枚というところかしら。六連が全裸登校する羽目に陥おちいらないよう頑張ってね、沢渡くん」

　獅堂のヤツは、やると言ったらマジでやる。ブザーを鳴らしてしまったら、本当に服を脱げと六連くんに命令するだろう。

　そして忠実かつ変態な執しつ事じ少女は、ご主人さまに脱げと言われたら喜んで脱ぐに違いない。六む連つれくん、獅し堂どうに死ねって命令されても従うって言ってたしな。

　もしも全裸登校なんてことになったら……六連くんは身の破は滅めつだ。

　冗談じゃないぜ。僕のせいで女の子が恥ずかしい目に遭あうなんて絶対にダメだ。

　こんなデスゲームに参加なんてできるか！　やめさせてもらうわ！

　ラブチェッカーを外そうとする僕の機き先せんを制するように。

「途中でリタイアしたら六連は全裸登校確定よ。さらに四よつん這ばいで歩かせて、首には『ぼくは沢渡さわたり由ゆう吾ごさまの犬です』というプラカードを提さげさせましょう」

「僕まで巻き添えで破滅するだろ、それ！」

「ちゃんとゲームに参加してくれればいいのよ。それじゃ、はじめましょう」

「いや、ちょっ、待っ、」

　──ぴっ！

　電子音が鳴り響いた。獅堂が測定器のスイッチを入れたのだ。

　否いや応おうなく『束縛ゲーム』の火ぶたが切って落とされてしまったのである。

　……いったい、なにをするつもりなんだ？

　固唾かたずを飲む僕のすぐ隣へと、獅堂は座り直した。お互いの制服の半袖が触れあうほどに二人の距離が近くなる。

「ねえ、沢渡くん」

　上目遣いをする獅堂。漆黒の瞳で僕を見つめてくる。その黒玉のような美しい瞳に僕はうっかり見み惚ほれてしまって──ぴこんっ！

　測定器から電子音が響いた。

　獅堂にしては珍しく、「ぷふっ」と小さく噴き出す。

「沢渡くん、もう興奮してしまったの？　早そう漏ろうすぎるのではないかしら？」

「ち、違う！　今のは緊張したから鼓こ動どうが速まっただけだ！　つうか、早漏とか言うな！」

「まず一回ね。明日、六連には一枚服を脱いで登校するよう命じるわ。あのコが明日、片方ソックスをはいていなかったら、それはあなたのせいよ」

「……人質を取るなんて卑ひ怯きようだぞ」

「私は沢渡くんをからかうためなら、どんな労ろう苦くも厭いとわない女なの」

「そこは厭えよ！　つうか、労苦を味わってるのは主に周りの人間じゃねえか！」

　僕のツッコミを華麗にスルーした獅堂は、僕の二の腕辺りに手を伸ばしてきた。

「以前、私たちは『手を繋つなぐ』というテーマでいちゃいちゃしたわね」

「お互いの指を絡め合わせて『恋人繋ぎ』とかやったな」

「『手を繋ぐ』といういちゃいちゃに似た恋人同士の行動として──」

　獅堂はそっと、僕の腕に腕を絡める。

「『腕を組む』というのも定番よね。街中でよく見かけるわ」

　女子の夏服は半袖。当然ながら、獅し堂どうのナマ腕が直接僕に触れることになる。

　結果──ぴこんっ！

「二回目。沢渡さわたりくんたら、こんなにちょくちょくドキドキしていたのね」

「いきなり腕なんて組まれたからびっくりしただけだ！」

「ふふふ、そういうことにしてあげるわ。……私はね、沢渡くん。『手を繋つなぐ』というのと同じで『腕を組む』という行為の意味もわからなかったの。腕なんか組んだら歩きづらいでしょう？　それに、もしも腕を組んで歩いているときに男性が落とし穴にハマったら、腕を組んでいる女性も一緒に落っこちてしまう。あまりにも危険よ」

「そもそも落とし穴が仕掛けられているような危険地帯でデートするなって話だけどな」

「腕を組む合理的な理由なんて想像もつかなかった。でも、最近になってようやく意味がわかったのよ。沢渡くんにはわかる？」

「うーん……、親愛の情をアピールしてるんじゃないか？　『この男性を頼ってます』って気持ちを対外的に表現しているというかさ」

「『腕を組む』という行為の趣旨は、私は別だと思うわ。それはね──」

　獅堂は腕組みをしたまま、僕の腕を強めに抱きしめてきた。

　ぐあっ!?　し、獅堂の胸が僕の腕に当たりまくっている!?

　シャツ越しに感じる獅堂の胸はしっかりと柔らかくて──ぴこんっ!!

　だあああああ、測定器がまた鳴った！

「胸を押し当てて男の子に性的なアピールをすること。腕組みというのはそれが狙いなのよ。腕を組んで歩きたがる女の子は、その男とえっちしたがってると見て間違いないわね」

「そんなわけないだろ！　もっと純粋な愛情表現の一種だと僕は思うぞ！　っておい、胸を押し当ててくんな！　やめろって！」

　──ぴこんっ！

「測定器を鳴らしてちゃ説得力がないわよ、沢渡くん」

「くっそ……」

「私は飛鳥井あすかいさんや佐さ寺てらさんのように胸が大きくはないわ。『隠れキョニュシタン』の沢渡くんは反応しないかもしれないと思ったのだけれど」

「そのネタまだ引っ張るのかよ！　僕はヒンヌー教徒でも隠れキョニュシタンでもないって！」

「その言葉、信じましょう。私の美乳にもちゃんと反応してくれたのですものね」

「……自分で美乳とか言ってるし」

「ちなみに、薄いピンク色よ」

「なにがだよ!?」

　──ぴこんっ！

「あらあら。尋ねるまでもなく、沢渡さわたりくんの身体からだは理解しているようね」

「……こ、この流れでピンクとか言われたら、思い当たるものは一つしかないだろ！」

「ええ。当然ながら、ピンク色というのは私のほっぺのことよ」

「…………」

　すみません。僕は別のものを想像してしまいました。

　彼女の言葉通り、その頬ほおは朱に染まっていた。妄想力は逞たくましいが根がウブだから胸を押しつけるなんて行為は恥ずかしくて仕方がないのだろう。

　しかし、獅し堂どうは僕をからかうために全力を尽くす。

「もっと胸を押し当てたら、沢渡くんは興奮してくれるかしら？　ほら、こんな風に」

　──ぴこんっ！

「ふふ、面白いわね、これ。沢渡くんの反応が手に取るようにわかるわ。……実は今、私がノーブラだと知ったらもっと反応する？」

　──ぴこんっ！

「いやらしい人。でも、勘違いしないで。ちゃんとブラはつけています。白いレース地の清せい楚そなものよ」

　──ぴこんっ！

「想像しちゃってますます興奮したようね。ちなみに、ブラとぱんつはお揃そろいなの。スカートをまくって見せてあげるわね。はい、どうぞ」

　──ぴこんっ！

「なあんてね、本気で見せたりしないわ。恥ずかしいもの」

　えーっと、少し言い訳をさせて欲しい。僕は六む連つれくんが全裸登校するという事態を、全力で阻止しようと思ってはいるんだ。男装しているとはいえ、六連くんは女の子だからね。恥ずかしい姿を衆目に晒さらさせるわけにはいかない。

　でも、仕方がないんだ。獅堂みたいな美少女に抱きつかれて胸を押し当てられたりしたら。ぱんつが見えそうで見えないラインまで、スカートをまくり上げられたりしたら。そんでもって、絶対領域が目に眩まぶしいふとももを見せつけられたりしたら。

　胸の鼓こ動どうは抑えられないよ。健全な男子だったら誰だれだってドキドキしちゃうって！

　苦く渋じゆうと辛しん酸さんを同時に舐なめている僕とは対照的に獅堂は楽しげ。表情自体はいつものお澄まし顔だが、微かすかに目を細めている。

「もう何回鳴ったかわからないわね。明日、六連は全裸登校が確定したわ。まあ、私も鬼じゃない。六連には右足のソックスだけをはいた格かつ好こうで登校してもらいましょう」

「なぜ片足だけ残すんだ！」

「慈じ悲ひの心よ」

「無駄にフェチ度を上げたいだけだろ！」

　つうか、ヤバいぞ。このままじゃ六む連つれくんはストリーキングすることになる。彼女を救うためには、どうしたらいい？

　脳みそを高速回転させた挙げ句、僕の口をついて出た言葉は──。

「──ＯＫ。それじゃ、そろそろ本番に行こうか！」

　獅し堂どうが呆あつ気けに取られたように、両目を見開いた。

「……まさか、沢渡さわたりくん。臆面もなく秘奥義『さっきまでのは練習』を使うつもり？」

「ああ。六連くんを助けるために、僕は鬼にも蛇にもなろう！」

「格かつ好こう良く言っている風だけど、やっていることは小学生レベルよ？　……でも、いいでしょう。ここで終わってはつまらないから一度だけ練習ってことにしてあげるわ。次に鳴らしたら本気で六連の服を剥はぐわよ」

「わかってる。今度は耐えてみせるよ」

「きっと無理だわ。沢渡くんはえっちな人だもの」

　楽しげな獅堂を横目に、僕は自分で自分に語りかけた。

　落ち着け、落ち着くんだ。クールになれ。

　いいか、由ゆう吾ご。鼓こ動どうを速めるな。精神を集中しろ。座ざ禅ぜんの極ごく意いというのは『自然と一体になることだ』と聞いたことがある。僕は岩だ。雨にも風にも揺るがぬ雄々しき巌いわおとなれ！

　修行僧もかくやというレベルで自らに言い聞かせたのが功を奏したのか。

　──もぎゅっ♡

　獅堂が腕を絡め、胸を押し当ててきても今度は測定器が反応しなかった。

　どうだ！　僕がその気になれば胸が当たったぐらいでドキドキなんてしねえんだよ！

「…………」

　ちょっとムッとしたように、獅堂は眉根を寄せる。

　すると次は、クラスメイトはスカートに手を伸ばした。

　ソファに座って僕と腕組みをしたまま、裾すそを指先で摘んで一瞬だけチラっとめくり上げる。ぱんつは見えない。白いふとももが露あらわとなっただけだ。

　大きく息を吐く僕。精神を統一し、綺き麗れいなふともものビジョンを脳内から追い払った。

　測定器は──反応しない。またもや、心しん頭とう滅めつ却きやくに成功したのだ。

　いけるぞ！　今の僕なら悟りすら開けそうだ。

　眉根を寄せて、ますますムカついたようすの獅堂。ふとももの横辺りに指を移動して、もう一度ゆっくりとスカートをまくった。震える指先でスカートの裾を持ち上げていく。

　今度はまくり上げる指が止まらなかった。ほんのちょっぴりぱんつが見えてしまう。

　レースで飾かざられた下着のサイド部分が僕の瞳に映る。

　心臓が高鳴りそうになる瞬間、僕は脳内で九九を唱えて気を散らした。

　結果──ラブチェッカーは反応せず！

「そ、そんな……耐えきったというの？」

「言っただろう？　今回が本番だって。最初のゲームは慣れてなかったから失敗しちゃっただけだよ」

「沢渡さわたりくんのくせにナマイキだわ。見てなさい。もっとあなたを挑発してあげましょう」

　獅し堂どうはスカートの裾すそに両手をかけ、一気にまくり上げようとした。

　しかし、ぱんつが見えそうなところで手が止まる。

「う、くっ」

　獅堂は耳の先まで真っ赤に染まってしまっていた。

「は、恥ずかしくてこれ以上は無理だわ……」

　六む連つれくんに全裸登校させようとしていたヤツがなに言ってんだ！　なんてツッコミは野や暮ぼだよな。獅堂は言動は過激だけど恥ずかしがり屋だし。

「本当のことを言えば、さっき下着のサイドを見せてしまったのも、私の限界を超えていたのよ……」

「無理するなよ。ぱんつを見せるなんて恥ずかしくて当然なんだから」

「沢渡くんの童貞らしいリアクションを楽しもうと思ったら、私が処女っぽいリアクションを晒さらすことになるなんて……人生って皮肉なものね」

「いやいや、そんなことで人生の無む情じようを悟るなよ」

　獅堂は悔しそうにうなだれた。ギリっと音が出るほど歯は噛がみしてる。ってか、ショック受けすぎだろ。その熱意を他のことに向けられないのかな。夏場の発電とかにさ。

「とりあえず『束縛ゲーム』は僕の勝ちってことでいいかな」

　とまあ、そんな感じで。奇妙にもほどがある今日のいちゃいちゃは幕を閉じ──。

「すみません。遅れてしまいました」

　僕が締めくくりに取りかかったとき、ラブラボに可愛かわいらしいアニメ声が響き渡った。

「風紀委員のお仕事で校内の見回りをしていたのです。夏休みを目前に控えていますから、生徒のみなさんに気を引き締めていただきたくて」

　佐さ寺てらさんが遅れた理由を説明しながらソファへとやってくる。風紀委員らしいお堅いセリフ。言葉とは正反対に、その胸は柔らかそうにゆさゆさと揺れまくっていた。

「季節柄開放的になってしまうのか……夏場は制服が乱れがちになるようですね。服装違反の生徒がたくさんいました。こんなに多くの指導をしたのは久しぶりです」

　モデルさんみたいな立ち姿で、佐寺さんは両手を上にあげて伸びをする。

「あー、疲れました」

　大きく胸を張った瞬間──ぶづんばづんっ！

　派手な音と共に佐寺さんのシャツのボタンが弾はじけ飛とんだ。

「痛っ!?」

　第二ボタンと第三ボタンが弾丸みたいに飛んできて、僕のオデコにブチ当たる。

　──ばるるるるんっ♡

　ブラに包まれた佐さ寺てらさんのバストが解放されて大きく揺れるのと。

　──ぴこんぴこんぴこんっ!!

　センサーがけたたましく鳴り響いたのが同時。

　さっきまで絶望していた獅し堂どうの顔に生気が戻った。

「ふふふ、これで六む連つれの服が三枚失われたわね」

「まだゲームは続いてるのか!?」

「きゃあああんっ！　私の制服を脱がせてなにをするつもりですか、沢渡さわたりさん！」

　佐寺さんは胸元を押さえてしゃがみ込み、僕を睨にらんで猛もう抗こう議ぎ。

「いや、僕なにもやってないよね!?　悪くないよね!?」

　佐寺さんの元へと歩み寄る獅堂。真面目な顔をしているが……僕にはわかる。クールな仮面の下でよからぬことを考えているに違いない。

「いいところへ来てくれたわ、佐寺さん。今日の治療はもうはじまっているの。今日のいちゃいちゃ──テーマは『束縛』よ」

「……束縛、ですか？　それも男女のいちゃいちゃなのでしょうか？」

「もちろんよ。世の中の恋人たちは、相手を束縛することで愛を確かめ合っているの。佐寺さん。あなたも男性に慣れるために『束縛』を味わってみましょう。……でも、その前にボタンの外れた制服を着替えなきゃいけないわね。こっちへいらっしゃい」

　有無を言わせぬ調子でそう言うと、獅堂は佐寺さんの腕を引っ張った。

「沢渡くん。ちょっと待っててね。まだゲームの途中なんだから逃げてはダメよ？」

　獅堂は僕に釘くぎを刺すと、氷雨ひさめ先生のプレゼントが詰め込まれた衣装部屋へと佐寺さんを連れ込んだ。

「……なにをする気だ、獅堂のヤツ」

　不安と緊張に苛さいなまれつつ、僕はキッチンへと向かった。お茶でも飲んで気分を落ち着けなきゃやってられないぜ。

　いつもなら六連くんがお茶を煎いれてくれるんだけど、今日は先生のオモチャにされてるから自分でティーセットを用意した。ソファに戻り、カップに紅茶を注ぐ。冷房の効いた部屋で温かい飲み物を飲むのって至福だよなあとか思いつつ一口すする。

　僕が紅茶を口に含んだタイミングを見計らったかのように、獅堂と佐寺さんが衣装部屋から出てきて。

「──ぶほっ!?」

　紅茶を思い切り噴き出す僕。

　佐さ寺てらさんがとんでもない格かつ好こうをしていたんだ。

　彼女が身に纏まとっていたのはセーラー服。白地に紺色の襟えり、赤いリボン。紺色のスカート。カラーリングはオーソドックスだが、全体的に丈が短かった。超ミニスカでニーソに包まれたふとももが盛大に露出していて、今にも下着が見えそうだ。上着の丈も短すぎておへそだけじゃなく、ブラに包まれた下チチ部分まで微かすかに見えてしまってる。ミニ丈のセーラー服には、佐寺さんの胸は収まりきらなかったんだな。

「ウチの学校はブレザーでしょう？　だから、セーラー服を着てもらったら新鮮みが出ると思ったの」

「その部分はいいよ。セーラー服もすげえ似合ってるし。かなり露出が激しめな気がするけど……夏っぽい涼しげな衣装ってことで納得しておく。問題はそこじゃねえんだよ！」

　セーラー服にプラスされた要素。それこそが問題だ。

　佐寺さんのセクシーな身体からだを這はうように、赤いロープが掛けられていたんだ。

　いわゆる『亀きつ甲こう縛しばり』というヤツだな。佐寺さんはただでさえ爆乳だ。バストの周囲を押さえつけるように縄をかけられているから、二つの膨らみがくびり出され、余計に強調されていた。下半身にも縄が這っている。スカートごと股縄が渡されているから、キュロットスカートみたいになっていた。オナカやふとももにも縄が食い込んでいて、それが佐寺さんのボディの柔らかさを物語っているようで──。

















　──ぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんっ!!

　僕の腕につけられたラブチェッカーが鳴った。鳴りまくった。

「あらあら、沢渡さわたりくん。随分と興奮しているようね」

　両手を後ろ手に縛られ、身体からだに縄を掛けられている佐さ寺てらさんが、不安げに眉をひそめた。

「あの……これはどういうことですか？　身動きが取れないなんて不安です」

「言ったでしょう？　今日のテーマは『束縛』。世の中の恋人たちは、こんな風に束縛をして楽しんでいるのよ」

「獅し堂どう、それは束縛じゃねえ。緊・縛・だ！」

「だいたい同じよ」

「全然違ちげえよ！　つうか、どうやって縛ったんだ？　自分でやったの？」

「見くびらないでちょうだい。私はしょっちゅうＳＭプレイの妄想をするのよ。授業を受けるフリしながら、クラスメイト全員を脳内で縛り上げたわ。予行演習なら完璧なの」

「見くびりはしないが見下げ果てたよ！　授業中になにを考えてやがる！」

　文句を言う僕をスルーして、獅堂は佐寺さんに語りかける。

「ねえ、佐寺さん。『束縛』というのは恋人同士で行うごく当たり前の行為。でも、身動きできないのは不安でしょう？　どんなえっちなことをされても抗あらがえないんだもの」

「は、はい……。正直言えば、少し怖いです」

「でも、安心してちょうだい。ここにいる沢渡くんはあなたに手を出さないでしょう。男の子が怖くないものだと理解するために、あなたを縛り上げたのよ。敢あえて無防備な状態を晒さらすことで男性恐怖症を緩和しようという試みでもあるの」

「なるほど！　そういう深い意味があったのですね！」

　獅堂の説明に佐寺さんは頷うなずいた。プラチナブロンドのポニーテイルが大きく揺れる。

　口元を手で押さえて、獅堂はほくそ笑んだ。

「──チョっロ。佐寺さん、チョっロ」

　僕がちょくちょく行っている脳内の叫びをマネしたかのように、獅堂は佐寺さんのチョロさを笑っている。よくもまあ、口から出任せがぽんぽん出てくるもんだ。

　佐寺さんは希望に満ちた凜り々りしい表情になった。顔だけ見れば鋼鉄の風紀委員に相応ふさわしいキリッとした雰囲気だ。首から下は亀きつ甲こう縛しばりだけどね！（致命的）

「忘れないうちに、今回の治療について生徒手帳にメモをしておきましょう。……はっ、聖典に手が届きません！」

　ふともものホルスターに入った生徒手帳を手に取ろうと、佐寺さんは身をよじらせる。縄によってくびり出された胸の膨らみがたゆんたゆんと揺れて、壮絶なエロさだ。

　──ぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんっ!!

　……くそっ、センサーが鳴りやまない！

　意地悪な嗤わらいを浮かべた獅し堂どうが、さらに追い打ちを掛けてきた。

「佐さ寺てらさん。緊縛を──失礼、間違えたわ。束縛をする場合は、これを装着するのが正しいやり方なの」

　獅堂が取り出したものは、プラスチックのボールがついた革ベルト。

「ボールギャグという器具よ。沢渡さわたりくん、知っている？　笑わせるために発する言葉を『ギャグ』と言うわよね？　あれは猿ぐつわを意味するギャグが語源となっているの。その昔、演劇の最中に私語をする観客を黙らせるため、舞台俳優が面白いセリフを発して笑わせたのだそうよ。猿ぐつわギヤグをハメるかのように笑わせて黙らせる──そこからギャグがお笑いネタという意味を持つようになったみたいね」

「すごいな。それほどまでに生きる上でまったく役に立たない知識ってなかなかないぜ」

「そんな語源を知っているせいで、私は『ギャグ漫画』とか『一発ギャグ』なんて言葉を聞くと、そのたびにＳＭプレイを連想してしまうわ」

「おい、やめろ。僕も同じ症状に悩まされるようになるだろ！」

　キョトン顔をしている佐寺さんの口に獅堂はボールを押し込んだ。猿ぐつわを装着してしまう。

「んんー？　んんんー？」

　口を開いたまま喋しやべれなくなった佐寺さん。

「せっかくだから、もう少し素敵な格かつ好こうになりましょうね」

　ロープの下に挟まっているスカートの裾すそを獅堂はほんのちょっぴりずり上げた。佐寺さんの純白のぱんつがわずかに見えてしまう。

　ゴクリ、と。生唾を飲む僕。

　結び目のついたロープが下着に思い切り食い込んでいて信じられないぐらいエロいんですが、これは大丈夫なんですかね。高校生として。倫理的に。

　さらに獅堂は胸元を覆おおっているミニ丈のセーラー服もずり上げてしまった。レース地のブラに包まれた膨らみ、その下チチ部分が三分の一ほどこんにちはしてしまう。そのまろやかな丸みは……後世に語り継ぎたいぐらいにセクシーだった。

　そのまま、獅堂は佐寺さんをそっとベッドへと押し倒す。縛られている風紀委員は抗あらがえずにベッドに横たわった。

「んんっ……。んんんんっ……」

　涙目になって、身み悶もだえる佐寺さん。ミニ丈のセーラー服。身体からだに食い込む縄。ずり上げられた制服は自力では直すことができず下着が露出したままだ。

　当然ながら──ぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんっ!!

　ラブチェッカーはけたたましい音を立て続けていた。

　獅し堂どうがソファに座っている僕の方へと歩み寄ってくる。

「第二回戦も私の圧勝のようね」

「佐さ寺てらさんを利用するなんてズルいぞ……！」

「興奮してしまうあなたが悪いのでしょう？　とりあえず、六む連つれには向こう一週間ぐらいは全裸登校をしてもらいましょう。ふふふ、私も悪魔じゃないわ。脱いだぱんつを足首に巻いておくことは許しましょう」

「だから、フェチ度を無む闇やみに上げるな！」

　ヤバい。このままじゃマズい。

　獅堂のことだから、本気で命令しかねないぞ。六連くんを助けるためにはどうしたらいい？　どうすれば、彼女に服を着せてあげられるんだ？

　助けられるのは僕しかいないぞ。考えろ、考えるんだ、沢渡さわたり由ゆう吾ご!!

　僕はナケナシの脳みそをフル回転させた。……あー、うん。わかってる。できることなら僕だって、こんな馬鹿げたことじゃなくてもっと建設的なことに頭を絞りたいよ。

　でも、僕は真剣だった。六連くんの全裸登校を阻止するために必死で考え続ける。

　一〇秒ほどの沈黙の後で──

「今日のいちゃいちゃは楽しかったわね。慌てふためく沢渡くんを存分に堪たん能のうできたわ」

「──おいおい、なに終わりの雰囲気を醸かもし出してるんだ？　まだ勝負は半分しか終わってないだろ？」

　僕はラブチェッカーを外し、獅堂の手首に装着する。

「な、なにをするつもり？」

「後半戦だ。僕にだけゲームをやらせるなんてフェアじゃないだろ？」

　忌々しげに獅堂は測定器を見下ろした。

「そのアラームが一回鳴るたびに、六連くんには一枚服を着てもらうぞ。それとも、まさか獅堂。この期に及んで勝負を投げ出すなんて言わないよな？　世界に冠かんたる獅堂家の跡あと取とり娘がさ」

「…………。沢渡くん。あなたはそんな安っぽい挑発をするタイプじゃないわ。六連を助けてあげたくて、お得意の庇ひ護ご欲求回路が発動しているのでしょう」

「さあ、そうかもな。どうなんだ？　勝負を受けるのか？　逃げるのか？」

「……ふん、気にくわないけど受けてあげるわ。沢渡くんに背中を見せるなんてプライドが許さないもの」

　……よしっ。勝負を受けてくれた。これで首の皮一枚つながったぜ。後は獅堂をドキドキさせるだけだな。

　しかし、どうやったらコイツが性的興奮、あるいは恋のトキメキを感じるのか……さっぱり見当もつかないな。どうすりゃいいんだろ？

　ノープランのまま、僕は獅し堂どうを見つめ続けた。

　すると──ぴこんっ！──いきなり電子音が鳴り響いた。

「え？　なんで鳴ったんだ？」

「……さ、沢渡さわたりくんがじっと見つめてくるからでしょう？」

「それだけでおまえは、ドキッとしたってのか？」

「…………」

　獅堂は答えなかった。バツが悪そうに顔を背ける。

　僕はソファから腰を浮かせるようにして、クラスメイトの方へ近づいてみた。

　──ぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんっ。

　再び、けたたましく鳴るアラーム。

「ちょっと待てよ。隣に座り直しただけだぞ。そんなことでドキドキしたのか？」

「してません」

「でも、測定器が反応しまくってるじゃないか」

「…………」

　返事はない。その代わりのようにぴこぴこと電子音が響いた。

　獅堂のすぐそばに腰掛けた僕は、クラスメイトの頭にそっと手を伸ばしてみる。うちの猫を撫なでるときみたいに、無む造ぞう作さに黒髪を撫でてみた。

　──ぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんっ。

　おいおい、マジかよ。髪を撫でただけで、獅堂はこんなにドキドキしてたのか？

「勘違いしないで。私はドキドキなんてしていないわ。沢渡くんに頭を撫でられたぐらいでトキメキなんて感じるはずがないもの」

「じゃあ、この音はなんなんだ」

「これは……そ、そうだわ。えっちな妄想をしたせいよ。この一瞬で卑ひ猥わいな妄想が駆けめぐって測定器が反応してしまったの」

「僕が頭を撫でたのは関係ないってことか？」

　試しにもう一度、艶つややかな黒髪をすくように撫でてみた。

　──ぴこんぴこんぴこんぴこんぴこんぴこぴこぴこぴこぴこぴこぴぴぴぴぴぴぴぴっ。

　ラブチェッカーがぶっ壊れたかと思うほどに鳴り響いた。

　胸のトキメキを僕に知られてしまったことが恥ずかしかったのか。

　──かあああああああっ。

　そんな擬音をつけたくなる勢いで、獅堂の顔が耳の先まで真っ赤になってしまう。

「あ、あの……獅堂さん？」

　思わず、さん付け。頭を撫でるだけでこれほどまでにドキドキしていたなんて……思いも寄らなくてさ。

　すると、獅し堂どうはラブチェッカーを外して床に放り投げた。赤くなった顔を隠すようにそっぽを向く。

「……ふん。勝負は無効よ。その器具は壊れているわ。氷雨ひさめおねえさまが作ったジョークグッズだもの。正常に動くはずがないのよ」

「じゃあ、六む連つれくんへの罰ゲームは？」

「命令はしないでおくわ。感謝なさい」

　捨てゼリフみたいに言い放って、獅堂は大またでラブラボから出て行った。

　かくして、トキメキ測定装置ラブチェッカーを用いた『束縛ゲーム』はノーコンテストという結果で幕を閉じたのである。

　ふぅ……。一時はどうなることかと思ったけど（主に六連くんの高校生活が）、全て丸く収まったみたいでよかったよ……。

　願わくば、ラブチェッカーなんて恐ろしい器具がもう二度と使われないことを祈ろう。

　──って、人が終わりの雰囲気を醸かもし出してるにもかかわらず。

「んー。んんーんー！」

　ベッドの方から、佐さ寺てらさんのくぐもった声が響いてきた。そうだ。未いまだに鋼鉄の風紀委員は緊縛プレイ中だったんだ。

　し・か・も。

「んんっ♡　んぅんっ♡」

　身をよじらせるたびにいろいろなところに縄が食い込むせいか、佐寺さんったら、妙に色っぽい声を出してるし！

　この後、僕は佐寺さんの身体からだに食い込んだロープを解くという難なん事じ業ぎように挑むことになるのだが……その模様を詳細に描写するのは控えておくことにしよう。『佐寺さん、エっロ！』という例の叫びを何度も繰り返すのは、できれば避けたい。



　　　　×××



「もう六時過ぎてんのに、まだまだ明るいねー！」

　夕ゆう刻こく。土手沿いの散歩道を僕は、愛まな火びと二人で並んで下校していた。

　セミの声がうるさいぐらいに聞こえてくる。日差しはまとわりつくように暑いけれど、川かわ面もを渡る風は涼しい。

　恋愛心理研究会が部活化したことで活動内容はアグレッシブになるし、拘束時間は増える。僕にとってはデメリットが大きかった。帰りが遅いって、妹にキレられることもしばしばだ。でも、愛火と帰宅のタイミングが同じになることだけはよかった点だと言えるかな。恋人であるコイツのために、できる限り一緒に帰ってやりたい。

　と、横を歩いていた幼なじみが僕の顔を覗のぞき込こんで。

「由ゆう吾ご、なんだか疲れた顔してるね？」

「んー、まあなー」

　今日のいちゃいちゃは特に疲れた気がする。『束縛』というテーマにかこつけて、ひたすら獅し堂どうに振り回されただけだもんな。

　そもそも、である。

『束縛』ってのが、恋人同士のいちゃいちゃだとは僕には思えなかった。

『束縛というのも、ときにはトキメキを感じる行為だ』って氷雨ひさめ先生は言っていたそうだけど同意しかねる。

　たとえ恋人同士でも、相手の自由を制限するなんて褒められたことじゃない。恋人同士だからこそお互いの意志を尊重すべきだよな、うん。

　疲れた顔してるのもかっこ悪いので表情を引き締めて。

「そういう愛まな火びは超元気だよな。ほっぺとかツヤツヤしてるし」

　ラクロス部の練習で走り回った後だとは思えないぐらいに元気な笑みを浮かべている。

　幼なじみは小さな声でごにょごにょと呟つぶやいた。

「由吾と一緒に帰れるんだもん。ツヤツヤしちゃうに決まってるじゃない」

「なんだって？　なんて言ったんだ？」

「なんでもないよー。由吾のアホ」

「アホ言うな。……それにしても、愛火っていつも元気だよな。悩みとかなさそうで羨ましいよ」

「そんなことないよ！　あたしだって悩みまくりだよ！」

「たとえば？」

「うー、突然言われても思い浮かばないけど……そうそう！　最近ね、安やす彦ひこさんがあたしの顔めっちゃ舐なめてくるの。可愛かわいいんだけど、ヨダレでべたべたになっちゃうから困る」

　安彦さんは愛火んちのペット（マメ柴）。この世で二番目に可愛い動物だ。もちろん、一番はうちのベス。異論は認めない。

「これ以上ないってぐらいに平和な悩みだな……」

「他にも悩んでるもん！　ち、地球のかんきょー問題とか？　外交カンケーとか？」

「嘘うそだ。そんなことで悩んでるとこ見たことないぞ。つうかおまえ、そもそもニュース見ないだろ？」

「アプリのニュースで流れてくるのは見るよ！　……あ、そだ！　あたし、最近すっごく悩んでることがあったんだよ。由吾に相談したかったんだ」

　小さく咳せき払ばらいをして、幼なじみは深しん刻こくっぽい口調で続ける。

「クラスの男の子にね、カラオケに誘われたんだ。一緒に遊ぼうぜって。……行ってもいいかな？」

　愛まな火びは僕を上目遣いに見つめてくる。僕を試しているような、なにかを期待しているような。そんな眼まな差ざし。

　……クラスの男に誘われた、だって？

　僕の胸にモヤっとしたなにかが広がった。内臓が捻れるような妙な苦しさを感じる。

「……それって、二人きりってことか？」

「うん。たぶん」

「…………」

　言葉に詰まってしまった。愛火が行きたかったら、行けばいいじゃないか。おまえの自由だよ。そう答えるのが、最善なような気もする。でも、声にならない。

　悩んだ末に出てきた言葉は──。

「僕が治ち療りよう者しやになることを認めてくれてるし……そのせいで愛火にはいろいろ心配をかけてるからさ。できる限りおまえのワガママを聞いてやりたいと思う。だけど……ああ、悪わりぃ！　他の男と二人きりで遊びに行くってのは勘弁してくれないか？」

『束縛』なんてよくないことだと思ってたはずなのに、気がつけば僕は愛火の自由を制限していた。最悪だ。自分の度ど量りようの狭さにがっかりするよ。

　……でも、コイツが他の男と遊んでるところを想像すると胸がモヤモヤするんだ。耐えられそうにない。

　幼なじみが怒り出すことも覚悟した。しかし、リアクションは真逆だった。

　ぱあああああっ！──なんて擬音をつけたくなるくらいに表情を明るくしたのだ。

「だよね！　そだよね！　やっぱ、他の男の子と遊びに行ったら、由ゆう吾ごはイヤだよね！」

「うん。ちょっと無理だ。……自分のこと棚に上げてるみたいで格かつ好こう悪いけど」

「そんなことないよ。あたしだって由吾が他の女の子と遊びに行くなんてヤダもん。獅し堂どうさんのことは人助けだから我慢してるけどさ。クラスメイトの誘いは断っとく！」

　まっ、はじめから断るつもりだったけどね──と幼なじみは小声で付け加えた。

「そっか。それならいいんだ。つうか、どうしてそんなにうれしそうなんだ？」

　僕は愛火の自由を制限した。恋人を束縛したんだ。

　それなのに、どうしてコイツは満面の笑みを浮かべてんだよ？

　ひょっとして、氷雨ひさめ先生の言うとおり束縛というのもトキメキを生むのかな？

　愛火は答えなかった。返事の代わりに僕の腕に腕を絡めてくる。

「遊びの誘いを断るんだからさ、埋め合わせにカラオケ連れてってよ！　今度の日曜日！」

「……よっしゃ。行くか！」

「やったっ！」

　大喜びして僕の腕を抱きしめてくる愛火。

　もぎゅっ♡──幼なじみの大きな胸に僕の腕が埋まってしまう。

「ちょっ、愛まな火び！　急に腕を組むなよ！　暑苦しいだろ！」

「えー、いいじゃん。腕組んで歩きたい気分なのー」

　獅し堂どうの言葉がリフレインする。

　──腕を組んで歩きたがる女の子は、その男とえっちしたがってると見て間違いない。

　黙れ、獅堂。ンなわけないだろ。頭を振って、くだらない戯たわ言ごとを追い払った。

　もしも今、僕がラブチェッカーをつけてたら、セミの声に混じってぴこぴこ音が木霊こだましていたに違いない。








　　　佐さ寺てらさんの受じゆ難なん







「うぅぅ……くすんくすん……」

　七月半ばのある日のこと。ラブラボのドアを開いた僕を出迎えたのは、悲しげなすすり泣きの声だった。

　ちょこんとソファに腰掛けた佐寺さんがハンカチで涙を拭ぬぐっている。どれほど泣いていたのか碧みどり色の美しい瞳が赤くなっていた。目の周りも腫はれぼったい。

「どうしたのかなー？　どうしたのかなー？　ほらほら、泣かないでよ、翡ひ翠すいちゃん。可愛かわいいお顔がだいなしだぞっ！」

　ダボダボの白衣を身につけたロリっ娘こ──っぽい外見の氷雨ひさめ先生が、佐寺さんの頭を撫なでたり顔を覗のぞき込こんだり、心配そうに佐寺さんの周りを飛び回っていた。二人以外のメンバーはいないようだ。

「あ、そだ！　翡翠ちゃん、おまんじゅう食べるー？　飴あめちゃんがいいかなー？　それとも、梨食べるかい？　もらいもののクッキーもあるよー？」

　氷雨先生は佐寺さんを泣きやませようと、白衣の下から次々と甘いものを取り出した。

　……なんとなく、田舎のばあちゃんを思い出してほっこりするな。

　なぜだかわからないけど田舎に住んでる祖母は僕がいつもオナカを空すかせていると思っていて、見たことないような甘ったるいお菓子を勧めてくれるんだ。

「……儂わしをまたもやロリババア呼ばわりするとは、おぬしは命が惜しくないようじゃの」

　次の瞬間、悪あつ鬼き羅ら刹せつのような形ぎよう相そうの氷雨ひさめ先生が僕の目の前に立っていた。憤ふん怒ぬのオーラが全身から漂ただよい、銀髪がスーパーサイ○人のごとく逆立っている。

「そんな風に呼んだりしてませんって！」

「じゃが、失礼なことは考えたはずじゃぞ。たとえ地の文で語ろうとも、儂にはまるっとお見通しなのじゃ！」

「メタ発言はやめてください！」

　もはや僕の心が読めるとしか思えないぜ。アンチエイジングを究きわめて子どもの姿になってしまった氷雨先生のことだ。超能力の一つや二つ、持っていてもおかしくない。

　身の危険を感じた僕は、大急ぎで話題を変えた。

「そそそ、そんなことより！　どうして佐さ寺てらさんは泣いてるんです？」

　僕の問いを聞いた瞬間、変身が解けるみたいに氷雨先生が元に戻った。おばあさん呼ばわりされた怒りよりも、教え子が涙に濡ぬれていることの方が重大だったのだ。

「それが、氷雨にもさっぱりわかんないの！」

「まさか氷雨先生がなにかやったんじゃ……？」

「あのねえ、氷雨が可愛かわいい教え子を悲しませるわけないでしょ？　青春と感動の涙なら大歓迎だけど悲しい涙はポポイのポイだよ！」

　僕と氷雨先生は佐寺さんの元へ駆け寄った。

「なにかあったのか、佐寺さん。もしよかったらわけを話してくれないか」

「翡ひ翠すいちゃん、泣きやんでよぅ。お菓子会社あげようか？　おまんじゅうの美お味いしい老舗の和菓子屋もつけるよ！　梨農園も欲しい？　クッキーが名産品の小国がいいかな？」

「氷雨先生、プレゼントがダイナミックになりすぎです！　って、白衣の下から権利書の束を出さないでください！」

「だってぇ、泣きやんで欲しいんだも～ん！」

　僕と氷雨先生は、涙を流す彼女に根気よく語りかけ続けた。

「ありがとうございます。お二人とも……恥ずかしい話なので言いにくいのですが……」

　佐寺さんは小さな声で理由を語ってくれた。

「今朝、通学中に……痴ち漢かんに遭あってしまったのです……」

「痴漢!?」

　先生のツーサイドアップの髪がぴこんと立ち上がった。どういう仕組みになってるんだろう……と気にならなくもないが、それよりも今は佐寺さんだ。

　鋼鉄の風紀委員が躊躇ためらいがちに話してくれたところによれば、通学中のバスの車内で痴ち漢かんに遭あってしまったらしい。

「そのふとももの生徒手帳でバチコーンって叩たたいちゃえばよかったじゃない！」

「とても怖くて……声も出せなかったんです……」

　通学バスの車内で、痴漢の為なすがままにされてしまったらしい。

　佐さ寺てらさんは派手系な見た目に反して、とても真面目でカタブツだ。だから、痴漢に遭ったショックを隠して、きちんと授業を受け、風紀委員の仕事もこなした。

　でも、授業を終えてラブラボに入った途端、緊張の糸が切れてしまったようだ。

「痴漢の男が去り際に囁ささやいていったんです。『おまえもスキモノだな』って……。まるで、私が誘ったと言いたげに……うぅっ、くすんくすん」

　佐寺さんの泣き顔に、心臓が掴つかまれたように痛んだ。痴漢男の発言は佐寺さんの男性恐怖症を悪化させかねない。ひどいことをするヤツもいたもんだ。同じ男として許せないぜ。

　氷雨ひさめ先生も僕と同じ気持ちのようだ。

「安心していいよ。痴漢男は氷雨が絶対にやっつけてあげる！　便所に隠れてても息の根を止めてやるんだからネ☆」

　可愛かわいらしい口調で、どこぞの強こわ面もてな大統領みたいな物ぶつ騒そうなセリフを吐いた。先生に任せておけば、間違いなく痴漢野郎は捕まるだろう。

　しかし、佐寺さんは不安なようだ。

「また痴漢に遭ってしまうのではないかと思うと……怖くて仕方がありません」

　佐寺さんは悲しげな瞳で自分の胸を見下ろした。

「こんなものが無ければよかったのに……。そうすれば、いやらしい目で見られずに済んだはずなのです……」

　ほへーっとため息を吐いて、氷雨先生が口を開く。

「胸が大きすぎるのも辛いよね。氷雨が恋愛心理研究会の部長をしていた頃は、生徒からの恋愛相談を受け付けてたの。そのとき『胸が大きいのがコンプレックスだ』って女生徒が相談に来たことがあったんだよ。氷雨が女学生をしてた頃は大正時代だからね。今と比べたらはるかにえっちなことには厳しい時代だったの。だから余計に気になったんだろうね～」

「その女生徒は、どうやって自分のコンプレックスを乗り越えたんですか？」と僕。

「サラシを巻いて隠したり、ダイエットして小さくしたり……恋愛心理研究会で協力していろんな作戦を試したんだよ。でもね、ある日突然『私、大きいままで構いません』とか言って作戦打ち切り。そのコに恋人ができたみたいだから、そのせいかなあ……？」

「参考になりませんね……」

　佐寺さんの碧色の瞳に涙の雫しずくが浮かんだ。

「くすんくすん……。明日、登校するのも怖いです……」

「安心してってば！　獅し堂どう氷雨ひさめの名にかけて、通学路の安全は確保するよ！　寒かん一いち郎ろうちゃんが持ってる私兵を総動員させるから、その点は大丈夫！　痴ち漢かんなんて発生させないよ☆」

「男の方が近づくだけで怖くて……耐えられそうにありません」

　佐さ寺てらさんは自分の肩を抱いた。華きや奢しやな身体からだが可哀かわい想そうなくらいに震えている。

「今も汚らわしい手が私の身体を這はい回まわっている気がして……気持ちが悪いです……」

「ありゃりゃ、男性恐怖症が悪化しちゃってるねえ……。痴漢なんかに触られたら、そりゃあ気持ち悪いだろうけどさっ。好きな男の子に胸とか触られたら、はゎ～んってなっちゃうよ？　気持ちよくってメロメロだよ？」

「そんなこと絶対にありません。誰だれが触ろうと気持ち悪いものは気持ち悪いです！　男の人なんて不潔です……ぐすっぐすっ」

　気の強い佐寺さんが涙目になってしまうなんて、痴漢されたことがよほどショックだったんだろうな……。

　胸の奥が熱くなる。内臓が腐ふ食しよくするような感覚がじわりと広がる。その感覚に名前をつけるとしたら、最も近いものは『焦燥感』だ。

　佐寺さんを助けてやりたい。少しでも気分を楽にしてやりたい──そんな気持ちが抑えられなくなる。獅堂に言わせれば、これは僕が持つ『庇ひ護ご欲求』なのだそうだ。守ってやりたいだの、庇かばってやりたいだの。僕なんて、そんな上から目線な偉そうなことが言えた身分じゃねえだろとセルフツッコミを入れたくなる。

　でも、ああ、ダメだ。佐寺さんを放ってはおけねえよ。

　僕は悲しみに暮れる風紀委員のそばへ歩み寄った。

「僕にできること、なんかないかな。不安だったら、明日一緒に登校してもいいしさ」

「ありがとうございます、沢渡さわたりさん……。あなたは不ふ埒らち者ものですが優しいですね」

　潤うるんだ瞳で佐寺さんは僕を見つめ返してくる。

　そこで、氷雨先生が「あれれー？　おかしいよー？」となにかに気付いた少年探偵みたいな声を出した。

「翡ひ翠すいちゃん。男の人は苦手なはずなのに、由ゆう吾ごくんが近づいても大丈夫なんだね～？」

　佐寺さんも不思議そうな顔をする。

「そういえば……そうですね」

「ちょっと前にさ、『くすぐりあいっこ』ってテーマでいちゃいちゃしてもらったことがあったよね？　そのとき翡翠ちゃんは由吾くんに脇腹とかワキの下をこちょこちょされてるはずなんだけど、それも平気だったんだよねぇ？」

「言われてみれば、確かに。沢渡さんには他の男性ほど嫌けん悪お感かんを感じません。私には彼が悪事をしでかさないよう見張る義務があります。その義務感が勝っているのでしょうか？」

　と、氷雨ひさめ先生は手を挙げて元気よく飛び上がった。

「はいはいはいはーいっ！　名案を思いつきましたー！　氷雨ってば天才すぎーっ☆」



　　　　×××



　人間誰だれしも、自分なりの処しよ世せい術じゆつってのを持っていると思う。

　成功と失敗を繰り返すことで、人生という名のゲームの攻略法を見つけるのだ。

　この日、僕の心の中のメモ帳に一つの人じん生せい訓くんが刻み込まれた。

　──獅し堂どう家の人間が『名案を思いついた！』とか言った場合、ろくな目に遭あわないからすぐに逃げ出すべきだ。

　そう。僕は氷雨先生の思いついた『名案』によって、逃げ出したくなるような事態に追い込まれてしまっていたのである。

　ラブラボのベッドの上で二人きり。僕は佐さ寺てらさんと向かい合っていた。

　ちょこんとあひる座りしている鋼鉄の風紀委員が身に纏まとっているのは、我が校の制服だ。ただし、正規の夏服装備からは何点か足りないものがあった。

　彼女が身につけてないのは、制服の白いシャツとブラ。

　えーっと、つまり。

　上半身はほぼハダカで首からは制服のリボンだけが掛かっている状態なのだ!!

　佐寺さんは右腕で押さえつけるようにして胸を隠しているのだが、大きな膨らみは隠しきれていなかった。腕の隙すき間まから丸みを帯びた柔らかそうな物体があふれ出している。大きな胸に制服のリボンだけ載っかってるのが妙に色っぽい。胸はデカいのにウエストは見事にくびれていた。可愛かわいらしいおへそや、華きや奢しやな鎖さ骨こつがあまりにも目の毒だ。

　チェック柄のミニスカート。足には校則に指定された通りのハイソックス。下半身は普通に夏服を着ているあたり、逆にエロいと思った。フェチ度が格段にアップしてる。

　はいはい、わかったわかった。叫ぶよ。叫びますよ。叫べばいいんでしょ。

　──エっロ！　佐寺さん、エっロ!!

　佐寺さんは恥ずかしくて堪たまらないのだろう。頬ほおを真っ赤に染めていた。

　しかし、その眼まな差ざしは鋭い。まるで西部劇の決闘に挑むガンマンみたいな眼光。僕に対する警けい戒かい心しんが剥むき出だしだった。

　つうか、今からやろうとしていることを考えれば警戒するのも無理はないよな。

　僕は氷雨先生の発言を思い返した。



　──せっかくだから、今日のいちゃいちゃのテーマとして発表しますっ！　テーマは『マッサージ』だよ！　翡ひ翠すいちゃんは痴ち漢かんに触られちゃったせいで、男の子に近づかれるのすら嫌になっちゃったんだよね？　それを治さなきゃ日常生活も送れないよ。だから、比較的近づいても平気な由ゆう吾ごくんにマッサージをしてもらうことで『男の子とのスキンシップ』に慣れればいいと思うの☆　我ながら名案ー!!



　氷雨ひさめ先生は佐さ寺てらさんにはマッサージがしやすいようお着替えを指示し、その間に僕へは簡単なマッサージの手ほどきをしてくれた。素人でもできる簡単な指圧をレクチャーしてもらったのだ。僕、マッサージの方法なんて知らないからね。

　そして、先生は「頑張ってネ☆　翡ひ翠すいちゃんの学園生活は由吾くんにかかってるんだゾ！」とキュートな声音で僕を脅おどすとラブラボを去っていった。

　で。

　お着替え──というか半裸になっただけの佐寺さんが登場し（もちろん、シャツ＆ブラを脱ぐよう命じたのは先生だ）、僕と向かい合っているという次第である。

　佐寺さんの助けになるなら、できる限りのことはしたい。そう思った。確かに思いましたよ。でも、これはやりすぎなんじゃないですかね……？

　鋼鉄の風紀委員はしっかりと胸を隠したまま、ふともものホルスターから『聖典』を引き抜いた。緑色の手帳を僕に突きつけて。

「沢渡さわたりさんのような破は廉れん恥ちな人間に直に触れられるなんて……虫むし酸ずが走ります。ですが、獅し堂どう先生は仰おつしやってました。私の身体からだには痴ち漢かんの手のおぞましい感触が残っています。沢渡さんのマッサージの感触で上書き保存すれば、その気持ち悪さも和らぐだろう、と。……このままではトラウマになってしまうかもしれませんから、先生のお言葉に賭けてみようと思います」

　氷雨先生の言葉を信じ切っている。佐寺さん、男への警けい戒かい心しんは超強いけど、基本的には他人の言葉を鵜う呑のみにしやすいんだよな。たぶん、根っこの部分は疑うことを知らない素直なイイコなのだ。

「はぅぅぅ……」

　しかし、佐寺さんは不安と恐怖でいっぱい。僕を睨にらみ付つける瞳には微かすかに涙が浮かび、唇はわなわなしてる。

「どこの誰だれとも知らない痴漢との間に赤ちゃんができちゃうくらいなら、沢渡さんがパパになる方がマシですっ！　ですが、名付け親になる権利は私が頂きますから！　破廉恥極まる沢渡さんのことですから、とんでもなく卑ひ猥わいな名前をつけそうですし……」

「僕、どんなイメージなの？　子どもにヘンな名前をつけたりしないよ？　つうか、触ったぐらいじゃ赤ちゃんはできないって！」

　胸をしっかりと隠したままベッドにうつぶせに横たわった。枕は使わず、両手を重ね合わせてその上に頬ほおを乗せている。

　彼女の寝姿を見て、再び僕の心臓がロデオ状態となる。

　佐さ寺てらさんは背中も驚くほど綺き麗れいだったんだ。お肌はツルツルスベスベ。胸元は肉感的なのに、背中には贅ぜい肉にくが一切ない。ハーフだけあって日本人ぽくない体型だ。

　全体的にムニムニ＆ムチムチした印象の愛まな火びとは大違いだな、と思う。そんなことアイツの耳に入れたら一〇〇％殴られるだろうけど。

　さらにドキドキ感を煽あおるのはスカートだ。佐寺さんは胸だけじゃなくおしりも大きい。うつぶせになると、今にもスカートの裾すそからおしりの膨らみが見えてしまいそうだ。たぶん、ほんの五センチもめくれ上がったら下着が見えちゃうだろうな。

　そして、なにより。

　僕にダメージを与えたのは、やはりその爆乳だ。ベッドに押しつけられた二つの膨らみが、収まり切らずに思い切りはみ出して見えた。身体からだの下につきたての鏡餅でも敷いてるのかと勘違いするレベル。横チチの丸みが恐ろしくえっちぃ。

　あまりの色っぽさに、一瞬だけ意識が遠のきかける。しかし、頭を振って正気を保った。

「じゃ、じゃあ、そろそろはじめようか……」

　佐寺さんは首だけで振り返った（胸が見えちゃうから上半身を上げられないのだ）。緊張した面おも持もちで小さく頷うなずく。

　マッサージに取りかかる──その前に、まずは佐寺さんの背中に手のひらで触れた。

「くっ……」

　微かすかに眉をひそめ、風紀委員は身体を強こわばらせる。

「氷雨ひさめ先生が言ってたんだ。最初は優しく撫なでてあげなさいって」

『手当て』という言葉がある。傷口を処置するという意味だ。

　これは元々、怪け我がを治すために手のひらを押し当ててあげたことに由来する言葉だと聞いたことがある。たぶん、医者である父親が言ってたんじゃないかな。手のひらを当てたり、撫でたり、さすったり──そんな行為には確かな癒いやし効果があるのだそうだ。

　また、肌を触れあわせる行為──スキンシップには親愛の情を深める効果がある。

　動物ですらも、お互いに毛繕いをすることで群れの絆きずなを高め合うほどだもんな。人間にも効き目があるのは間違いないだろう。

　佐寺さんは明らかに怯おびえていた。男である僕に触られるのが辛いのだ。

「怖がらないでいいよ。大丈夫だから……」

　そう声を掛けて、背中や肩や頭を撫でた。

　佐寺さんのセクシーボディを見ていたらムラムラしちゃいそうなので……うん。ベスのことでも思い浮かべることにしよう。ベスと言えば、みなさんご存じの通りこの世で一番可愛かわいい猫だ。人懐こくて誰だれとでも仲良くできる素晴らしい人格の──いや、猫格の持ち主でもある。

　しかし、ベスは元々捨て猫で、拾ってきた直後はまったく懐かなかったんだ。きっと人間が怖かったのだろう。撫なでてやろうとすると僕の手に噛かみついたり引ひっ掻かいたり。大暴れしたっけ。それでも僕は優しくベスを撫でてやった。妹に「うっ、お兄ちゃんがナウシ○に見える！」ってツッコまれるぐらい献けん身しん的てきにね。真まっ直すぐに向き合い続けた結果、ベスは僕に心を開いてくれたのだ。

　愛あい猫びようを慈しむように佐さ寺てらさんを優しく撫でてあげる。

　そのうち、彼女にもちょっぴり変化があったようだ。

「……沢渡さわたりさんの手のひら、温かいですね」

「えーっと、そろそろ落ち着いてきた、かな？」

「はい、少しだけ。触られた瞬間みたいな嫌けん悪お感かんはありません」

　言葉通り、佐寺さんの身体からだの強こわばりがなくなっていた。ブロンドの髪を撫でられると、その碧みどり色の瞳を微かすかに細める。彼女はキツい目付きばかり僕に向けてくるから、そういう穏やかな顔に新鮮さを感じた。

「そ、それじゃ、そろそろマッサージをしてみるよ。痛かったり辛かったりしたら、すぐに教えてくれ。すぐにやめるからね」

　マッサージの仕方は氷雨ひさめ先生に事前に軽くレクチャーされただけだ。スキンシップが目的だからヘタクソでも構わないと先生は言っていたけど。

　僕は佐寺さんの肩の辺りに触れた。相変わらず肌は吸いつくように滑らかだ。彼女が痛がったりしないように気をつけつつ、そっと肩を揉もんでみた。

「……うわっ！」と僕はすぐさま叫んでしまう。

「佐寺さん、めちゃくちゃ肩こりしてるな！」

　見た目は柔らかそうなのに、肩周辺の筋肉がバッキバキに凝り固まっていた。

「肩こり？　なんですか、それは？」

「え？　知らないの？　……ああ、佐寺さん、ずっとアメリカで暮らしてたんだっけ」

　アメリカには肩こりという概念がないと聞いたことがある。肩こり対策のシップや飲み薬のＣＭをバンバン流してるのは日本ぐらいなのだ。

「そういえば、ずっと肩の辺りに痛みを感じていました」

　アメリカ人の肩が凝らないかというと、そういうわけではない。肩こりも筋肉痛の一種として扱うんだそうな。

「よし。だったら、肩を重点的に揉んであげるよ」

　こんなに凝ってちゃ可哀かわい想そうだ。僕は丹念に肩もみをしてあげることにした。

「……うっ。……くっ」

　最初は慣れないマッサージに戸惑っていたようで、小さく呻うめいていた佐寺さん。

　次第に声が柔らかくなっていった。

「……んっ。……ぅんっ。そこを揉もまれるの……とても気持ちいいです」

「ふぅ、それはよかった……」

　丹念に肩を揉みまくってあげたら、やがては。

「……あんっ♡　はぅんっ♡　あっ、それすごいですっ♡」

　いやいや、佐さ寺てらさん。マッサージが気持ちいいのはうれしいけど、色っぽい声出すのはやめてくれよ！　ヘンな気分になっちゃうじゃないか！

　動揺しまくってしまった僕をよそに、佐寺さんは初めての肩もみに感動したようだ。

「肩を揉まれるのがこんなに気持ちいいとは思いませんでした。私の肩は、そんなに凝っていたんですね」

「胸の大きな人は肩が凝りやすいっていうからね。佐寺さんも肩こりしやすいタイプなんだよ、きっと」

　メロンみたいなサイズの物体を胸元に二つ、常にぶら下げてるんだからな。そりゃあ肩も凝るだろう。

　僕は常識的な返答をしたつもりだったが、その発言は地雷だった。

「…………」

　気持ちよさそうにしていた佐寺さんが、ふいに黙り込んでしまったのだ。

　長い沈黙の後で、苦しげに呟つぶやく。

「肩の痛みも、胸が原因なんですね……。私はこの胸に苦しめられてばかりです……。胸のことで昔からよくからかわれてきました。男の子にもヘンな目で見られてしまいます……。その胸で男を誘ってるんだろうなんて言われることもしばしばでしたし……」

　セクシーすぎる風紀委員、佐寺翡ひ翠すい。その大きな胸は、彼女の代名詞みたいなものだ。だけど、佐寺さんにとっては大きなコンプレックスなんだな……。

「こんな醜みにくくて邪魔なもの、なかったらよかったんです……。とれるものなら、とってしまいたい……」

「醜くなんてないよ！　すごく綺き麗れいで、魅力的だと僕は思っ……あっ！」

　つい言ってしまってから、僕はハッと口を押さえた。

　ヤバい。今のは完全に軽率だ。佐寺さんは周囲の男から色目で見られることを嫌がっていたんだ。胸のことを褒められたって嬉うれしいはずがない。彼女を散々苦しめてきた男たちと同じことを僕は言ってしまったのだ。

「わ、悪い。ヘンなこと言っちゃって」

　不思議なことに佐寺さんはショックを受けたようすはなかった。肩越しに振り返るようにして、僕の顔を見上げる。

「……沢渡さわたりさんは私の胸を魅力的だと仰おつしやるんですか？」

「…………うん、そう思うよ。顔と身体からだも含めてトータルで考えて、佐寺さんはとっても魅力的だと思う」

　これは偽らざる僕の本心。佐さ寺てらさんは誰だれよりもチャーミングだ。

　たぶん、ウチの学校の生徒なら誰に聞いてもそう答えるだろうな。獅し堂どうはクールな美び貌ぼうの持ち主だし、愛まな火びのヤツも……まあ、可愛かわいい系だ。それぞれに魅力はあると思うけど、学園祭でミスコンを開いたとしたら優勝するのは佐寺さんで決まりである。

　佐寺さんは重ねて問うてきた。

「沢渡さわたりさんは……私の胸をどう思いますか？」

「どう思うって言われても……」

「好きですか!?　嫌いですか!?」

「好きか嫌いかで言ったら、まあ……好きです」

「どこがどんな風に好きですか？」

　え？　なんなの、この尋じん問もん。佐寺さんは僕を責めてんのかな？

　しかし、佐寺さんの表情は真剣そのものだった。戸惑いながらも真面目に応じる。

「柔らかそうに揺れてるの見ると、いつも目が奪われそうになるよ。佐寺さんの姿に見み惚ほれるっていうかさ。すげえ綺き麗れいでドキドキするんだ……って、もう勘弁してくれないかな。照れくさくて死にそうだよ」

「そう、ですか……」

　僕の返答を聞いた佐寺さんはシーツに顔を押しつけた。その表情は窺うかがい知しれない。だけど、仄ほのかに首筋の辺りが朱に染まっているような気がした。

　彼女のリアクションに当惑しつつ、僕はマッサージを続ける。

　カタブツ風紀委員の唇から漏もれるセクシーボイスに苛さいなまれながらも、氷雨ひさめ先生にレクチャーされたマッサージを一通り終えた。

　腰を揉もんでいるときにも色っぽい声を出されて、理性が吹っ飛びかけたよ。つうか、半裸の女子高生（しかも、超高校級のボディの持ち主）を揉みしだくなんて、僕には刺激が強すぎるって。

　精根尽き果てつつも、僕はベッドから降りようとした。

「ふう……。マッサージは終わりだよ。どうだった？　これで少しでも佐寺さんが楽になったらうれしいよ。んじゃ、僕は部屋から出てるな。その間に着替えてもらえる？」

「待ってください！」

　佐寺さんは上半身を起こした。片腕でバストを隠してベッドの上にアヒル座りする。手ブラ状態の佐寺さんを前にして再び僕の心臓が跳ねた。

「ななな、なにかな」

「お願いがあります」

　あまりにも真剣な表情で。この上なく真しん摯しな口調で。佐寺さんは僕に頼み込んでくる。



「私の胸を揉もんでみてくださいませんか？」



「……はあ？　はあああああ!?　できるわけないだろ、そんなこと！」

「そこをなんとか、お願いします。氷雨ひさめ先生は痴ち漢かんに触られた感触を忘れるために、沢渡さわたりさんに触れてもらって上書きしなさいと仰おつしやってました。まだ胸元に気色の悪い感覚が残っているのです。それに……」

　碧みどり色の瞳で僕を真まっ直すぐに見み据すえて、佐さ寺てらさんは言い募る。

「確かめたいことがあるのです。だから、お願いします。少しでいいですから、私の胸に触れてください!!」

　胸に触るってのは、さすがにマズいだろ！　それは浮気だ。愛まな火びを裏切ることになってしまう。アイツを悲しませるなんて、ヤダぞ、そんなの！

　しかし、佐寺さんは思い詰めたような表情をしていた。

　……ああ、ちくしょう。彼女の頼みを無む碍げに断ることも僕にはできないよ。

「…………わかった」

　小さく頷うなずく。同時に自分自身に言い聞かせる。

　いいか。これは性的な行為じゃない。佐寺さんから苦痛を取り除くための『手当て』だ。憎き痴漢野郎の呪縛から彼女を解き放つために仕方なく治療するんだ。っていうか、痴漢はダメ、ゼッタイ！

　ベッドの上をにじるように近寄って、僕は佐寺さんと面と向かって座った。

　僕の眼前で佐寺さんの胸が揺れている。恐らくは一メートル級の大物。右腕によって大事な部分は隠されているが、その柔らかそうな膨らみは隠しきれていない。制服のリボンだけ胸に載っかってるのがなおエロいな。

　直視しているのは佐寺さんにも愛火にも申し訳ない。僕は顔を逸そらして薄目をつぶった。

　ゴクリ、と。生唾を飲み込んで、ゆっくりと佐寺さんの胸に手を伸ばす。

　震える指先を、佐寺さんの下チチに当てる。

　そして──もにゅんっ♡──優しく指で揉んでみた。

　僕の五指は瞬く間に柔肉の中に埋もれてしまう。

　なんつー、柔らかさだよ！　女の子の胸って、こんなに柔らかいものなの!?

　驚きながらも、僕はもう一度指に力を込めてみる。

　──もにゅにょににょんっ♡

　うおおおおお。柔らかいのに不思議な弾力がある。こ、これがおっぱいというものか！

　佐寺さんは恥ずかしさのためか瞳を潤うるませて、ほっぺをピンク色にしていた。

　手を引っ込めようとしたら佐寺さんが僕の手首を掴つかむ。

　さっきとは打って変わった、鋭い眼まな差ざしで僕を睨にらみ付つけてくる。校則違反の生徒を見つけたかのような眼光だ。

「やっぱり、思った通りです。……沢渡さわたりさん。いったいなにをしたんですか？」

「な、なにって……きみに頼まれて胸に触ったんだろ」

「違います。そのことじゃありません。……沢渡さん。あなたは私に、なにか特別なことをしましたね？」

「特別なことって？」

「痴ち漢かんに胸をまさぐられたときは、嫌けん悪お感かんしかありませんでした。ですが──」

　佐さ寺てらさんは僕の手を見下ろした。唇を震わせながら、恥ずかしそうに佐寺さんは続けた。

「沢渡さんに胸を触られたら……なんというか、その……とても気持ちよかったのです！　身体からだの芯がゾクゾクするような気分でした。男性に触れられているというのに、こんなの絶対におかしいではありませんか！」

「そんなこと怒られても困るっていうか……」

「それだけではありません。沢渡さん、あなたはさっき私の胸を褒めてくださいましたね。とても魅力的で綺き麗れいだって……」

「うん。ごめん。口を滑らせちゃったよ」

「私の胸を褒めてくださる男性はたくさんいました。そんな言葉を掛けられるたびに、私は嫌な気持ちになっていたんです。下卑た言葉にしか聞こえなかった……。ですが、沢渡さわたりさんの言葉は……」

















　佐さ寺てらさんは胸元を覆おおい隠している腕に力を込めた。たわわな胸がこぼれ落ちそう。

　そして、同時に。彼女の瞳に潤うるんだ涙も、今にもこぼれ落ちそうに見えた。

「沢渡さんの言葉は……とても嬉うれしかったのです。私は自分の胸が大嫌いだったのに。こんなものなくなってしまえばいいと思ってすらいたのに……。あなたが褒めてくれただけで気持ちが楽になったのです。沢渡さんが喜んでくれるならバストが大きくてもよかったのかなって、そんなことも思ってしまったんですよ。こんなのおかしいです！　あなたが私に特別ななにかをしたとしか考えられません！」

「特別ななにかって……僕はなにをしちゃったのかな？」

「私の気持ちを変えてしまうようなお薬を一服盛るだとか、催眠術を掛けるだとか。そういう類のことです！　でなければ、沢渡さんの言動に心ここ地ちよさを感じるなんてことあり得ません！　だってあなたは、卒業式ジャックをしでかすような極悪人なのですから！」

　そんなことするわけないだろ！──とツッコミを入れる前に、佐寺さんは僕の手首から手を離した。ピッと人差し指を立てて。

「恐らくはラブラボのお風呂場で倒れた私を、沢渡さんが保健室に連れて行ってくださった、あのときですね」

　恋愛心理研究会が部活化する前の出来事だ。獅し堂どうの口車に乗って、佐寺さんは体験入部をした。僕が不純異性交遊をしている証拠を見つけるために、自らをエサにしておとり捜そう査さを敢かん行こうしたんだ。しっぽを捕まえられないことに焦った彼女は、お風呂場で僕を誘惑しようと無む茶ちやをして、気絶しちゃったんだよな。

「沢渡さんに抱きかかえられたことを微かすかに覚えているんですが、あなたの腕が優しくて温かくて……胸がドキドキしてしまった記憶があります。それ以来、男の子は苦手なのに沢渡さんになら近づけるようになったのです」

　佐寺さんはふともものホルスターから聖典を引き抜いた。僕の喉のど元もとに突きつけて。

「気絶した私になにかをしたのでしょう!?　白状しなさい、この性犯罪者！」

　彼女の剣けん幕まく。そして、たゆたゆと揺れる手ブラ乳の大迫力に僕は二の句が継げなかった。

　ラブラボに静せい寂じやくが流れる。その沈黙を破ったのは──

「その疑問には、私が答えてあげるわ」

　冷房の風よりもなお冷たい、獅堂の声だった。

「って、いつの間にそこにいたんだ!?」

　クールなクラスメイトがベッドサイドに腕組みをして立っていた。眉をひそめて呆あきれたような顔をしている。

　佐寺さんも驚いたように瞳を丸くしていたが、すぐに我に返って獅堂に詰め寄った。

「教えてください、獅し堂どうさん！　彼は私になにをしたんです!?」

「佐さ寺てらさん。あなたは沢渡さわたりくんのことが好きになってしまったのではなくて？」

「「ええっ!?」」

　僕と佐寺さんの声が重なった。

「わ、私が沢渡さんを……？　そ、そんなはずありません！　こんな極悪人を好きになるなんて、たとえ太陽が西から昇ろうともあり得ないことです！」

「他の男に触られても不快なだけなのに、沢渡くんに触れられると心ここ地ちよいのでしょう？　女の子の身体からだというのは、好きな男の子に触れられると気持ちよくなってしまうようにできていると、氷雨ひさめおねえさまが言っていたわ。ただ髪を撫なでられても夢心地になってしまうようね」

　ブロンドのポニーテイルの先を握って、佐寺さんは小さく頷うなずいた。

「確かに……沢渡さんに髪を撫でられたときは気分がよかったですけれど……」

「胸を触られても気持ちよかったのよね？」

「…………」

　佐寺さんはなにも答えなかった。ショックを受けたように肩が震えてる。

「あなたのコンプレックスになっている、その大きな胸。沢渡くんに褒められたら、気分が楽になったのでしょう？　その現象も沢渡くんに惚ほれかけているから起こったのではないかしら。大好きな人が認めてくれれば、どんなコンプレックスでも解消できそうな気がするものね」

　そこで僕は、氷雨先生の言葉を思い出していた。

　先生が恋愛心理研究会の初代部長をやっていた頃、胸が大きくて悩んでいる相談者が来たって言っていた。でも、恋人ができた途端に、その悩みはなくなってしまったそうだ。

　もしかしてそれは、恋人がコンプレックスになっている部分を褒めてくれたから──大きな胸を恋人が好きと言ってくれたから、解消されたのだろうか？

　……いや。いやいや。いやいやいやいや。

　待ってくれよ。佐寺さんが、僕を好き、だって？

　そんなバカなことがあるかよ。敵視されてるってならわかるけど、好かれてるとは考えられない。未いまだにちょくちょく聖典で叩たたかれてるんだぜ？

「わ、私が沢渡さんを好き……？」

　数秒後──ボフン!!

　佐寺さんが見事にゆであがった。顔どころか胸元まで真っ赤だ。ブロンドの髪から湯気が立っているようにすら見える。

「そ、そそそ、そんなことあり得ません！　おかしなことは言わないでくださいっ！」

　佐寺さんは一瞬だけこちらに視線を移して、すぐさまそっぽを向いた。照れくさくて僕の方を見ていられないみたいだ。

「こ、こんな極ごく悪あく非ひ道どうで不ふ埒らちな悪あく行ぎよう三ざん昧まいな人のこと、絶対絶対絶対ぜったいに好きになるはずがありません！　訂てい正せいしてください！　たとえ、獅し堂どうさんとて風紀委員を愚ぐ弄ろうするなら許しませんよっ！」

　佐さ寺てらさんは可愛かわいらしい声でわめきちらし、獅堂に両手で掴つかみかかろうとした。

　クールなクラスメイトはどこまでも涼しげな表情で。

「私の勘違いだったみたいね。言われてみれば、あなたの言うとおりだわ。沢渡さわたりくんは歴史に名を刻みそうなレベルの変態男ですもの。正義の使徒である佐寺さんが好きになるはずないわね」

「そ、その通りです。わかればいいんです」

「おかしなことを言ってごめんなさいね。……それから、佐寺さん」

「なんですか？」

「その格かつ好こうで、私に両手で掴みかかろうとするなんて大胆すぎやしないかしら？」

　手ブラをやめてしまったということは、つまり佐寺さんのバストが解放されてしまったというわけで。

「きゃあああああああああ!!」

　大声で叫んだ佐寺さんは胸元を隠してベッドを飛び降りた。そのままクローゼットへと駆け込み、勢いよくドアを閉めた。

　かと思ったら、ひょこっとドアから顔だけ出した。ほっぺを真っ赤にした佐寺さんが潤うるんだ瞳で僕を睨にらみ付つけてくる。

「……沢渡さん。本当にあなたなんて好きじゃありませんから。勘違いしないでください。男性恐怖症の治療を手伝ってもらってますけど、それ以前に私はあなたが悪さをしないよう監視しているのだということをお忘れなく」

「ああ、わかってるよ」

　佐寺さんの言葉を聞いて、ちょっと安心している僕がいた。そうだよな。あの佐寺さんに好かれてるなんてこと、あるわけないもんな。びっくりしたよ。

「それから……その……なんていうか……」

　佐寺さんは小さな声で続ける。

「ありがとうございます。沢渡さんのおかげで、身体からだに残っていた気持ちの悪い感触はなくなりました。肩も軽くなった気がします。……いろいろな意味で」

　勢いよくドアが閉められ、ラブラボに静せい寂じやくが広がる。

　獅堂は長い黒髪を手で払うと、黙ったままソファへと向かった。僕も彼女に倣ならう。

　ソファで向かいあって座る僕たち。獅堂は腕組みをし、さらには長い脚も組んで。僕を睥へい睨げいするように見やった。

「…………。ねえ、沢渡さわたりくん。お祖じ父いさまの元にお客さまが来ていて、会長室で私も相手をさせられたの。慣れないことをして疲れたわ」

　だから獅し堂どうは、今日の部活に遅れて来たのか。クラスメイトは足を振るようにして、気だるげに上履きを脱ぎ捨てた。ニーソックスに包まれたつま先を僕の方に向ける。

「氷雨ひさめおねえさまに聞いたわ。今日のいちゃいちゃ──テーマは『マッサージ』らしいわね。沢渡くん、私の足を揉もんでくれない？」

「……そりゃまあ、構わないけどさ。ふくらはぎを指で押したりすればいいのかな。それとも足裏マッサージがいい？　さっき両方ともやり方は氷雨先生に聞いたんだ」

　僕は立ち上がり、獅堂の前に跪ひざまずいた。ふくらはぎ辺りに手を伸ばそうとしたら、その手を軽く蹴られた。

「なにをしているの？　手じゃダメよ。あなたの口でマッサージしてちょうだい」

「口で!?　できるか、そんなこと！　どんなプレイだよ！」

「あなた、妹さんの足をしょっちゅうペロペロしているんでしょう？　それと同じようにしたらいいじゃない」

「してねえよ！　僕はそんな変態じゃないし！」

「あなた、飼い猫のベスちゃんの肉球をしょっちゅうペロペロしているんでしょう？　それと同じようにしたらいいじゃない」

「…………」

「本当にしているの!?　……そっちも否定して欲しかったわ。あなたのその猫好きっぷりも女の子を手て籠ごめにするための手管なのかしら？　最悪ね、女たらしの沢渡くん」

「猫が好きなのは否定しないけどさ。僕のどこが女たらしだって言うんだよ」

　獅堂は明らかにムスっとしたようすだった。ニーソックスに包まれたつま先で僕を器用につねってくる。

「なにを怒ってるんだ？」

「別に。怒ってなんていません」

「明らかにムカついてるだろ！」

　獅堂は苛いら立だったように眉をひそめ、ぷいっとそっぽを向いた。ブツクサと小声で呟つぶやく。

「佐さ寺てらさんを引きずり込んだのは失敗だったかしら……。勝手にイイ雰囲気はつくらないで欲しいものね」

「ん？　なんだって？　声が小さいよ」

「独り言よ。気にしないで」

「……痛っ！　痛たたたたっ！　足の指で僕をつねるな──っ！」

　その日、部活の時間が終わるまで、獅堂は終始こんな感じだった。



　　　　×××



「んっ!?」

　夜七時。僕の部屋に愛まな火びの絶ぜつ叫きようが木霊こだました。

　ベッドの縁に腰掛けた制服姿の幼なじみは、マットレスを両手でボフボフ叩たたいてる。

「こらこら、暴れるなって！」

　僕はジタバタしている恋人の足の裏を指でぎゅっと押した。ハイソックスは脱いでいて、ナマ足状態だ。

「痛たたたたたたたたっ!?」

「痛かったか？　あんまり痛いならやめるぞ？」

「痛いけど気持ちいいんだよ～！　んにゃっ！　足が疲れてたから最高!!」

　奇声をあげて身み悶もだえる愛火。喜んでくれてるならなによりだな。氷雨ひさめ先生にマッサージのコツを教わった甲か斐いがあるってものだ。

　なんで愛火の足を揉もんでるかと言えば、もちろんコイツと恋人らしい時間を過ごすためである。今日の佐さ寺てらさんとの治療行為は際どいものだったから……その埋め合わせってわけじゃないんだけどさ。ここ最近は意識的に恋人っぽく振る舞おうと努力してるのだ。

　恋愛心理研究会の活動を通じて、氷雨先生に『恋人らしいいちゃいちゃ』を教えてもらってる。ただ振り回されるばかりじゃなくて、部活動をすることで少しでも愛火との交際に好循環が生まれればいいなと思っていたりするのだ。

「んにゃにゃにゃにゃにゃにゃっ!?」

　足の裏を指で押されるたびに絶叫する愛火。痛いけど気持ちいいみたい。マッサージが終わると、目元に溜たまった涙を拭ぬぐいながら両足の指を器用にグーパーさせた。

「ありがとね。かなり足がすっきりした気がするよ！　ご褒ほう美びにちゅーしてあげるっ♪」

　タコみたいに唇を尖とがらせて、素早く顔を近づけてきた。ちゅっと音を立てて、触れあうだけのキスをしてくる。一か月前ならキスするだけで大事件だった。愛火の唇の柔らかさにドキドキしまくって、夜も寝付けなかったほどだ。でも、今はようやく動揺しなくなった。……未いまだに鼓こ動どうは速まるけどな。

　ちょっぴりほっぺを染めつつ、幼なじみは口を開いた。

「足裏マッサージ、気持ちよかったけど絶叫しまくっちゃった。一いち琥こちゃん、ヘンに思ってないかな？」

「ん？　ああ、妹なら大丈夫。今日はお泊まり会だってさ」

　友だちんちでパジャマパーティだと。小学四年生なら普通なのかね。

「そ、そうなんだ。じゃ、由ゆう吾ごんちのおばさんたちは？」

「もちろん、仕事だよ」

「ってことは、今は二人きりなのっ!?」

　愛まな火びのただでさえ丸っこい瞳がくゎゎゎっと見開かれた。テンパったような雰囲気でゴニョゴニョと呟つぶやく。

「いきなり『マッサージしてやろうか？』なんてメッセージが来たから何事かと思ったけど……そーゆーコトだったんだ。うー、ついにこのときが来ちゃったのね……♡　あっ、どうしよあたし、部活終わってからダッシュで由ゆう吾ごんち来ちゃった。一度、ウチによってシャワー浴びてくればよかったかな……。今日の下着、どんなのだっけ……」

「なにをゴチャゴチャ言ってるんだ？」

「な、ななな、なんでもないよっ！　こっちの話っ！」

　ベッドの縁に腰掛けたまま、ピンと背筋を伸ばした愛火。カチコチに強こわばってるのが端から見てもわかる。

「あ……あたしはいいよ。由吾じゃなきゃヤダって思ってたし。でも、優しくしてね」

　……はあ？　なんのことだ？　首を傾かしげる僕を見て、愛火も反対向きに首を傾げる。

「……あれ？　違うの？」

「だから、なにがだよ」

「えーっと、話を整理するね。今日はおうちに二人きりなんだよね？　しかも、由吾はあたしの足を揉もんじゃったりして、雰囲気を高めようとしてくれたわけだよね？」

「まあ、そうだな。その通りだよ」

　恋人っぽいいちゃいちゃの一環として、愛火にマッサージをしようと思ったのだ。スキンシップできて、幼なじみの部活疲れも取れるなら最高だよな。

　キョトンとしてる僕を見て、幼なじみは焦れたように「むー。もっとＯＫサイン出してあげなきゃダメなの？」と小声で唸うなった。

　決心したように大きく頷うなずいて。

「最近、なんだか暑いよねー」

　妙に棒読みな口調でそう言うと、制服のリボンを外した。シャツのボタンも上から三つぐらい外してしまう。襟えりを開いたから、幼なじみの無む闇やみに大きい胸の谷間が露あらわ。

「由吾がマッサージしてくれたから血行がよくなったのかなー。身体からだが火照ってきちゃうなー。ふぅー、暑いあつい～」

　これまた棒読みで言いながら、愛火は片足をベッドに上げた。膝を立てて、両腕で脚を抱える。スカートがまくれ上がり、微かすかに白いぱんつが見えてしまった。

「暑いときって、むしろいっぱい汗をかいた方がいいって言うよねー？」

　意味ありげに囁ささやいて、不器用なウインクをする愛火。

　僕は「なるほど」と頷いて立ち上がった。

「だったら、夕飯にカレー食べていかないか？　一いち琥こ好みの辛からめのを作ったんだけど、妹のヤツがお泊まり会とか言いやがるから余りそうなんだ。汗かいて夏バテ解消といこう」

「あれれー!?　全然伝わってなーい!?」

「それからな、愛まな火び。いくら部屋に僕しかいないからって、あんま無防備な格かつ好こうすんなよ。ぱんつ見えてるぞ」

「由ゆう吾ごのアホー！　アホアホアホアホー！　期待させないでよねー！　なによもー！」

「うわ、なんでキレてんだ!?　つうか、アホ言うな！」

　その後、なぜだかわからないけれど、愛火はずっとムクれていたのだった。

　カレーは大盛り二杯平らげて、なおかつ僕が風呂上がりの楽しみとして用意しておいたアイスまで食べやがったんだけどな。明らかに食べ過ぎだろ。まったく……。



　そんな風にして、マッサージ三昧の一日が終わった。僕に残ったものと言えば、両腕の筋肉痛と『女の子の気持ちはやっぱりよくわからない』という思いだけ。佐さ寺てらさんの心境も、唐突に怒り出した獅し堂どうや愛火の心中も、僕にはさっぱり想像がつかない。

　だけどまあ、荒あら療りよう治じをしたおかげなのか、佐寺さんは翌日いつも通りバス通学できたみたいだから……結果的には悪くない一日だったということなのだろう。








　　　愛々傘







　七月の下旬。夏休み突入が数日後に迫った、ある日のこと。

　その日は朝から小雨が降ったり止やんだり、ぐずついた空模様だった。

　午後二時すぎぐらいに一瞬だけ太陽が顔を出したけれど、晴れ間が覗のぞいたのはそれだけ。その後は天候が悪化の一途を辿たどり、部活動の時間がはじまって三〇分が経たった頃には本格的な大雨が降り出した。

「ねえ、沢渡さわたりくん」

　学校近くの歩道に獅堂の声が響く。大雨が降ってるってのに僕たちは屋外にいた。歩道の脇に立っている。

　グラウンドのフェンス沿いにあるこの道は通学路ともなっており、放課後となった今の時間は下校中の生徒も多かった。傘を差してる通行人にしてみれば、歩道の脇でぼんやり立ってる僕らの存在は邪魔だろうな。

「私はね、沢渡くん」

　すぐ傍らに立っている──僕と同じ傘に入っている獅堂を見やった。クールなクラスメイトは鬱うつ陶とうしい雨の日でも、凜りんとした空気を放っている。

「無駄な行為が大嫌いなの」

　彼女の視線の先に、僕も目を移した。

　フェンス越しに見えるグラウンド。シャワーみたいな雨の中、サッカー部や野球部が走り回っていた。水たまりのできた運動場で泥まみれになりながらボールを追いかけてる。

　奥の方にあるラクロスコートでは、愛まな火びたちラクロス部も練習中だった。ラクロスのユニフォームがびしょ濡ぬれになっているのが遠目でもわかる。

　もしも『どしゃ降りの放課後』というお題で写真を撮ってこいと言われたら僕はこの場所でシャッターを切るだろう。僕たちの目の前に広がるのは、そんな光景。

「この大雨の中、スポーツの練習をするなんてどうかしてるわ」

「まあね。サッカーは雨が降ってても試合が続行するから練習する意味があるだろうけど……野球やラクロスは大雨だったら試合が中断されるからな」

「雨の中でも練習をするなんて、風邪をひくかもしれないし怪け我がをするかもしれない。明らかに逆効果よ」

　それでも大雨の中で野球部やラクロス部が練習を続けているのは何な故ぜだろう。

　野球部の連中もラクロス部の女子たちも、みんなハイテンション。雨を楽しんでいるようにすら見える。元気のいい掛け声と歓声、そして大爆笑が僕たちにも届いていた。

「練習にはならないだろうけど。結束は固まりそうだからいいじゃないか」

　たとえば、卒業した後のこと。部活仲間で久しぶりに集まって昔話に花を咲かせたとする。そんなときに話題になるのは、泥まみれで笑いあった今日のような出来事なんじゃないかな。帰宅部歴の長い僕には想像しかできないんだけどさ。青春の一ページってのはきっと、こういう馬鹿馬鹿しい一瞬のことを指すのだろう。

「結束ね。ふん、やはり私には必要ないものだわ。……ところで、無駄と言えば」

　獅し堂どうは気だるげに黒髪を手で払った。長い髪が湿気を吸ってちょっぴり重そう。

「いちゃいちゃ行為は無駄なものが多いわよね。無駄というか、意味不明な行動が」

「そうか？　たとえば？」

「沢渡さわたりくんは飛鳥井あすかいさんとデートをしているのでしょう？」

「うん。してるよ。朝から出掛けるような本格的なヤツは月に一度ぐらいだな」

「どんなことをしているの？」

「街まで出てウインドウショッピングとか？　カラオケ行ったりとか？　あんまり特別なことはしてないよ」

　獅堂は辟へき易えきとしたようすで肩を竦すくめた。

「はっ、ウインドウショッピングなんて意味不明の極きよく致ちね。買いもしないのに商品を眺めて、なにが楽しいというの？　買えばいいじゃない」

「高校生の小遣いなんてたかが知れてるだろ。そうそう手は出せないよ。誰だれもが獅し堂どうみたいに大人買いできるわけじゃないしな。おまえの場合は『この棚にある商品、ここからここまで全部ください』とか言っちゃうんだろ？」

　一度は言ってみたい豪快なセリフである。しかし、真のお金持ちは格が違った。

「そんなこと言わないわ。そもそも自分で買い物なんてしたことないもの。私が欲しいと思う前に大たい抵ていのものが用意されているのよ」

　呆あつ気けに取られつつも僕は反論する。

「ウインドウショッピングをする場合は、買う買わないは重要じゃない。買うほどじゃないけど、ちょっと興味がある商品を眺めて、それをネタにお喋しやべりするのが楽しいんだよ」

　たとえば、先日。僕は愛まな火びと一緒にアニメグッズのお店に立ち寄った。コスプレ衣装のコーナーで『どの衣装を相手に着て欲しいか？』なんて話題で盛り上がったりしたのだ。僕は美少女剣士キャラのコスプレが愛火に似合うんじゃないかと思ったのだが、その衣装は胸元や腋わきの辺りが大きく開いた露出度が高いもので（パッと見じゃわからなかったんだ）、愛火に『由ゆう吾ごってばえっちなんだから～♡』と顔を真っ赤にして叩たたかれたっけ。

「お喋りすること自体は、獅堂も嫌いじゃないだろ？」

「そうね。沢渡さわたりくんとの会話は楽しいと感じるわ」

「僕もだよ。獅堂の喋るネタは際どくていつもヒヤヒヤさせられるけど、それでも楽しいと思う。気になるネタが目の前に並んでる場所でお喋りしたら、もっと会話が弾むような気がしないか？」

「言われてみれば、そうかもね。沢渡くんと一緒にアダルトグッズのショップを眺めてみたいわ」

「高校生がそんな店に入れるわけねえだろ！」

「二人で一緒にえっちなＤＶＤのお店に行って、あなたに気になる一本を選ばせて『あらあら、沢渡くんはそーゆー性癖の持ち主なのね。この変態』なんて詰なじりたいわ。とっても楽しそう。いつ行く？」

「行かないよ！　死んでもお断りだ！」

「あら残念」と獅堂はさして残念でもなさそうに肩を竦すくめた。

「ウインドウショッピングが無意味だという言葉は撤回しましょう。でも、私たちが今していることは間違いなく無駄よね？」

　獅堂は上を指さす。僕たちの頭上にあるのは、一本の黒いコウモリ傘。

「今日のいちゃいちゃ──テーマは『相合い傘』」

　このテーマはもちろん、氷雨ひさめ先生が決めたものだ。

「氷雨おねえさまは『大雨が降ってくれたから、ようやく実行できるね』なんて喜んでいたけれど……これほど意味不明な行動もないと思うの」

　大粒の雨が傘を打ち、パーカッションみたいな音が鳴っている。

「雨に濡ぬれないよう、傘を差すのは普通のことよ。傘を忘れた人を仕方なく自分の傘に入れてあげる。このシチュエーションも、まあ理解できます。でも、氷雨ひさめおねえさまによれば、世の恋人たちは傘が二本ある場合でも敢あえて相合い傘をするそうじゃない。それにどんな意味があるというの？　なんのメリットも感じられないわ」

「まあ、デメリットはあるよな。狭くなる分、単純に濡れるし」

　この黒い傘は六む連つれくんに借りたものだ。執しつ事じさんは、雨の日にはご主人さまに傘を差しかける。ご主人さまを濡らさないように作られた大きくてしっかりとした執事さん御ご用よう達たしの傘だ。そんな大きめの傘を使っていても、僕のズボンは濡れていた。大雨の中で相合い傘をしているのだから仕方ない。

「沢渡さわたりくんには相合い傘をする合理的な理由を説明できるかしら？」

「恋人同士が相合い傘をしたがる理由って言ったら……」

　すぐ隣に立っている獅し堂どうの肩に、僕は自分の右肩を軽く当てた。

「一つの傘に二人で入るわけだから、必然的に身を寄せ合うことになるだろ？　密着して街を歩けるのがいいんじゃないか？」

　肩が触れあったことでドキッとしちゃったのかな。獅堂はちょっぴり頬ほおを染めた。

「交際している恋人同士じゃなくて、気になる異性程度の男女にとっては、特にドキドキな行為だと思うぜ」

　照れ隠しをするように、獅堂はふんと鼻を鳴らして。

「普段は手も繋つなげないような間柄でも、相合い傘という大義名分があれば肩を寄せあって歩けるのね」

「もしも相手が傘を持ってなかったら、一緒に帰ろうって誘うキッカケにもなるよな」

「気になるあのコを相合い傘に誘う。二人の距離は身も心も急接近。……なるほど。それなら理解できるわ。沢渡くん、さてはその手で女の子をナンパしまくってるのね」

「してねえって！　僕ってそんなに軽い男じゃないからね!?」

「『雨脚が強くなってきたね。ちょっと雨宿りしよう』とか言って、いかがわしい建物に連れ込むのでしょう？　いやらしい人」

「いやらしいのはおまえの発言だ！」

　僕のすぐそばでニマニマと笑っている獅堂。相変わらず目は笑ってない。唇の端に笑みを引っかけてるだけだ。

　傘を差した通行人たちは僕らのすぐそばを通っていく。

　獅堂はそんな下校中の生徒に一瞬だけ目を移して、

「相合い傘の利点はまだあったわ。雨音のせいで会話が掻かき消けされる点よ。二人きりの密談には向いているわね」

「雨降りでなかったら、獅し堂どうの下ネタ好きが周りのヤツらにバレるところだったかもな」

「せっかくだから、もっと卑ひ猥わいなことを言ってみましょうか？　──んほおおおお!!」

「やめろ！」

「しゅごいの来るぅぅぅぅぅ！」

「だから、やめろって！　真顔でヘンなコトと言うな！」

　雨の中でも獅堂の口撃がゆるまることはなかった。

　僕をからかうことができてご満まん悦えつな獅堂は、ふとなにかに気付いたように顔をあげた。

「あら、沢渡さわたりくん。左の肩がすごく濡ぬれているわね」

「……ん？　ああ、気にしなくてもいいよ」

　六む連つれくんに借りた傘は割と大きめ。とはいえ、二人で入るには手て狭ぜまである。僕の肩が入りきらずに濡れているのだ。

　獅堂は自分の肩に目線を移した。彼女の制服は濡れていない。

　呆あきれたように、それでいて少しうれしそうに獅堂は鼻から大きく息を吐いて。

「もう一つ、相合い傘には利点があったわね。こんな風にさりげなく男の子に庇かばってもらえるシチュエーションなんて、なかなかないもの」

「庇うなんて大げさだな」

　獅堂が濡れないように、少し気遣っただけだ。相合い傘をするとき男なら誰だれでも気をつけることだと思う。

「いいえ、少しも大げさではないわ。降り注いでいるのが銃弾の雨なら、私を庇ってあなただけ死んでいるのよ？」

「矢弾が飛び交うような最前戦なんか、そもそも歩かないっつーの。おまえはなにと戦っているんだ」

「ちょっぴり胸がきゅんとしたわ」

　クールなクラスメイトは僕に抱きつくみたいに胸元にすり寄ってきた。

「お、おい、近いって」

「沢渡くんだけ雨に濡らすわけにはいかないわ。あなたが傘に入れるように近づいていてあげる。感謝なさいね」

　獅堂の体温をすぐそばに感じる。雨にしっとりと濡れた黒髪からシャンプーの香りが漂ただよってきて僕の鼻をくすぐった。雨音がホワイトノイズみたいに僕たちの耳を覆おおって……なんだか気が遠くなりそうだ。

「ひゃっほーい！　楽しいー！　もうどうにでもなーれー！」

　しかし、遠く離れたラクロスコートから人一倍元気な声が木霊こだまして、僕は我に返る。

　夏の雨に打たれて、愛まな火びがチームメイトと一緒に大はしゃぎしていた。びしょ濡れになりすぎて開き直り、テンションが上がっているのだ。

　……ったく、愛まな火びらしいな。風邪ひくんじゃないぞ。

　心の中で呟つぶやく僕。知らず頬ほおが緩ゆるんでいた。

　そんな僕を見上げて、獅し堂どうがぼそりと吐き捨てた。

「……いい気分だったのに」

　雨音で掻かき消けされて、クラスメイトの声はよく聞こえなかった。

「なにか言ったか？」

「いえ、なにも」

　至近距離で獅堂は僕を見つめた。黒瞳は魔ま石せきのように妖あやしい光を放つ。

「一つ忠告させてちょうだい。飛鳥井あすかいさんとあなたは恋人同士なのだもの。キスぐらい構わないと思うわ。でも、学校でするのはよくないわよ？」

「え？　なんで知ってるんだ？　見てたのか？」

「……本当に学校でもキスしていたのね。カマをかけただけなのに」

「…………」

「ねえ、沢渡さわたりくん」と、獅堂は僕の頬に手を当てて。

「私とは二度ほどキスをしただけよね。放課後の教室と卒業式の最中。どちらも不意打ちの事故みたいな口づけだったわ」

　クールなクラスメイトは冷たい表情のまま、わずかに顔を近づけてくる。薄紅色の唇が艶つややかに濡ぬれていた。

「私にも、またキスをしてもらえないかしら？」

「い、いや、キスはマズいだろ!?」

「今にも発ほつ作さが起こりそうなのよ。キスしてくれなきゃ、他の男に襲いかかってしまうかもしれない。それでもいいの？」

　……う。それを言われたら断りづらいな……。

「だ、ダメだって。発作は抑えてやりたいけど、別の方法にしようぜ」

「嫌よ。キスをしたいの」

「こ、こんなところでか？　下校中の生徒がバンバン通ってるんだぞ？」

「沢渡くん、私はもう一つ相合い傘の利点に気付いたわ。さすがは氷雨ひさめおねえさまの決めてくれたいちゃいちゃね」

　獅堂は視線を巡らした。僕たちの周囲にはコウモリ傘の黒い幕がある。

「相合い傘をしていると二人きりの空間を作ることができるのよ。誰だれにも見られない、秘密の場所をね」

　獅堂はそっと背伸びをした。

「傘で隠していれば、」

　僕の首に手を回して、顔を近づけてくる。

「通学路でキスすることだってできるのよ」

　そして──唇を押し当ててきた。

　クラスメイトの唇はとても柔らかくて。それでいて、怖がってるみたいに震えていた。

　傘がつくり出す黒いドームの下からは、下校中の生徒たちの足が見えている。すぐそばに人がいっぱいいるんだ。

　それなのに、キスしてるなんて。

　僕には恋人がいるのに、口づけをしてるなんて。

　激しい罪ざい悪あく感かんが僕に襲いかかってくる。

　獅し堂どうは一瞬だけ唇を離した。潤うるんだ瞳で僕を見つめ、小声で命令してくる。

「……私にも激しいキスをなさい。これは命令よ」

　高たか飛び車しやなセリフ。だけど、その声は怯おびえているように聞こえた。

　恋人に対する罪悪感と獅堂を助けてやりたいという使命感とが胸の中でせめぎ合う。そのせめぎ合いに決着がつく前に。

　クラスメイトはもう一度、唇を押し当ててくる。

　そして、おねだりするみたいに僕の唇に舌先で触れた。

　僕は小さく唇を開いて獅堂を受け入れた。受け入れてしまった。

　傘というベールの中で、夏の雨に打たれながら。

















　僕と獅し堂どうは激しいキスをした。

　どのくらい、そうしていただろうか。獅堂はゆっくりと唇を離した。

「ディープキスをする妄想は、何度もしたのだけれど……」

　ぽふっ──僕の胸におでこをつける。その首筋まで真っ赤になってるのがわかった。

「本物は想像を絶するほど刺激的ね。気絶してしまいそうだわ」

「…………」

　僕はなにも言えなかった。幼なじみを裏切ってしまった気がして。胸が痛かったのだ。

　朱に染まった顔で、獅堂は僕を見上げる。ふんと小さく鼻を鳴らして。

「……一応、謝っておくわ。ごめんなさいね。堪こらえることができなかったの」

「びょ、病気なんだから仕方ないよ」

　小さな小さな声で、獅堂は続ける。

「抑えきれなかったのは病気ではなくて──いえ、なんでもないわ」

　どこか遠くで、雷の音が鳴った。

　グラウンドで練習をしていた生徒たちが一斉に撤収をはじめる。

　より一層強くなる雨音を聞きながら、僕たちはしばらくそのまま立ちつくしていた。



　その後、恋愛心理研究会の他のメンバーとも相合い傘をした。

　六む連つれくんには「傘の持ち方がなっていないね」と嫌みを言われ、佐さ寺てらさんには「あまりくっつかないでくださいっ」と叱られたりした気がするのだが……あまりよく覚えていない。獅堂との相合い傘が強烈すぎたからだと思う。



　　　　×××



　そして、午後五時ごろ。

　僕は生管棟のエントランス脇に立っていた。雨が降っているから、どこの運動部も早めに練習を切り上げることになったらしい。

　エントランスホールは、家路へと向かう生徒たちで混雑していた。ホールは冷房が効いていないから、かなり蒸している。入り口ドアの窓ガラスも完全に曇っていた。

　どのくらい、そうして立っていただろう。

「バイバイ、聖きよ乃の～！　風邪ひかないようにね～！」

　友人に向かって折りたたみ傘を持った手を振りつつ、愛まな火びが廊下へと出てきた。

　聖乃と呼ばれたラクロス部のチームメートは、手をグーパーしながら。

「ほいほーい、まなっちも気をつけてねん。……って、温めてくれる人がいるみたいだから、風邪の心配はなさそ～だね。ニシシ♪」

　ホンワカ系の美少女は、僕の存在に気付いて奇妙な笑い声をあげる。

「ちょ、聖きよ乃の！　からかわないでよ！」

　部活仲間に文句を言いつつ、愛まな火びは小走りで駆け寄ってきた。

「どしたの、由ゆう吾ご？　なにか用だった？」

「一緒に帰りたいなと思ってさ」

　途端に幼なじみの表情が明るく輝いた。

「ほんとにっ？　うれしい！」

　歓声をあげつつ愛火は折りたたみ傘を広げようとする。でも、ほぼ傘を開きかけたところで、僕が持っている大きめな傘に気付いたようだ。慌てたように傘を閉じる。

「あ、あのね！　あたしの傘、ちょっと壊れてるって言うか……！」

　言い訳がましく言い募る幼なじみに、僕は微笑ほほえみかけた。

「相合い傘して帰ろうぜ」

「いいの？」

「うん。はじめから、そう誘うつもりだった」

「やったっ！」

　愛火は満面の笑みを浮かべて、子どもみたいに飛び跳ねて喜ぶ。短いスカートと微かすかに濡ぬれた髪がふわりと翻ひるがえった。無邪気な幼なじみの姿はとても可愛かわいくて、なぜか僕の胸が微かに軋きしんだ。





　いつも登下校に使ってる土手沿いのサイクリングロードを、愛火と二人で相合い傘して歩いた。

　午後五時と言えば、晴れの日なら昼間も同然の明るさだ。しかし、今日はちょっと暗い。黄昏たそがれとはまた違う、雨の日特有の薄暗さだ。

　普段は穏やかな川沿いの風景が、今日はちょっぴり荒れていた。川は増水し濁にごっている。濁だく流りゆうってほどでもないけど迫力があるな。川風と共に湿った空気が身体からだ中じゆうにまとわりついてくる。雨が小降りになりはじめているのが唯一の救いだ。

「♪ふっふふーん」

　雨降りだってのに、愛火のヤツはとにかくご機嫌だった。

　満面の笑みを浮かべながら、妙ちきりんな鼻歌を唄うたってる。今にもスキップをはじめそうなほど足取りも軽やか。生管棟でシャワーを浴びてきたのか、揺れる髪からも華やかな香りが漂ただよってくる。

「鬱うつ陶とうしい雨が降ってるのにテンション高いな。愛火って雨が嫌いじゃなかった？」

「うん。大嫌いだよ。髪の毛もくるんってなっちゃうし。安やす彦ひこさんの散歩もいけないし。部活も中止になること多いし。……今日は大雨の中でも練習やっちゃったけどね」

　愛まな火びはラクロスのパドルを振る仕草をして。

「もうみんな全身びしょ濡ぬれで、ユニフォームも泥まみれになっちゃった。でも、一周回って楽しかったよ。顧問の先生に怒られなきゃ最高だったのにな」

　どうやら職員会議で顧問の先生方がいなかったようだ。だから、どこの部でも雨の中の練習を決行してたのか。

「だけどね、今はもっとテンションあがってるよ」

　幼なじみは真夏の晴れ間みたいな、満面の笑みを浮かべた。

「由ゆう吾ごの方から相合い傘に誘ってくれるなんて初めてだもんねっ。しかも、あたしが傘持ってるのわかってて誘ってくれるなんてさ」

　愛火とは友人としての付き合いが長いから、突然の雨に降られて同じ傘に入った経験もある。でも、そうか。僕から相合い傘しようと誘ったのは初めてだったのか。

「由吾、覚えてる？　二人でつくった秘密基地に、あたしが相合い傘のラクガキを彫刻刀で彫っちゃったことがあってさ」

「ああー、あったな。そんなラクガキ」

　相合い傘は、一つの傘を二人で共有する行為だけを指す言葉じゃない。

　矢印みたいな傘のマークの下に二人の名前を書いて恋仲であることを示す──そういうラクガキのことも、相合い傘と呼ぶ。

　子どもの頃につくった秘密基地には、確かに『ゆうご』と『まなび』、僕たち二人の名前が記された相合い傘のラクガキがあった。

「由吾が『恥ずかしいことするなー』ってめっちゃ怒って、あたし泣いちゃったんだよ」

「照れくさかったんだろ。きっと」

「怒ってるわりに、由吾はそのラクガキを消さないでおいてくれたんだけどね」

　愛火は僕の右腕にギュッとしがみついてきた。

「あの由吾が相合い傘に誘ってくれるようになるとは成長したよね～」

「お、おい、やめろって。傘が差しにくいだろっ！」

「いいじゃんいいじゃん。傘のおかげで周りからは見えないんだしさっ」

　僕の腕をつかんで振った。傘も揺れ動く。おいこら、濡れるだろうが。

「最近、由吾ってば積極的だよね。メールもいっぱいくれるし、アプリで話しかけてくれることも多いし。一緒に帰ってくれるし。いろいろ遊びにも誘ってくれるしさ」

「ん。まあな」

　ちっちゃな声で愛火は付け加える。

「……あっちの方ももうちょっと積極的でもあたしは構わないんだけどな」

「うん？　なんだって？」

「ななな、なんでもないよっ。独り言だってば」

　ちょっぴり背伸びをして、愛まな火びは僕のほっぺに唇を押し当ててきた。

「えへへ♡　由ゆう吾ご、大しゅきだよ♡」

「……いいとこで噛かむなよ」

「うっさいうっさい。口に出そうとするとやっぱり緊張するのっ」

　頬ほおを赤らめていた愛火は、とっても幸せそうで。コイツを褒めるってのはシャクなんだけど……喜ぶ幼なじみはとても可愛かわいくて。

　空いている左手の指で、僕は火照った頬を掻かいた。こんだけ喜んでくれるってことは、氷雨ひさめ先生が言う通り相合い傘ってのは優秀ないちゃいちゃ行為なんだろうな。

　散歩に出掛けた子犬みたいに僕の周りで飛び回って笑顔を振りまいていた愛火は、ふいに不思議そうな表情を浮かべた。「あれ？」と首を傾かしげる。

「由吾、左腕の袖だけやけに濡ぬれてない？」

　僕は自分の制服に目を落とした。左の肩から袖に掛けて、かなり濡れている。

　太陽が雲間に隠れるように、愛火の笑顔が曇っていった。

「ひょ、ひょっとして……今日は別の人とも相合い傘してたのかな？」

　僕は素直に頷うなずいた。隠す方がおかしいと思ったからだ。

「恋愛心理研究会の活動でさ。今日のテーマが『相合い傘』だったんだよ」

「それじゃ、獅し堂どうさんや佐さ寺てらさんと相合い傘してたってことだね……」

「うん。相合い傘が恋人らしいいちゃいちゃだって知ってさ。おまえもきっと喜ぶんじゃないかと思って誘ってみたんだ」

「そっかー。そっかー……」

　小降りだった雨脚が、再び強くなった。傘を打つ雨音が大きくなる。

　幼なじみは「えへへ」と、寂さびしげに笑って。

「えいっ！」

　僕の傘からぴょんと雨の中へと飛び出した。強まった雨が幼なじみに降り注ぐ。

「おい、愛火！　濡れるぞ！」

　降りしきる夏の雨に打たれながら、僕の恋人は再び満面の笑みを浮かべる。

「いいの！　濡れたい気分なんだもんっ！　ひゃー！　気持ちいい！」

　雨粒を受け止めるように両腕を広げて、その場でくるんと回る。大粒の雨滴が幼なじみの制服を濡らしていく。下着が透けてしまうことも構わずに雨を浴び続けた。

「由吾も一緒に濡れて帰ろうよ！　相合い傘なんかより、ずっと気持ちいいよ！」

「やだよ。つうか、風邪ひくぞ」

「ええー、由吾のケチー！　アホー！」

「アホ言うな」

　愛まな火びが浮かべる満面の笑み。その頬ほおを撫なでるように大粒の水滴が流れ落ちていく。

　あんなに喜んでいた相合い傘を急にやめてしまった理由が、僕にはよくわからなかった。

　ただ、雨に打たれている愛火の笑顔の鮮やかさが、やけに胸に突き刺さった。



　　　　×××



　その日以来、獅し堂どうは時折キスを求めてくるようになった。

　治療のためだと言われると断ることができなくて、僕は躊躇ためらいながらも唇を重ねてしまった。治ち療りよう者しやとして必要だからと自分に言い聞かせながら。

　愛火のヤツを絶対に悲しませないために。少しでも恋人らしくあるために。

　僕は精一杯アイツといちゃいちゃする時間を作った。幸いなことに、女の子が喜ぶいちゃいちゃの方法は部活で教えてもらえるからね。それを愛火に実じつ践せんしたのだ。

　愛火のヤツはとっても喜んで、真夏の太陽みたいな笑みを浮かべていた。



　そんな日々を繰り返しているうちに、二年生の一学期は終わりを告げ。



　僕たちは、夏休みを迎えた。








　　　恋愛心理研究会、夏合宿！







　八月の初め。白砂の美しい砂浜に、寄せては返す波の音が響く。

　海は透き通ったエメラルドグリーン。陽光を照り返し、キラキラと輝いてた。

　夏も真っ盛りのこと。こんなに綺き麗れいなビーチなら海水浴客でごった返していそうなところだが、砂浜に立てられているビーチパラソルは一本だけ。

　水着になった僕はデッキチェアに寝そべり、曲がりくねったストローでトロピカルドリンクなんぞをちゅーちゅーとすすっている。南国の果実のミックスジュースだ。うまい。

　端から見たら、さぞかし夏休みを満まん喫きつしているように思えるだろう。

　しかし、さにあらず。

　僕の胸中は暗あん澹たんたるものだった。極寒の北極みたいにブリザードが吹き荒れまくっている。ホッキョクグマもペンギンも、あまりの寒さに絶滅寸前だ。以上、心しん象しよう風ふう景けい。北極にはペンギンはいないんだっけ？　まあ、どうでもいいや。

　と、僕の耳に氷の剣みたいに冷たい声が突き刺さった。

「私はね、沢渡さわたりくん」

　視線を横に向ける。僕の隣のデッキチェアに獅し堂どうが寝そべっていた。黒いビキニを身につけ、その上から白いパーカーを羽は織おっている。読んでいた文庫本を開いたまま胸元へ置いて、僕に語りかけてきた。

「屋外は苦手なの。特に日差しの強い場所は苦手よ」

「わかるよ。獅堂は明らかにアウトドア派って感じじゃないもんな」

「アオカンをする妄想はよくするけれどね。あれも一種のアウトドアスポーツでしょう？」

「アウトドアって言葉が持つ健全なイメージが、おまえのせいで一気に瓦が解かいしたよ！」

「私レベルになると『外出』という単語を見ただけで、対義語である『中出し』を思い浮かべて興奮してしまうのよ」

「おまえは本当にどうしようもないな……」

　獅堂は涼しげに首を巡らせた。潮風に揺れる髪を、手のひらで押さえながら。

「そんな日陰者の私ですら、このビーチは綺き麗れいだと思うわ」

「そうだな。子どもの頃から海水浴には何度も行ってるけど、こんな見事な浜辺には来たことがない」

「しかも、よ？」

　獅堂はデッキチェアで半身を起こし、その体勢で優ゆう雅がに脚を組みかえた。

　腹立たしいことに、僕の心臓はそれだけで飛び跳ねてしまう。獅堂のヤツは元々スタイルがいい。いわゆるモデル体型だ。とりわけ、その脚きやく線せん美びは筆舌に尽くしがたかった。

「隣でこんなに美しい少女が、肢し体たいも露あらわに寝そべっているの」

「自分で美少女とか言ってるし……」

「シチュエーションは最高だと思うわ。それなのに」

　クラスメイトは僕の鼻先に人差し指を突きつけて。

「沢渡さわたりくん。あなた、これ以上ないってぐらいにウンザリ顔をしているわね」

「……わかるか？」

「沢渡くんの表情の中で、その顔が一番好きだもの。わかるに決まっているわ」

「おまえの発言を聞いていると、ますます自分がウンザリ顔になっていくのがわかるよ」

　涼しげな表情でトロピカルドリンクを一口飲んだ獅堂はおざなりに尋ねてくる。

「それで？　どうしてウンザリしているの？　一応、理由を聞いてあげるわ」

「夏休みも部活をやるってのは聞いてたよ。獅堂の治療を休むわけにはいかないもんな。それについては納得してる。一〇〇歩譲って、恋愛心理研究会の夏合宿をするってのもいいとしよう。こんなすごい合宿所に来られるなら喜ばしいことだ」

　この綺麗な浜辺は、獅堂家の所有するプライベートビーチだ。浜辺を見下ろす高台には瀟しよう洒しやな豪邸が建っている。

　あれは恋愛心理研究会のために用意された『合宿所』なのだそうだ。

　さすがは世界有数のお金持ちというべきか。青せい春しゆん症しよう候こう群ぐんの治療のためだけに、獅し堂どう家はこんな豪華な施設を保有しているのである。歴代の獅堂家当主たちは夏休みの間にここで合宿を行い、治ち療りよう者しやたちと存分にいちゃいちゃしたらしい。

「だったら、素直に喜んでおけばいいじゃない」

「ここに至る過程が問題なんだよ！」

　僕は脇腹を指さした。そこには二つ並んだホクロみたいな、小さな火傷やけどの跡がある。

「明け方いきなり僕の部屋に六む連つれくんが飛び込んできて、スタンガンで昏こん倒とうさせられて、リムジンに放り込まれて、目が覚めたら水着でこのデッキチェアに横たわってたんだぞ？　そんな男の気持ちを考えてもみろよ！」

「沢渡さわたりくんの業界ではご褒ほう美びではなくて？」

「僕はどんな変態だ！　頼むから、合宿をするなら普通に誘ってくれ！　つうか、事前に少しでもいいから相談してくれよ！」

「佐さ寺てらさんや六連には、ちゃんと連絡をしておいたわ」

「僕・に・も・言・え！　こっちにもいろいろ都合があるんだよ！」

「ご両親や妹さんには、氷雨ひさめおねえさまが話を通したそうよ。妹さんやベスちゃんにもしものことがないよう、獅堂家が保障すると言っていたわ。仮に沢渡くんの家目掛けて巨大隕いん石せきが落ちてきたって、あなたの家族は傷つかずに済むでしょう。氷雨おねえさまが安全を保障するというのは、そういう意味よ」

　それだけの配慮ができるなら、他にやるべきことがあるだろ……!!

「他に都合の悪い要素があるかしら？」

　悪びれた素そ振ぶりもなく、獅堂は黒髪を手で払った。

「そりゃあ、決まってるだろ。……僕には愛まな火びがいるからな」

「え？　愛人がなんですって？」

「『愛火』って名前の中には『愛人』って文字が含まれてるけど！　音的にはまったく似てないし！　つうか、そのネタ、あと一度でも言ったら僕でも怒るからな！」

「…………。沢渡くんは飛鳥井あすかいさんのこととなるとムキになるのね」

　つまらなそうに獅堂は鼻を鳴らした。

「飛鳥井さんのことなら問題ないわ」

　顎あごでしゃくるようにして浜辺の方へ僕に注意を促すと、胸元に置かれていた文庫本を再び読み始める。

　指し示された方へ首を巡らした僕は、思わず二度見。

　そこには、さまざまな体型の女の子が並んでいたのだ。

　まずなにより目についたのは、白いビキニ姿の佐寺さんだ。とにかく胸がデカくて、ウエストはきゅっとくびれ、おしりも大きめ。手足はすんなりと長い。日米ハーフなだけあってか、日本人ではあり得ないほどのセクシーボディだった。しかも、身につけているビキニはサイズが小さめなのか胸やおしりに食い込みまくっている。ふとももに食い込んだ生徒手帳を収めるホルスター。ビキニの布地からはみ出した下チチやおしりの丸み。そして腰に食い込んだビキニの紐ひもが──エっロ！　佐さ寺てらさん、エっロ！

　佐寺さんの隣で苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔をしている六む連つれくんの水着姿も、かなり可愛かわいらしかった。水色のタンキニと同色のパレオがついた水着。華きや奢しやな手足やほっそりとしたおへそ回りなどは女の子らしい曲線を描いていた。タンキニに包まれた胸元はささやかだけど……うん。貧乳フェチな野郎どもにとっては最高の体型なんじゃなかろうか。

「ひゃっほう！　海だっ！」

　両手を挙げて飛び上がったのは、氷雨ひさめ先生だ。潮風に白衣の裾すそが翻ひるがえる（つうか、海でも白衣着てんのかよ）。白衣の下にはスク水を着用していた。ご丁寧に『しどうひさめ』と書かれたゼッケン付き。身体からだはつるぺたーんとしていて、容貌と同じ幼女のそれだった。手足はぷにぷに。お肌もつるすべ。どう見ても一世紀近くを生きてるようには……って、こんなこと考えてるってバレたらひどい目に遭あわされるな。自重しよう。

　で。

















　最も僕の目を釘くぎ付づけにしたのは、氷雨先生の後ろにいる赤いビキニを身につけた四人目の女の子だ。古い言い方をするならトランジスターグラマーって言うのかな。背は低めなんだけど胸がかなり大きい。オナカ回りはほっそりしているけど、ヒップはぷりんとしていた。引き締まるべき部分は引き締まり全体的にはムチムチしてて、身体からだ中じゆうから健康的な美しさを放っている。女の子を体型で判断するなんてどうかと思うけれど、それでも四人の女の子の中では一番僕好みのグッとくるスタイルだと感じた。漫画雑誌の巻頭グラビアに載ったら猛もう烈れつに人気が出そうなタイプ。

　その少女の顔を見て、僕はさらに驚く。

「ま、愛まな火び……!?」

　砂浜に立っていたのは、紛れもなく僕の恋人だった。愛火のヤツ、この頃はスタイルがよくなったと薄々感じてたけど……水着になるとよりハッキリするな。くっそ、愛火だって気付かずに褒めちぎっちゃったよ。って、そんなこと気にしてる場合じゃなくて!!

　僕はデッキチェアから転げるように立ち上がる。

「なんでおまえがココにいるんだよ!?」

　幼なじみは答えなかった。ぷいっと首を横に向ける。

　代わりに氷雨ひさめ先生が元気な声をあげた。

「氷雨が教えてあげる！　恋愛心理研究会の夏合宿は氷雨が企画したんだけどね」

「やっぱり先生の企たくらみですか……」

「その通りっ☆　夏休みなのに学校に閉じこもってるなんて、そんなのつまらないでしょっ？　せっかくだから由ゆう吾ごくんの彼女である愛火ちゃんも呼んでみましたー！」

「なにがせっかくだからなのか！　意味わかりませんよ！」

「夏合宿で思い切りハメを外して、みんなに青春まみれになってもらいたいんだよっ。でも、恋人のことが気になって、由吾くんが全力でいちゃいちゃできないんじゃ困るよネ？　だから、いっそのこと愛火ちゃんも合宿に交ぜてあげることにしたんだ～♪」

　獅し堂どう家の人間ってのは、いつだって突とつ拍ぴよう子しもないことをする。でも、今回のは極めつけだろ！　恋愛心理研究会の活動に愛火を参加させるなんてなに考えてんだ!?

「愛火もなにノコノコついて来てるんだよ」

「むむっ……あたしが来ちゃダメだった？」と唇を尖とがらせる愛火。

「そ、そんなワケじゃないって。夏休み、一緒に遊びに行こうって約束してたぐらいだし。こうして海に来られたのはうれしいよ。でもさ！」

　僕は慌ててフォロー。愛火と恋愛心理研究会の面々が一緒にいることって、実は今までほとんどなかった。だから、調子が狂い気味だったのだ。

「ほ、ほら、ラクロス部だって、夏休みの練習があるだろ？　そっちは大丈夫なのか？」

「平気。お休みもらってきたし」

「ならいいけども。この夏の練習が、公式戦の勝利に繋つながるとかどうとか言ってたろ？　あんまりサボったりしない方がいいぜ」

「ふんっ、由ゆう吾ごに言われなくてもラクロスは頑張るよっ」

　僕の方へ視線を移した愛まな火びは──ぼゎっ──突然、頬ほおを真っ赤にした。

「ゆ、由吾と付き合いだしてから、初めて迎える夏だもん。素敵な想おもい出でをいっぱいつくりたいって思ってたんだよ。そんなときに、いちゃいちゃ合宿に誘ってもらったら参加するに決まってるじゃない！　あたしともいちゃいちゃしてもらうんだからね！」

　みんながいる前で、なに恥ずかしいこと言ってるんだよ、コイツは。

　かあっと顔が熱くなるのを感じる。

　一瞬だけ文庫本から眼まな差ざしを上げて、獅し堂どうがこちらを見た。

「暑苦しいわね、沢渡さわたりくん」

　白い目で赤くなった僕を睨にらむ。なんでコイツまでイラッとしたようすなんだよ？

　佐さ寺てらさんはコホンコホンと咳せき払ばらい。腰に手を当てて僕を睨んだ。

「飛鳥井あすかいさんとお喋しやべりするときは、沢渡さんの雰囲気も変わるのですね。学外とはいえ、風紀委員の前なのです。あまりデレデレしないでくださいますか？」

　なぜか佐寺さんも怒ってるようすだった。形の良い頬がぷくっとふくれてる。

　六む連つれくんは六連くんで、顔を赤くしたり青くしたりしながら震えていた。

「氷雨ひさめさまはどうしてぼくに女の子の格かつ好こうをさせたがるんだ。こんなハダカ同然の姿を沢渡くんに見られるなんて屈くつ辱じよく以外のなにものでもないよ。……くっ、しかし屈辱的なのも悪くない♡」

　多種多様なリアクションを示す僕たちのようすに、氷雨先生はグーを口元に当てて「ふししし」とほくそ笑んだ。

「いいねいいねっ♪　早くも青春の予感だねっ！」

　白砂を蹴り上げて元気よくぴょんと飛び上がり、先生は宣言した。

「それでは！　ヒサちゃん先生プレゼンツ『恋愛心理研究会のいちゃいちゃ夏合宿』！　はっじまっるよ！」

　僕は再び頭痛を感じた。額を手のひらで押さえ、深いため息を吐く。

　こんな風にして、唐突に。

　二泊三日の夏合宿がスタートしてしまったのである。

　氷雨先生に仕えるメイドさんや黒服の人たちが、ビーチパラソルを立てたりトロピカルドリンクを用意してくれたり。果ては食事やスイカ割りの準備、ビーチバレーのコート設営までしてくれた。南国の綺き麗れいなビーチを僕たちだけで独占できる上に、至れり尽くせりなサービスを受けられる。

　獅堂と愛火、そして佐寺さんの間に微妙にギクシャクした空気が流れていることを除けば、これって最高の海水浴なんじゃないか？　と勘違いしそうになったほどだ。

　もちろん氷雨先生の企画した合宿が一ひと筋すじ縄なわで終わるはずがなかったんだけどさ。

　小一時間ほど遊んだ後のこと。

　ビーチパラソルの下、両手に一切れずつスイカを手にして（スイカ割りをして先生自身が叩たたき割わったものだ）、もしゃもしゃと頬ほお張ばっていた氷雨ひさめ先生が提案をした。

「それじゃ、そろそろ最初のいちゃいちゃテーマを発表しよっか！　ビーチに来たら恋人同士は絶対にやらなきゃいけない超定番があるよね？」

　ビーチマットに並んで座ってスイカを食べていた僕と愛まな火びは、思わず顔を見合わせる。

「超定番のいちゃいちゃって……なにかあったっけ？　由ゆう吾ご、わかる？」

「いや、見当もつかないよ。愛火と海に来たらするようなことは、大たい抵ていもうやったよな？」

　マットにお行ぎよう儀ぎよく正座してスイカを食べている佐さ寺てらさんも首を傾かしげる。デッキチェアで黙々と本を読んでいた獅し堂どうも興味を引かれたように顔を上げた。

「決まってるでしょ!?」

　先生は食べ終わったスイカの皮を六む連つれくんに向かって放り投げる。水着姿の執しつ事じ少女は見事にお盆で受け止めた。

「『浜辺で追いかけっこ』だよ♪」

　ああ、なるほど。恋する男女が波打ち際で追いかけっこする。古いドラマなんかじゃありがちな光景だな。

　愛火もコクコクと頷うなずいた。

「カラオケの映像とかで、そんなシーンがよく映ってるよね！」

　いい例えだと思う。カラオケの歌詞を表示してる画面の背景って、なぜか妙に古くさくてベタな恋愛模様だったりするんだよな。

　我が意を得たりと言いたげに、氷雨先生は頷いた。

「そんなわけで、逃げる由吾くんをみんなで追いかけてもらいまーす！」

「僕が逃げるんですか？」

「ただ追いかけっこするだけじゃつまらないよネ！　だから、ご褒ほう美びを設定しちゃおう♪」

　ピッと人差し指を立てて、氷雨先生は可愛かわいらしくウインク一発。

「恋人を捕まえた拍子に、二人で砂浜に倒れ込んじゃってさ。そのまま熱～いちゅーをしちゃうってのがお決まりの流れだと思うの！　だから、由吾くんを捕まえたら、ご褒美として彼がちゅーをしてくれまーす♡」

「「「ちゅ、ちゅー!?」」」

　愛火、佐寺さん。そして、獅堂が同時に声を揃そろえた。

「ほっぺでも口でも、どこでも好きなとこにちゅーしてもらえるってことにしよっか！」

「しよっか、じゃないですよ！　どうして僕がそんなことしなきゃいけないんですか！」

「いいじゃない。治療の一環だしー」

「治療って言えばなんでもすると思うな！」

　すると、氷雨ひさめ先生はロリっ娘こフェイスを酷こく薄はくそうに歪ゆがめた。

「ねえ、由ゆう吾ごくん。きみンちのベスちゃん、不細工だけど人懐こくて可愛かわいいよねえ」

「なに言ってんですか、ベスは世界一可愛い猫ですよ。って、まさか！　ベスを人質……いや、猫質に取るつもりですか!?」

「合宿が終わって帰ったらさ、ベスちゃんのプニプニだった肉球がガサガサになってたら、由吾くんも嫌だよねえ？」

「や、やめてくれ！　お願いですから、ベスには手を出さないでください！」

「ふししし、それじゃ言うことを聞くしかないねえ」

「あんたは鬼だ！　悪魔だ！」

「氷雨は若者を青春まみれにするためなら手段を選ばないのっ！」

　続けて、氷雨先生は愛まな火びに尋ねる。

「愛火ちゃんは、由吾くんにちゅーして欲しいでしょ？」

　幼なじみはビキニの色と同じぐらいに顔を真っ赤にしてうつむいた。両手の人差し指を突き合わせながら恥ずかしそうに頷うなずく。

「そりゃまあ、して欲しいですケド……」

　ちらっと僕の方を見て、眉根を寄せた。

「たとえ、治療とはいえ由吾が他のコとちゅーするとこは見たくないです」

「じゃあ、由吾くんを捕まえるしかないネ♪　……それから、翡ひ翠すいちゃん。きみも由吾くんにちゅーして欲しいよね？」

　佐さ寺てらさんはビクッと肩を震わせた。動揺したようすで首を横に振る。

「い、いいえ。そんな破は廉れん恥ちなことできませんっ」

「そうなの？　翡翠ちゃん、由吾くんのこと気になりはじめてるでしょ？」

　風紀委員長は勢いよく立ち上がり、氷雨先生に食ってかかった。

「そそそ、そんなことはありませんっ！　おかしな言いがかりはやめてください！」

「あれれー？　ずいぶんムキになって否定するねえ？　顔も真っ赤になってるよー？」

　佐寺さんの頬ほおはピンク色に染まっていた。言葉に詰まってしまい「あぅあぅ」と唇を震わせる。

「男性恐怖症を治すのにも役に立つと思うし。真夏のビーチでちゅーするなんて、二人の距離もぐぐっと近づいちゃう気がするなー。佐寺さんも参加した方がいいよ～♪」

　しばらく躊躇ためらっていた佐寺さんは、ふともものホルスターから聖典を引き抜いた。

「さ、沢渡さわたりさんにキスをされるなんて虫むし酸ずが走ります。ですが、風紀委員として女生徒が餌食になるのを看過するわけにもいきません。私が沢渡さんを捕まえることで身代わりになろうと思います！」

「おおっと、そうきたか。むふふん、今はそれでもいいよん♪　……最後に、吹雪ふぶきちゃん。きみは参加するかい？」

「私は結構。遠慮しておきます」

　クールなクラスメイトは『馬鹿馬鹿しい』と言いたげに鼻を鳴らして、再び文庫本を読み始める。

「砂浜を駆け回るなんて……そんなくだらないこと私にはできません」

「あっそ。わかった。じゃ、由ゆう吾ごくんが他の女の子とちゅっちゅするようすをそこで指くわえて見てなよ」

「…………」

　獅し堂どうの頬ほおがわずかに引きつった。額にも血管が浮いている。

　彼女のイラつきが、僕にも伝わってきた。本のページを荒っぽくめくりながら、獅堂は凍りついたような声で命じる。

「参加しないとは言ってません。……六む連つれ。あなたが代わりに沢渡さわたりくんを捕まえなさい」

「ぼ、ぼくがですか!?」

「ええ。これは恋愛心理研究会の合宿。すなわち、青せい春しゆん症しよう候こう群ぐんを治療するための合宿なのよ。沢渡くんの唇に価値なんてないけれど、それが治療の役に立つというなら勝負を受けざるを得ないわ」

　執しつ事じ少女は僕を横目で睨にらむと、悪党じみた嗤わらい顔を浮かべた。

「……吹雪ふぶきさまと沢渡くんをキスさせるわけにはいかない。手を抜かせてもらうとしよう」

　六連くんは執事でありながら、ご主人さまである獅堂に対して禁断の愛情を抱いてるみたいだからな。手を抜こうとするのも当然か。

　まるでその言葉が聞こえていたかのように、獅堂は続ける。

「もしも沢渡くんを取り逃したら、あなたにキツいオシオキをするわよ」

「お、オシオキまでしていただけるんですか♡」

　って、なんでハートマークだよ、六連くん。真夏の浜辺なんていう爽やかな場所に来ても、彼女のドＭ性癖は留とどまるところを知らないのか。

　しかし、オシオキの内容を聞いた執事少女は一気に青ざめた。

「ええ。もし失敗したらあなたを解雇するわ。もう二度と獅堂家の敷しき居いはまたがせません」

「そ、そんな！　それだけはご勘弁ください！」

「クビが嫌ならせいぜい頑張りなさい」

　涙目になって、六連くんは僕を睨にらみ付つけてくる。水色のタンキニを身に纏まとい華きや奢しやな身体からだを震わせている姿は可か憐れんな美少女にしか見えなくて、女の子をイジメてるようなイケナイ気分になってしまう。

「沢渡くん！　この勝負、負けるわけにはいかなくなったよ。命がけできみを捕まえさせていただこう！」

「吹雪ふぶきちゃんと晶あきらくんも参加決定だね！　晶くんが由ゆう吾ごくんを捕まえた場合は、吹雪ちゃんだけじゃなくて晶くんにもちゅーがプレゼントされることにしよう！」

　氷雨ひさめ先生がますます状況が悪化するようなことを言い、愛まな火びの顔が一段と引きつった。

「ちょっと待ってくださいよ！　僕の意志も少しは尊重してもらえませんかね!?」

「それじゃ、レディーゴー!!」

　否いや応おうなしに追いかけっこがはじまってしまった。

　鬼き気き迫せまる表情の六む連つれくんがいきなり飛びかかってくる。愛火と佐さ寺てらさんも同時に僕を捕まえようと手を伸ばしてきた。

　僕は食べ終わったスイカの皮をビーチマットに放り投げ、身を翻ひるがえして立ち上がる。

　サンダルをはくヒマもなく、熱い砂浜を蹴って駆けだした。

　女の子たちもすぐさま僕を追って走り出す。

　今日のいちゃいちゃ──テーマは『浜辺で追いかけっこ』。

　その行為の持つイメージは、とても鮮烈なものだ。

　波打ち際を走る、愛し合う男女。

　スカートの裾すそを持ち上げて、少女が波を蹴立てて逃げる。恋人の愛らしさに思わず微笑ほほえんでしまいながら、少年は少女を追いかける。

　潮しお騒さいと海風、そして目ま映ばゆい陽光が他た愛あいのないじゃれ合いをする二人を包む。

　──ほーら、捕まえた。

　やがて、少年は少女を後ろから抱きしめる。

　そして、砂浜で抱き合う二人。見つめ合って、そっと唇を重ね合うんだ。

　うん。これぞいちゃいちゃの王道って感じだよな。想像するだに『きゃっきゃうふふ』なんて楽しげな声が聞こえてきそうである。

　しかし、僕がやらされている『浜辺で追いかけっこ』は、明らかにそんな甘っちょろいものではなかった。

「ごるぁああああ!!　待ちなさいっ！　あたし以外の女の子に捕まったら承知しないからね、由吾っ!!」

「ダメですよ、沢渡さわたりさん！　私の目の黒いうちは……せ、接せつ吻ぷんなんて破は廉れん恥ちなことは許しません！　どうしてもと言うなら、この私が犠牲になります！　さあ、大人しくお縄を頂ちよう戴だいしなさい！」

「クビになんて、なるわけにはいかない！　沢渡くん、後生だ！　このぼくに捕まってくれたまえ!!」

　三人の女の子たちが、必死の形ぎよう相そうで僕を追いかけてくる。

　誰だれに捕まってもカドが立つ。僕は逃げることしかできなかった。

　部活で走り回っている愛火は恐ろしく足が速い。見る間に距離を詰めてくる。

　ご主人さまを守るために普段から身体からだを鍛えているのか、六む連つれくんも機き敏びんな動きで僕を追ってきた。

　佐さ寺てらさんも脚の長さを活いかしたダイナミックな走りで砂浜を駆けてくる。身体能力の高さに加えて、彼女には保安官だったお父さん譲りの追跡本能みたいなものが備わっているんじゃないかな。女子とは思えないぐらいのスピードだ。

「ぬおおおおおおおおおお!!」

　結果、僕は全力疾しつ走そうを強いられることになった。

　って、おい！　これのどこが恋人らしいいちゃいちゃなんだよ！『きゃっきゃうふふ』なんて笑い声は皆無。聞こえてくるのは絶ぜつ叫きようと怒声だけじゃないか！　ふざけるな！

　氷雨ひさめ先生が手を叩たたいて大喜びする。

「あははは、これぞまさに青春って感じだネ☆」

　海水を蹴り上げて、波打ち際を駆け抜けつつ僕は怒鳴る。

「こんな青春があってたまるか！　つうか、いつまで逃げたら僕の勝ちなんです!?」

「へ？　もちろん、由ゆう吾ごくんが誰だれかに捕まるまで終わらないよ？」

「救いはないのか!!」

　ふと背後に殺気が走った。反射的に頭を低くする。

　一瞬遅れて、六連くんの手が僕の頭上をかすめた。危ねえ！

　砂浜でたたらを踏んだ執しつ事じ少女が、僕を睨にらみ付つけて。

「くっ、獅し堂どう家に伝わる執事神拳、四八の殺人技の一つ──『タックル』をかわすとは！　なかなかやるね、沢渡さわたりくん！」

「ごく普通の技を仰々しく伝承するんじゃねえ！」

「喰くらえば、きみの頭はスイカ割りのスイカのように粉々に割れていただろう」

「そんなに威力があるの!?　危険な技を繰り出すな！」

　振り向きざまに怒鳴った僕の口から、心臓が飛び出るかと思った。

「うにゃああああ！　由吾、止まってっ！」「観念なさい、沢渡さん！」

　追いかけてくる、ビキニ姿の愛まな火びと佐寺さん。

　胸が。幼なじみの巨乳と、佐寺さんの爆乳が。

　お祭りの夜店で見かけるヨーヨー風船みたいに。あるいはドリブルをするバスケットボールみたいに。

　ぽよんぽよんと。ばいんばいんと。たっぷんたっぷんと。

　縦じゆう横おう無む尽じんに揺れまくっていたんだ。柔らかそうな膨らみが、今にもビキニから飛び出してしまいそうである。

　しかも、その四つの膨らみが僕目掛けて迫ってくるのだ。

「うわあああああああ!?」

　あまりのド迫力に僕は絶ぜつ叫きようしてしまった。

「ぎゃはははははは！　どひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！　オナカ痛い！」

　氷雨ひさめ先生は砂浜にひっくり返った。オナカを抱え手足をジタバタさせて大笑い。

　ちくしょう！　なに笑ってんだ、あのロリババアめ！

「──誰だれがロリババアじゃって？」

　ぎゅいん！──瞬間移動かと見み紛まがうほどの速度で氷雨先生が追いかけてきた。

「ぎゃあああ、追っ手が増えた!?」

　全身からどす黒いオーラを撒まき散ちらし、ツーサイドアップの銀髪がうねる。白衣を翻ひるがえし砂埃を巻き上げて迫り狂うようすは、まさに鬼神の如し。

「待つのじゃ！　失礼な発言を撤回せねば、お嫁に行けちゃう身体からだにしてしまうぞ！」

「お嫁に行けちゃう身体!?　僕にいったいなにする気だ!!」

　氷雨先生も含めた四人の女の子に追われ、僕は砂浜を逃げまどう。

「あたし以外の女の子とちゅーしていいはずないでしょ!?　由ゆう吾ごのアホー！」

「喰くらえ！　執しつ事じ神拳、四八の殺人技の一つ──『砂』!!」

「きゃあっ！　ビキニが外れてしまいました！　沢渡さわたりさん、私を脱がせてどうするつもりですか!?　この性犯罪者！」

「こらっ!!　誰が明治生まれじゃ！　訂てい正せいせぬかあああああ!!」

　白砂の輝くビーチに怒ど号ごうと悲鳴が飛び交う。透き通った海を渡る爽やかな潮風とは、あまりにかけ離れた不毛な鬼ごっこ。駆け回る僕たちを真夏の太陽が焦がしていく。

　ただ一人、ビーチパラソルの下で優ゆう雅がに本を読んでいる獅し堂どうが、ぱらりとページをめくりつつ呟つぶやいた。



「暑いわね、夏って」





　　　　×××



「はあ、すごいな。これは……」

　夜。合宿所へ戻ってひとっ風呂浴び、学校指定のジャージに着替え、妹や両親に電話で連絡を取った後のこと。

　僕はエントランスホールの二階にある手すりにもたれかかって、大きなため息を吐いた。

　合宿所の外観は瀟しよう洒しやな洋館のようだと思ったけれど、内部は想像以上のゴージャスさだ。

　エントランスの吹き抜け部分だけでも僕の家がすっぽり収まりそうな広さ。廊下には赤い絨じゆう毯たんが敷き詰められ、頭上にはシャンデリアが煌きらめいている。壁には高価そうな絵が飾かざられており、至る所に大理石の彫ちよう像ぞうが建っている。社交界のダンスパーティでも催もよおされそうだ。こんな学校のジャージ姿じゃ、ドレスコードでつまみ出されかねない雰囲気である。

　ついさっき入ったお風呂も、凄すさまじく豪華だった。各部屋に石造りのジャグジーが備え付けられていたのだ。高級ホテルのスイートルームも真っ青である。

　少なくとも高校生の部活の合宿で使っていいレベルの建物ではないよな……。部活の合宿って言ったら、普通はボロっちぃ民宿みたいなとこでやるものだ。

「おっ、由ゆう吾ごくんも風呂上がりかいっ？」

　と、後ろから声を掛けられた。振り向いた僕はぎょっとしてしまう。

「な、なんつー格かつ好こうしてるんですか、氷雨ひさめ先生」

　氷雨先生はぱんつプラス白衣という奇妙な格好をしていた。

　ドロワーズっていうのかな。ふんわりとしたカボチャぱんつみたいなものをはいていて、上半身はハダカ。首から掛けたバスタオル＆白衣で胸元を隠している。

　風呂上がりなのか、銀髪がしっとりと濡ぬれていた。

「服を着てください。風邪ひきますよ？」

　ウチの妹もお風呂上がりに似たような格好でウロウロしていることがある。それと大差ない。こんな幼い風ふう貌ぼうの氷雨先生にドキドキすることはないけど……目のやり場に困ってしまう。

「いいじゃないの。ここは氷雨の別荘の一つでもあるんだし～」

　腰に手を当て、ビン入りのいちご牛乳を傾ける氷雨先生。

「ぷはぁ！　うまいっ！　お風呂上がりの一杯は最高だよネっ☆　このために生きてるって感じっ！」

「…………」

『おっさんか！』なんてツッコミを入れたくなるが、そんなことを言えばまた怒られるだろう。僕は鉄の精神力で口を閉ざした。

「それにしても、今日のいちゃいちゃは傑けつ作さくだったね！」

　暑いのだろうか。白衣の裾すそをぱたぱたしながら、先生は笑った。

「あんな衝撃のラストが待ちかまえてるとは思わなかったよ！」

　今日のいちゃいちゃ──浜辺で追いかけっこ。

　誰だれに捕まっても話がこじれそうだ。しかし、誰かに捕まえられなければ逃走劇は終わらない。そこで僕は一計を案じた。

「まさか、追っ手をうまく誘導して、四人同時に捕まえさせるとは……。なかなかやるね、由吾くん。ナイスな判断と実行力だよ！」

「それ以外に丸く収める方法はなかったでしょうが！」

　で、結局僕は、氷雨先生と獅し堂どうも含めた五人全員にキスをすることになった。

　もちろん、唇にキスなんてできない。だから、ほっぺで勘弁してもらったんだけど、真っ昼間のビーチで同級生の頬ほおにキスして回るというのは……ああ、くそっ。思い出すだけで恥ずかしいよ。顔から火が出そうだ。

「氷雨ひさめは口にちゅーしてくれてもよかったんだけどな～♪　由ゆう吾ごくんてば恥ずかしがり屋さんだねぃ」

「そもそも、なんで氷雨先生にもキスしなきゃいけない流れになってたんですか？　意味がわかりませんよ」

「その方が面白そーじゃない♪」

「何事も面白半分で決めないでください！　この合宿もそうですけど……。巻き込まれる方の身も考えて欲しいですよ……」

　いちご牛乳を飲み干した先生は、空き瓶を手すりに置いた。そのまま手すりにもたれかかり、ニマニマと僕を眺める。

「実を言うとね、由吾くん。この合宿は面白半分ではじめたものじゃないんだ。ちょっとした理由があってはじめたものなんだよ？」

「理由、ですか？」

「うん。恋愛心理研究会の活動内容には『生徒たちの恋のお悩みを解決しちゃうゾ☆』ってのも含まれているのは、由吾くんも知ってるよね？」

「氷雨先生が部長をしていた頃は、盛んに相談を受け付けてたらしいですね」

　吹雪ふぶきは他の生徒と関わるのを避けているから、そんな活動は行ってない。

「でねでね、今回の合宿は『とある生徒の恋のお悩み』を解決してあげるために企画されたものなんだ♪」

「とある生徒の悩み……？」

「ほら、部外者が一人だけ参加してるでしょ？」

　気付いた僕は、思わず氷雨先生に詰め寄ってしまった。

「ま、まさか、愛まな火びですか!?」

「そのとーりー！　愛火ちゃんが保健室にやって来てね、氷雨に恋愛相談をしてくれたんだよ。だから、この合宿に愛火ちゃんを呼んであげたんだ♪」

　愛火が恋で悩んでいる。

　それはつまり、恋人である僕との関係で苦悩しているってことだ。愛火のヤツ、なにを悩んでるっていうんだよ？　悩んでる素そ振ぶりなんて、ちっとも見せてなかったのに。

「教えてください、アイツはなにを悩んでるんですか!?」

「それは教えられないよ！　ここでバラしちゃったらフェアじゃないからね♪」

　氷雨先生は心の底から楽しそうに、僕の顔を覗のぞき込こむ。

「お節介焼きでお兄ちゃん属性なきみのことだもん。大事な恋人が悩んでるって聞かされて気が気じゃないだろうね。でも、愛まな火びちゃんを問いただすようなマネもしちゃダメだよ。それじゃなにも解決しない。由ゆう吾ごくんが自分で気付かきゃ意味がないことなんだ」

「僕が気付かなきゃいけない……？」

　ひょっとして僕は、気付かないうちに愛火を傷つけているのだろうか……？　アイツが悲しむようなことをしでかしているのだろうか……？

　よろめくように、僕も手すりに寄りかかる。先生は僕の肩にぽんと手を置いて。

「このまま投げっぱなしってのも可哀かわい想そうだからヒントをあげようかな」

　続けて発された言葉は、僕の胸でわだかまっていたものを吹き飛ばすのに十分な破壊力を持っていた。



「由吾くん、どうしてきみは愛火ちゃんとえっちなことしないの？」



「……はあ!?　ど、どうしてってそれは、やっぱり、その、僕たちにはまだ早いっていうか……。アイツに嫌な思いはさせたくないし……」

「嫌な思いをさせたくない、か……。ふーん、実に由吾くんらしいセリフだね。優しいよ。優しすぎて参っちゃうくらい」

　意味ありげに笑って、氷雨ひさめ先生は口撃を続ける。

「愛火ちゃんってば、氷雨が見てもわかっちゃうぐらいにＯＫサインを出しまくってるよね？　それなのに、どうして手を出そうとしないのかな？　かなかなっ？」

「ＯＫサインが出まくり？　僕には感じないですけど……っていうか、ええっ？　ええええええっ!?」

　驚いて顔を上げる。その鼻先に、氷雨先生はぴとっと人差し指を当てた。

　先生の顔は幼女のそれなのに、そのときはなぜか、とても大人びて見えた。教え子を教え諭さとすに相応ふさわしい、教師然とした表情で語りかける。

「さあ、青少年。存分に悩むといいよ。悩んで悩んで悩んだ分だけ。迷って迷って迷った分だけ。きみたちの日々は輝きを増すんだからね。青春ってのは、そういうものなのさ」

　可愛かわいらしくウインク一発。白衣の裾すそを翻ひるがえし、牛乳瓶を手に氷雨先生は去っていった。

　残された僕は、立ちつくすことしかできない。

　アイツの悩みって、そーゆーことなの!?　愛火のヤツ、僕と……え、えっちなことをしたがっているというのか!!　いや、でも、そんな、まさか。あり得ないだろ、愛火のヤツがそんなことしたがってるなんて……。

　苦悩する僕に追い打ちをかけるように──

「あっ、由吾！　こんなとこにいたんだ！」

　愛火が小走りに駆け寄ってきた。

「ぎゃっ!!」

　思わず悲鳴をあげて飛び上がる僕。心臓が口からまろび出るかと思ったぞ。

「むー、悲鳴あげるなんて失礼だー」

「きゅ、急に声を掛けられたら誰だれだってビビるだろ」

　愛まな火びも湯上がりなのだろう。肌は上気し、栗くり色いろの髪もしっとり濡ぬれていた。ほこほことしている幼なじみは可愛かわいくて、それでいて色っぽい。ぴちっとしたＴシャツに学校指定のジャージのズボンという色気もそっけもないはずの格かつ好こうなのに、今の僕にはなんだかセクシーに見えた。

　無邪気に飛び跳ねて、愛火は微笑ほほえむ。

「ねーねーねー！　お部屋すごかったね！　お風呂も大きくてびっくりしちゃった！　六む連つれくんに聞いたんだけど大浴場もあるらしいよ！　明日は一緒に入ろっか？　なんちてなんちてー！」

　愛火と六連くんは同じクラスだ。一応、顔見知りだからくん付けなんだろう。って、今はそんなことはどうでもよくて！

「い、いいい、一緒にお風呂に入るってのか!?　それは大胆すぎやしませんかね？」と、僕は思わず敬語。

「え？　ちっちゃい頃から、一緒に何度もお風呂に入ってるじゃない。久しぶりに背中流してあげるよ。えへへ、もちろん水着をつけてだけどねっ！」

「そりゃ、そうだよな。あは、あははは」

　氷雨ひさめ先生に妙なことを聞いたせいか、愛火のことを意識してしまう。心臓がうるさいぐらいに高鳴った。

「合宿するっていうからトランプとか持ってきたんだよ！　あたしの部屋で遊ぼっ！」

　そう言って愛火は僕の腕を抱きしめてくる。

　もにゅっ♡──Ｔシャツに包まれた胸に僕の腕が埋まった。

「ぎゃっ!!」

「どしたの？　また悲鳴あげて？」

「な、なんでもないよ……」

　笑顔が引きつっているのが自分でもわかる。全身から脂汗が滲にじんだ。

　愛火の胸って、こんなに柔らかかったか？

　腕なんて何度も組んでるはずなのに今までと感触が違うぞ。

　脳内に昼間見たグラビアアイドルみたいな幼なじみの水着姿が浮かんできて。妄想の中の愛火はゆっくりとビキニの肩かた紐ひもをズラしたりして──ぬおおお！　悪あつ鬼き覆ふく滅めつ！　悪あく霊りよう退たい散さん！

　かぶりを振って、僕は悪あしき煩悩を追い払う。

　そんな僕に気づきもせず、幼なじみはニコニコ顔で僕を引っ張って歩いていく。

　愛まな火びが悩んでいるようにはとても見えない。氷雨ひさめ先生のことだから、僕をからかっただけなのかもな。恐らくは、その可能性が高い。

　でも──僕は思う。

　間違いなく、今夜は悪い夢を見るだろうな……。








　　　夏の大胆フェア







　夏の日の午前中というのは、気持ちがいいものだ。

　ちっちゃい頃から勉強が嫌いな僕だったけれど、夏休みの午前中だけはちゃんと宿題をやっていた気がする。

　早朝にラジオ体操に行って。午前中の涼しい時間帯にアイスを食べながらちょこっと夏の宿題をやって。午後のうだるような暑さの中、愛火と一緒にプールに行って。秘密基地を見回って。遊び疲れて夕方まで二人でお昼寝。それが小学生時代の夏休みのよくある日常だった。

　高校生になって、僕を取り巻く環境は大きく変化した。今の僕は夏休みの絵日記をつけたりしないし、秘密基地でセミ取りもしない。

　しかし、『夏の日の午前中』が持っている心ここ地ちよさは幼い頃と変わらないな。

　特に──ベンチに腰掛けた僕は頭上を見上げる。

　柔らかな日差しが緑の木々を輝かせていた。

　木陰で涼しい風を浴びている時の気分のよさは格別だと思う。

　ましてや、軽い運動をして心ここ地ちよい汗をかいた後だとくればなおさらだ。

　ゆっくりと視線を下ろす。眼前には見事に整備されたテニスコートが三面も広がっていた。驚くべきことに、恋愛心理研究会の合宿所にはテニスコートまで備えられているのだ。

　プライベートビーチだけでなく、合宿所の裏手にある山が丸ごと獅し堂どう家の敷地なのである。林間には遊ゆう歩ほ道どう。大きな湖にはボートハウスまであるらしい。

「どうぞ、沢渡さわたりさん」

　ベンチの隣に座っている佐さ寺てらさんが、タオルとドリンクの入ったボトルを差し出してきた。彼女はテニスルックに身を包んでいる。白いポロシャツと同色のミニスカート。いつも通り、ふとももには生徒手帳の入ったホルスター付き。

　ちなみに、僕もテニスルックだ。ポロシャツとハーフパンツ。長袖のパーカーを羽は織おってる。って男の格かつ好こうはどうでもいいか。

　佐寺さんの全身から弾はじける健康美と、今にも弾けそうな胸元の膨らみに目が眩くらみそうになりつつも、僕はお礼を言って受け取った。

「ありがとう。助かるよ」

「お礼なら獅堂先生にお伝えください。私が用意したものではありません。先生が準備してくださったものなのです」

　生真面目にそう答えた佐寺さん。傍らのバスケットからタオルを取り出して、首筋に伝う汗を拭ぬぐう。

「テニスをしたのは久しぶりでしたが楽しいものですね」

　そう。僕たちは夏の日の午前中に、テニスに興じていたのだ。我ながら、なんとも優ゆう雅がな夏休みの過ごし方だな。

　こんなことをしているのは、もちろんいちゃいちゃの一環である。

　早朝。氷雨ひさめ先生が全員を叩たたき起おこして無む理り矢や理りにラジオ体操をさせた後で（無論、獅堂は不参加。朝は弱いらしい）、朝食を食べながらこんなことを言い出したのだ。



　──さてさて、それじゃ今日のいちゃいちゃを発表しまーす！

　夏！　そして、恋！　この二つから、みんなはなにを思い浮かべるかな？

　氷雨はね、『ひと夏の甘い経験』なんて言葉を思い出しちゃうんだー☆

　夏の陽気に誘われると、愛し合う男女はちょっぴり大胆になっちゃうものだもんネ♪

　そんなわけでー、今日のいちゃいちゃ──テーマは『ちょっぴり大胆』ということにしまーす！

　……え？　なになに？　テーマがざっくりとしすぎだって？

　あはは、深く考えなくてもいいんだよぅ。今日は部員一人ずつ時間を区切って、由ゆう吾ごくんと二人きりで過ごしてもらうよ。合宿所には遊び場がい～っぱいあるから、好きなように自由に過ごしてねん♪

　んでんで、女子たちはそこでちょっぴり大胆な行動を心がけてみて！　そしたらきっと、夏の暑さが味方してくれて、いちゃらぶ～んな展開になっちゃうと思うから！

　治療に大いに役立つと思うし、ひょっとしたら恋のお悩みなんかも解決しちゃうかもしれないなー！　にししし、頑張ってねん♪



　まあつまり、平たく言えば女の子たちは『自由行動』ってことだな。僕は彼女たちに付き合って順番に一緒に過ごすってことらしい。

　自由行動をする中でちょっぴり大胆に振る舞うよう心がければ、夏の陽気とあいまって恋人らしいドキドキな展開に突入しちゃうに違いない──というのが氷雨ひさめ先生の弁である。

　そんなもんだろうか？　と疑問に思わなくもない。だが、氷雨先生が設定するテーマにしては、かなりマイルドだ。初日の追いかけっこみたいなハチャメチャなテーマと比べたら、だいぶマシだろう。

　ちなみに。

　トップバッターは六む連つれくんだった。彼女も部員として参加を強制させられたのである。

　執しつ事じとして雑務もこなさなきゃいけない六連くんは、遊んでいるヒマがあまりないらしい。だから、遊ゆう歩ほ道どうを軽く散歩してお茶を濁にごすこととなった。

『ちょっぴり大胆に振る舞う』というルールを満たすために、彼女が取った行動は『女装』。いや、元々女の子なんだから『女装』と呼ぶのもおかしな話なんだけどさ。

　先生が見立てた服は清せい楚そな雰囲気のキャミソール風ワンピース。華きや奢しやな体型の六連くんにはめちゃくちゃ似合っていて、どこからどう見ても可か憐れんな乙女にしか見えなかった。

　とは言え、服装が女の子っぽくなっても、中身は六連くん。

『ああ、散歩の相手が吹雪ふぶきさまであったなら……ついでにぼくに首輪をつけて引き回してくださるなら……想像するだけで最高の一時となっただろうに♡　どうして沢渡さわたりくんなんかと散歩しなきゃいけないんだい。……あ、ちょっと沢渡くん、そこに生えてる毒々しいキノコを囓かじってみてくれないか？』

　なあんて、いつもの彼女らしいことをブツクサ呟つぶやき続けてたっけ。真夏の朝の遊歩道という爽やか極まりない場所で、よくもまあ物ぶつ騒そうかつ変態的な発言ができるものだと感心してしまったほどである。

　ところが。

　夏の魔力というかなんというか。散歩の途中で思いがけない出来事が起こった。

　木の上からコガネムシが落ちてきて、六連くんの胸元に飛び込んでしまったのだ。

『きゃあああん！　沢渡くん、ぼくは虫だけは苦手なんだ！　わあっ、服の中で動いてる！　取って！　早く取ってええええ！　ひゃああああん！』

　泣きながら抱きついてくる六む連つれくんに驚きつつ、彼女の服に手を突っ込んで虫をつまみ出してあげるハメに陥おちいった。半泣きの六連くんを助けてあげるために必死だったから気付かなかったけど……女の子のワンピースに手を突っ込むなんて、我ながら大胆なことをしでかしたものだ。

　その後、六連くんは急激に大人しくなってしまった。

　僕のシャツの裾すそをぎゅっと握り、ビクビクと震えながら後ろをついてくる。

『い、いいかいっ！　ぼくから離れたら承知しないからね！』

　怯おびえきっている六連くんのようすは、とてつもなく可愛かわいくて。あまりの女の子らしさに僕はなんだか胸がきゅんとしてしまった。

　六連くんにとっては散々な朝の散歩となってしまったけれど。

　合宿所へ戻った瞬間に僕のシャツから手を離した彼女は、小さな声でこんなことを呟つぶやいていた。

『……一応、礼を言っておくよ。沢渡さわたりくんも少しは頼りになる面もあるようだ。きみの死を願うときは、これからは苦しまずに死ねる方法を望むようにする』

　六連くんの頬ほおは真っ赤に染まっていて、そのようすがまた猛もう烈れつにキュートで。

　……うん。こんな展開になることを予想していたとするなら、氷雨ひさめ先生の慧けい眼がんは恐るべしと言うほかあるまい。

　そんでもって。

　六連くんの次が、佐さ寺てらさんの番。彼女は僕をテニスに誘ってくれたのだ。

「佐寺さん、テニス上手だよな。子どもの頃からやってたんだっけ？」

「はい。ママがテニスの経験者だったので、少し教えてもらったんです」

　一方の僕はテニス未経験。テニス部の連中にラケットを借りてちょろっと遊んだことがあるだけで、まともにプレイしたことはない。佐寺さんにレッスンをしてもらって、なんとか簡単なラリーができるようになったレベルだ。

「沢渡さんも初めてだというわりにはお上手でしたよ」

「いや、佐寺さんの教え方がうまいんだと思うよ。おかげで初心者の僕でも楽しめたし」

　初めてのテニスは、かなり盛り上がった。

　佐寺さんがラケットを振るたびにテニスウェアに包まれた爆乳が弾み、ボールを追いかけるたびにスカートが翻ひるがえって純白のアンダースコートがチラ見えしていた。そういう目に毒な部分を差し引いても気持ちのよい汗が流せたと思う。

「そう言っていただけると、私も誘った甲か斐いがあります」

　そこでふと気になって、尋ねてみた。

「……ところで、今日のテーマは『ちょっぴり大胆』だったよな。どこか大胆な部分があったっけ？」

　すると、佐さ寺てらさんはかあっと頬ほおを染めて、ミニスカートの裾すそを手で押さえた。

「獅し堂どう先生は、大胆さをアピールするためにアンダースコートをつけずにテニスをしてはどうかとアドバイスしていました」

「いいっ!?」

　アンダースコートというのは、言うまでもなく下着の上につける『ブルマ』みたいなものだ。それをはかないということは、つまり、プレイ中にチラ見えしていたのは生パンということに……。

「も、もちろん、アンダースコートを着用しています。普通の下着でプレイするなんて、そんな破は廉れん恥ちなこと私にはできません！」

　ひそかに胸を撫なで下ろす僕。佐寺さんは性的な知識が乏しい上に、恐ろしくチョロい。あり得ないような嘘うそでも簡単に信じて、いかがわしいことをさせられてしまうのだ。

　佐寺さんは素早く生徒手帳を引き抜き──ぱちん！──指を鳴らすように中を開いて、僕の鼻先に突きつけた。

「スポーツというのは神聖なものです。獅し子し神がみ学がく園えんに通う生徒の心得として『運動を通じて健全な精神と肉体を育むこと』が校則の前文に記されています。と、く、に！　沢渡さわたりさんのような不ふ埒らちなことばかり考えている男子生徒はスポーツに打ち込むべきですっ」

　夏休みになっても、鋼鉄の風紀委員っぷりは健在だ。美しい碧みどり色の瞳。その眼まな差ざしはどこまでも真面目で凜り々りしいものだった。

　しかし、ふいに彼女の面差しが和らぐ。生徒手帳をホルスターに戻しながら続けた。

「そもそも、ですね。私にとっては男子生徒と一緒にいること自体が、とても大胆なことなのです。こんな森の中にあるテニスコートで二人きり、なんて……」

「そう言えばそうか。男性恐怖症も少しはよくなってきたのかな？」

「いいえ。男の子はまだ怖いです。平気なのは沢渡さんだけですね。……あなたなら、なにかあっても守ってくださるような気が……」

　そこまで言いかけて、佐寺さんはハッと口をつぐんだ。

「か、勘違いしないでくださいね！　沢渡さんに心を許したわけではありません！　あなたが監視対象であることは変わりないのですから！　この性犯罪者！」

　慌てたように付け加えた風紀委員はわざとらしい咳せき払ばらいを何度もした。

　ツンケンした表情のまま、ちょっぴり頬を染めて続ける。

「実はもう一つ、今日は大胆なことをしてみようと思うのです」

「……ま、まさか、氷雨ひさめ先生になにか入れ知恵されたんじゃないだろうな？」

　先生が企たくらんだことなら内容を聞く前に遠慮させてもらうところだ。どうせロクなこと考えないだろうしな。

　しかし、佐寺さんは首を横に振った。

「いいえ、違います。実は個人的に、以前からやってみたいと思っていることがありまして。良い機会ですから挑戦させて欲しいのです」

「だったら、構わないよ。僕にできることなら協力させてもらう」

　姿勢を正した佐さ寺てらさんは、改まった調子で切り出した。

「では、お話しします。親しい関係にある男女というものは、お互いをファーストネームで呼び合うそうですね。私も、そんな風に男の子を呼んでみたいのです！」

「ファーストネームってのは……つまり、下の名前のことだよな。お互いを名前で呼び合ってみたいってこと？」

　ものすごく真剣な表情で、大きく頷うなずく佐寺さん。僕は思わず噴き出してしまった。

「どうして笑うのですか！」

「いや、やけに改まってるからなにを言い出すかと思ったら……意外と普通のことだったからさ」

　僕はクラスメイトは名字で呼び捨ててるし、特別仲がいいやつは名前の呼び捨てだ。愛まな火びとも名前で呼び合ってる。

　佐寺さんは微かすかに頬ほおを膨らませて。

「まったく普通ではありませんっ。私はこれまで、一度だって他の生徒を名字以外で呼んだことがないのです。私にとっては大それたことなんですよ！」

「ごめんごめん。笑って悪かったよ。早速やってみようか」

　気軽にＯＫする。名前で呼び合うぐらいならお安いご用だもんな。

　しかし、佐寺さんはどこまでも深しん刻こくなようすだった。幽霊屋敷のドアを開ける瞬間みたいな緊張の面おも持もちで頷く。

　そして、胸元に拳を当てながらベンチに座り直し、僕の方へ近寄ってくる。

　佐寺さんからシャンプーの甘い香りが漂ただよってくる。それと同時に緊張感まで伝わってきて、僕までなんだかドキドキしてしまった。

「そ、それでは試してみますね……」

「お、おう……」

　唇を震わせて、何度も何度も躊躇ためらった後で。

　碧みどり色の瞳でこちらを真まっ直すぐに見つめて、佐寺さんは小さな声で僕の名前を呼んだ。

「……由ゆう吾ごさんっ」

　僕も風紀委員の下の名前を呼び返す。

「……翡ひ翠すいさん」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　長い長い沈黙。セミの声と小鳥のさえずりだけがテニスコートに響き渡った。

　どのくらい、そんな風に見つめ合っていただろう。

　チンっ♪──心のどこかで、電子レンジの温めが終わる音が確かに聞こえた気がした。

　僕と佐さ寺てらさんの──いや、翡ひ翠すいさんの顔が同時に赤く染まったんだ。たぶん、頭からは湯気が上がっていたと思う。

　ほっぺを真っ赤に染めて風紀委員はうつむいた。

「と、とても照れくさいですね……」

「ただ名前を呼ぶのが、こんなにこっ恥ずかしいとは思わなかったな……」

「は、恥ずかしいですけれど……」と呟つぶやいて、翡翠さんは赤く染まった頬ほおに両手を当てる。

「なんだかうれしいです。ウチのパパとママは、ファーストネームで呼び合っていました。私にもそんな風に呼び合える人ができたらいいなって……子どもの頃は思っていたんです。男の子のことが苦手になってしまって、そんな夢は諦めていましたが……」

　翡翠さんは僕を見つめて、幸せそうにはにかむ。

「あなたのおかげでまた一つ夢が叶かなってしまいました。思い切って恋愛心理研究会に入って治療をはじめてよかったと思います」

「お、お役に立てたならなによりだよ。あは、あはははは」

　笑おうと思ってもうまく笑えなかった。声がうわずってしまう。顔が引きつっているのが自分でもわかった。

　翡翠さんは超高校級にセクシーなボディを持つ美少女だ。そんなフェロモン全開の翡翠さんが、名前を呼び合えたぐらいで喜んじゃうなんて。色っぽさと初々しさのギャップの激しさに、僕は打ちのめされそうだった。

　──可愛かわいいっ！　翡翠さん、可愛いっ！

　身み悶もだえするほどに、そう思う。反則だろ、これ。

　照れくささのあまり隣に座っていることに耐えられなくなったのだろう。翡翠さんはテニスラケットを抱えて立ち上がった。

「お、お昼まで時間がありますっ！　せっかくですから、もう少しテニスをしませんか、沢渡さわたりさん」

「……あれ？　翡翠さん、これからは下の名前で呼び合うんじゃなかったの？」

　すると、風紀委員の少女は慌てたように首を横に振った。

「違います！　ずーっと呼び合うわけではありませんよ！　そ、そんなことしたら、赤ちゃんができてしまうではありませんか！」

「いやいや、待ってくれ、翡翠さん。名前を呼んだぐらいじゃ妊娠したりしないって」

「や、やめてください！　あなたに名前を呼ばれるだけで、こんなに胸がドキドキするんですっ！　ママになっちゃうに決まってます！」

　翡ひ翠すいさん──もとい、佐さ寺てらさんはミニスカートの裾すそを翻ひるがえして両脚をジタバタさせた。

　相変わらずの性的知識の乏しさもまた、ウブっぽさを助長させていて。テニスウェアに包まれた胸はたゆんたゆんと揺れていて。

「……沢渡さわたりさん、オデコを押さえてどうしたのですか？　具合でも悪いのでしょうか？」

「だだだ、大丈夫だよ。心配しないでくれ。あは、あはははは」

　佐寺さんのあまりの可愛かわいさに頭がクラクラした、なんて答えられるはずがないよな。



　　　　×××



　昼過ぎ。食事の後は、愛まな火びと二人でプライベートビーチへ出掛けた。

　だだっ広い砂浜に、ぽつんとビーチパラソルが一つ。広げられたビーチマットに僕と愛火が並んで座っている。

「プライベートビーチなんて、すっごい贅ぜい沢たくっ！　……て、思ってたんだけどさ」

　氷雨ひさめ先生が持たせてくれたバスケットを漁あさりながら、きょろきょろと辺りを見回す愛火。周囲には一切の人影がない。見渡す限り美しい砂浜と海が広がっている。事故防止のために獅し堂どう家の使用人がごくたまに巡じゆん回かいするらしいけど、今は誰だれもいなかった。

　雑音が少ないせいか、寄せては返す波の音が地鳴りのように大きく聞こえる。

「こんなに人ひと気けがないと、ちょっぴり寂さびしいね」

　浮き輪を膨らませつつ僕は頷うなずいた。

「そうだな。僕たちが毎年行ってる海はもっと賑にぎやかだもんな」

「ビーチマットを敷くスペースを探すのもまず一苦労でさ～」

「そうそう。海の家から大音量でサマーソングが流れてきたりして……」

「まっっっずいラーメンが浜辺で食べるとやけに美お味いしく感じられたりするんだよね♪」

「それと、焼きもろこしとブルーハワイのかき氷な。無駄にうまいんだ」

「シャワーが有料のくせにショボくって、あんまりお湯が出なかったりして！　帰りはサンダルの中が砂でジャリジャリしちゃうの！」

「帰りの電車は二人とも疲れ果ててて、駅を寝過ごしちゃうんだよな」

「あるあるあるあるっ！」

　海水浴あるあるで盛り上がる僕たち。毎年のようにコイツとは海に行ってるからネタには事欠かない。

「プライベートビーチって憧れだったけど庶民なあたしには向いてないのかも。……あ、ヒサちゃん先生！　気が利いてるぅ！」

　バスケットの中から愛火は小型ラジオを取り出した。寂しい雰囲気になるであろうことを見越してラジオを忍ばせておいてくれたようだ。

　愛まな火びからラジオを受け取りスイッチを入れてみた。電波状況があまりよくないのかチューニングを変えても雑音ばかり。鮮明に聞こえるのは一局だけのようだ。《ＳＤＨＳ》とかいう聞いたこともないラジオ局。でも、派手めなサマーソングを流していたから、この周波数のままでいいかな。

　夏っぽい曲が浜辺に響き渡り、物もの寂さびしい雰囲気は和らいだ。ＢＧＭをかけただけで潮風の爽やかさや太陽の煌きらめきまでもがパワーアップした気がするのが不思議だな。

「いいねいいね♪」

　タオルやドリンクを用意した後、愛火はバスケットからプラスチックの小瓶を取り出した。水戸黄門の紋もん所どころみたいに小瓶を僕に突きつけて。

「準備ＯＫ！　んじゃ、日焼け止めの塗り合いっこしようっか」

「……あ～、遠慮しとくよ。自分でやってくれ」

「なんでよ！　毎年やってるじゃない！」

　僕は人差し指で頬ほおを掻かきながら愛火の方をチラ見した。

「だって、愛火……今年の水着、なんつーか派手すぎじゃないか？」

　幼なじみが身につけているのは、昨日と同じくビキニタイプの水着だ。

　しかし、昨日のものより格段にセクシーさがアップしてる。

　色は白。ゴスロリのドレスみたいにフリルとリボンで飾かざられた可愛かわいらしいデザイン。首元と片方のふとももに白いポンポンがついたリボン風の飾りがついてるのも、これまたキュート。

　でも、布地の面積がやけに狭くて、下チチや横チチが盛大に露出している。ボトムの方もフリフリな飾りが可愛いんだけど……ローレグ＆布地が小さいせいで、おへその下のかなり際どいところまで見えてしまってる。おしりの方も割れ目の上が見えちゃいそうだし、ほっぺた部分の大半が布地から飛び出していた。可愛いデザインと露出度の高さが反比例していて、恐るべきエロ可愛さだった。

　照れくさそうに胸元を手で隠して「にひひ」と笑う愛火。

「今日のテーマは『ちょっと大胆』なんでしょ？　だから、頑張っちゃった。人がたくさんいる海水浴場じゃ、絶対にこんな水着つけられないよ～」

　首からぶら下がってる白い二つのポンポンを指先で弾はじいて。

「ポンポンの形で日焼けしたら困っちゃうもん。日焼け止め塗るの手伝ってよね！」

　愛火はぴょんと立ち上がると……うおっ!?　ビーチマットの上であぐらをかいている僕のふとももに座ってきやがった!?

　水着越しに愛火のおしりの感触が伝わってきて、僕の背筋が強こわばる。周りに誰だれもいないってわかってるはずなのに、思わず辺りを見回してしまった。

「ちょっ、愛まな火び！　近すぎるだろ！」

「え～？　いつもこんな感じじゃない？」

　……そういえば、そうか。電車に乗るとき、バスに乗るとき。公園のベンチに座るとき。カラオケで唄うたってるとき。ファミレスやファーストフードでダベるとき。

　大たい抵ていの場合、コイツは僕の隣にくっついて座るんだ。交際をはじめる前からずっとそうだった。「くっつきすぎ。邪魔だぞ」なんて僕がツッコミを入れると「疲れたから寄りかかりたいのー」と言い訳してたっけ。

　寄り添っているのが僕たちのいつもの距離感だったのに、今日はやけに心臓が高鳴ってしまう。おしりの重みも妙に生々しく僕にのしかかってきた。

　……うう。こんな風に感じるのも、氷雨ひさめ先生にアレな話を聞いたせいだろうか。僕が手を出さないことを愛火が悩んでるかもしれないっていう、例の話。

「それじゃ、背中はよろしくねっ。くすぐったりしちゃダメだよ！」

　有無を言わさず日焼け止めを渡される。

　白はく濁だくした液体を手のひらに取り、愛火の背中に塗りつけてあげた。

「ひゃんっ♡」

「へ、ヘンな声を出すな！」

「うっさい！　冷たかったんだから、仕方ないでしょ!?　紐ひもの下のとこもちゃんと塗ってね！」

















　プレゼント用ラッピングのリボンみたいな可愛かわいらしいビキニの紐ひも。その下に手を滑らせ、日焼け止めを塗ってあげる。幼なじみの背中は透き通るように白くてスベスベ。僕の心臓はさらに鼓こ動どうを速めてしまう。

　そんな風に日焼け止めを塗り合って、僕たちは海水浴を楽しむこととなった。

　毎年のように海に来てるから、やることはあまり変わらない。

　ビーチボールで遊んだり。浮き輪を使って波間を漂ただよってみたり。ナマコを踏んづけては絶ぜつ叫きようして、クラゲを見つけては大騒ぎして。

　例年通り、愛まな火びと大騒ぎした。綺き麗れいなビーチを独占できる分、今年はハメを外してはしゃいじゃった気がするな。

　いつもと違う展開になったのは、たっぷりと海で遊んで手の指がほんのり水を吸ってふやけだした頃のことだ。

「おりゃおりゃおりゃっ!!」

　波打ち際で僕に海水をかけてくる愛火。

「わっぷ!?　やったな、このやろう！」

　僕も負けじと水をかけ返す。びしょ濡ぬれになった幼なじみは、なおも僕に海水をぶっかけようとして──

「うにゃにゃにゃにゃっ!?」

　波に足を取られて倒れそうになる。

「危ない!!」

　慌てて手を伸ばし、幼なじみの身体からだを支えてやろうとした。しかし、勢い余って僕まで一緒に倒れ込んでしまう。

「きゃんっ！」「うおおっ!?」

　愛火は仰あお向むけに。僕はうつぶせに。まるで押し倒すようなポーズで僕たちは砂浜に横たわった。

　波打ち際に倒れ、僕と愛火は呼吸をするのも忘れて見つめ合う。

　潮しお騒さいが僕たちを柔らかく包み、打ち寄せる波が僕たちのつま先を優しくくすぐった。

　どのくらい、視線を絡め合わせていただろう。

　濡れた僕の髪から海水が雫しずくのように落ちて、幼なじみの首筋辺りを伝った。コクリと愛火の喉のどが動く。

「……ねえ、由ゆう吾ご。ちゅーして」

　砂浜に手をついたまま、僕は幼なじみに軽いキス。海で散々遊んでいたせいか、ビーチでの口づけは微かすかに塩の味がした。

　そっと唇を触れあわせ顔を離そうとすると。

「やん」

　だだをこねるみたいに呟つぶやいて、愛まな火びは僕の首筋に手を伸ばしてくる。軽いキスだけじゃ嫌だったみたいだ。

　顔を持ち上げるようにして、今度は幼なじみの方からキスをしてきた。

　誘うようにうっすらと唇を開く。求められるままに僕は愛火の口へと舌を滑り込ませた。

　熱い日差しを背に浴びて、僕たちは柔らかな部分を絡ませあう。

「……ぅんっ♡　んゅっ♡」

　甘い吐息を漏もらして、愛火は微かすかに肩を震わせた。

　口づけだけですっかり蕩とろけてしまったのだろうか。唇を離したとき愛火の顔は夏の日のアイスみたいにとろとろになっていた。瞳は潤うるみ頬ほおが上気してる。

　幼なじみの唇からは、どちらのものかわからないヨダレが垂れてしまってた。

　拭ぬぐってやろうと口元に手を伸ばしたら、その手をそっと掴つかまれた。

「由ゆう吾ご……しゅき……。しゅき……♡　大しゅき……♡」

　僕の手のひらに頬ずりをし、ちゅっちゅっと何度もついばむようにキスをしてくる。手のひらがくすぐったくて、ゾクゾクしてしまった。

　頭の芯が痺しびれたような気分になる。周囲の景色が真夏の光に消え去って、愛火だけしか見えなくなる。まるでタイミングを見計らったかのようにラジオからは優しいＢＧＭが流れ出した。

「ねえ、由吾……」

「うん……？」

「ここなら誰だれも見てないよ？　見てるのはお日さまだけ……」

　潤みきった表情で僕を見上げて、幼なじみは震える声で囁ささやく。

「だから、お願いだよ……。もっと……して……？」

「もっとキスを……？」

「……ううん。もっと……もっと別のこと……」

　──ドクン、と。

　僕の胸が大きく脈打った。いくら僕でも、コイツがなにを言おうとしてるのかわかる。

　氷雨ひさめ先生の言葉が脳内でリフレイン。



　──由吾くん、どうしてきみは愛火ちゃんとえっちなことしないの？



　愛火は、僕とそういう関係になることを望んでいるのだろうか。

　僕は恋人として、コイツに手を出してあげるべきなのかな。それが恋人として正しい行動なのかな？　そんなことして、愛火のヤツを傷つけたりしないかな……？

　僕の心に疑問がよぎった。

　迷っていたのは時間にしてほんの数秒だ。

　しかし、その一瞬でなにかを感じ取ったように、愛まな火びは目を伏せた。痛みを堪こらえるかのように小さく唇を噛かんだ後で──

「んもうっ！　由ゆう吾ごってば、ちっとも引っかからないんだからー！」

　真夏の太陽みたいな笑みを浮かべた。僕を突き飛ばして勢いよく飛び起きる。おしりについた砂を大きな音を立てて払いつつ。

「あたしの作戦ではね！　えっちなビキニでムラムラしちゃった由吾が、ついついあたしの胸を触ろうとしちゃうの！　んでんで、すかさずあたしはビンタして、お詫わびにハーゲンダッ○をおごってもらう予定だったんだよ！　でも、また失敗しちゃったー！」

「な、なんだよ。ビックリするじゃないか。ま、愛火なんかにムラムラするわけないだろ。ずっと一緒にいるんだから。まったく、ヘンな冗談はやめてくれよな……」

「えへへー、そうだよね。あたしなんかじゃ、ドキドキしてくれないよね。おかしなこと言って、ごめんね」

　ぺろっと舌を出して謝る愛火。そこにいたのは、いつもの明めい朗ろう快かい活かつな幼なじみだった。

　いつもと違う点があったとすれば、遊び終えて合宿所に戻るときのことだろう。

　水着の上からバスタオルを羽は織おった僕たちはビーチから合宿所へと続くなだらかな階段を手を繋つないで上った。

　合宿所は高台にある。手入れされた木々の隙すき間まを縫うように整備された階段からは目ま映ばゆく輝く海が一望できて、素晴らしい見晴らしの良さだった。

　そして。

　煌きらめく波間を眺めながら、幼なじみがこんなことを切り出した。

「ねえ、由吾。知ってる？」

「ん？」

「恋人に対して、絶対にしてはいけない質問っていうのがあるんだって。それを尋ねるとカップルは別れちゃうんだってさ」

「ふうん。どんな質問なんだ？」

「それはね──」

　海風が吹き抜ける。夏草がさらさらと揺れる。



「──私のこと、好き？」



　マントのように肩に掛けたバスタオルと、愛火の栗くり色いろの髪が鮮やかに靡なびいた。

「っていう、質問なんだってさ。恋心っていうのはね、元々ふわふわした形のないものなんだって。とっても脆もろくて不安定で、だけど綺き麗れいであったかい──それが恋なの。そういう曖あい昧まいなものを信じて、あたしたちは恋をしているんだよ」

　愛まな火びは階段を上っていく。彼女に歩調を合わせて、僕も一段ずつ歩を進める。

「曖昧だからこそね、『本当にあるの？』なんて確かめようとすると消えてしまうことがあるんだって。……ラクロス部の友だちに聞いた話なんだけどね。不思議でしょ？」

「……でも、わかる気がするよ」

　好きだという気持ちに明確な理由などない。本能的な感情なのだろう。

　だから、改めて『私のこと好き？』と尋ねてしまうと──理性的な理由付けを求めると、『あれ？　本当に好きなのかな？』と疑問が生じてしまう。

「ところで、どうして突然そんなこと言い出したんだ？」

「あはは、なんでだろね。あたしにもよくわかんないや。なんとなく、言ってみただけ」

　いつも通りのニコニコ笑顔で、愛火は僕の手を握りしめてくる。

　幼なじみの小さな手。握り慣れた恋人の手。

　僕の手を握りしめるその力が──なぜだろう、いつもより強いように感じられた。



　……あ、そうそう。

　氷雨ひさめ先生が貸してくれたラジオ。あれは氷雨先生が放送していたものらしい。

　一局だけ受信できたラジオ局《ＳＤＨＳ》は獅し堂どう氷雨の頭文字。僕たちのようすを遠くから眺めて、いい雰囲気になったところでムーディな曲を流したんだそうな。

　氷雨先生が見てたとは気付かなかったな。愛火に手を出さなかったのは正解だったと言えよう。グッジョブ、僕。



　　　　×××



　午後四時過ぎ。ビーチで散々遊びつくした後だってのに、僕は湖へと来ていた。

　獅堂に誘われて、ボート遊びをしに来たのだ。

　一番暑い時間帯は過ぎており、日差しは微かすかに和らいでいる。木こ立だちに囲まれた湖。湖面を渡る風はひんやりと冷たい。

　だけど、ボート漕こぎ運動なんかしてりゃあ暑くもなるわけで。

　ぎーこ。ぎーこ。ぎーこ──だだっ広い湖へと漕ぎ出すと、すぐに僕の身体からだは汗ばんでしまった。ガレー船で働かされた奴隷の気分が今の僕にはわかる気がする。

　額に汗している僕とは対照的に──僕は顔を上げて、舳へ先さきの方を見やった。

　グラスファイバー製の真新しい手こぎボート。優ゆう雅がに脚を組んで、獅堂が踏み板に座っていた。白いロングスカートのワンピースを纏まとい、フリルのついた日傘を差している。白い手袋までしちゃって。すっかりお嬢さま然とした格かつ好こうだ。ちくしょうめ。

　湖面を渡る風が獅し堂どうの黒髪を微かすかに揺らした。湖の美しい景色に目を細めてクラスメイトは呟つぶやく。

「いい風ね。水音も清らかで……清せい冽れつな風景というのは、こういう景色のことを指すのでしょうね。特に──」

　僕の方を見やって、悪者じみた嗤わらいを浮かべる。

「あくせく働く沢渡さわたりくんが間近で見られるなんて、実に清すが々すがしい気分になれるわ」

「言うと思ったよ！　本当におまえは最低だな！」

「あら？　私は沢渡くんに漕こぎ手を任せたいなんて一言も言っていないわ。あなたが勝手にオールを占拠したんじゃないの」

「……それはまあ、そうだけどさ」

　女の子にボートを漕がせるわけにもいかないしな。

　獅堂はほんの少しだけ優しい顔になって。

「ふん、その奴隷根性は実に沢渡くんらしいわね。好ましいと思うわ」

「おまえが女の子でなかったらオールで殴ってるところだぞ」

　ボートが湖の中央付近にさしかかったところで、僕は漕ぐ手を休めた。

「ふぅ、ちょっと休憩……っと」

　大きく伸びをする。タイミングよく風が吹き抜けて、火照った身体からだを冷やしてくれた。

「そんなに暑いなら、例のアレを繰り出したらいいじゃない。あなたのモノマネ一八番を」

「うん？　僕、別に得意なモノマネなんてないぞ？」

「ほら、『八つ墓村』のワンシーンを演じるのが上手だと得意げに話してたでしょう？」

「そんなモノマネしたことねえよ！　つうか、湖に突っ込んで死ぬのは『犬神家』だ！」

　本の虫である獅堂が、そんな単純なミスを犯すはずがない。たぶん、ツッコミ待ちだ。

「猫好きな沢渡くんのことですもの。『犬神家』って単語を聞いただけで、『犬が三毛だってー!?』と興奮してしまうのでしょう？」

「するかバカ！　三毛猫みたいな毛並みの犬なんて可愛かわいいわけ──いや、ごめん。たぶん、むちゃくちゃ可愛いと思うわ」

「あなたには呆あきれるわね。沢渡くんを興奮させるために猫耳でも装着して来ようかと思ったのだけれど、やめて正解だったわ。猫耳なんてつけていたら襲われてしまいそう」

「悔しいが、確かに襲いかねない！　獅堂を押し倒して猫耳カチューシャを奪いさり、おもむろにフサフサの猫耳をペロペロと……」

「女子小学生のリコーダーを舐なめるよりも変態的な行為に感じるのは気のせいかしら？」

　いつもながらの馬鹿馬鹿しい会話。だけど、獅堂とお喋しやべりするのはやっぱ楽しいな。会話のキャッチボールならぬ、会話のドッヂボールって感じ。

「ちなみに、今日は猫さんのバックプリントがついたぱんつをはいているわ。とても可愛かわいいの。あなたが望むならペロペロしてもいいのよ？　脱ぎましょうか？」

「しねえって！　どんな変態だよ！」

「冗談よ。そんな子どもっぽいぱんつなんてはいてません。今日のいちゃいちゃ──テーマは『ちょっぴり大胆』でしょう？　そのテーマに従って、今はぱんつをはいていないのよ。だから、下着を舐なめることなんてできないの。ごめんなさいね」

「子どもっぽくてもいいから、そこははいていて欲しかった！」

「実はブラもつけていないのよ。全身がスースーしてしまって……風が吹くたびに心臓がどうにかなってしまいそう」

「す、すぐにボートハウスに帰ろう！」

「うふふ。というのも、嘘うそ。ちゃんと下着はつけています」

　前ぜん言げん撤てつ回かい。獅し堂どうとの会話は楽しいけど、アグレッシブすぎる点は心臓に悪い。

　と、獅堂が自分の座っている踏み板をトンと手で叩たたいて。

「沢渡さわたりくんもこちらにいらっしゃいな。日向ひなたは暑いでしょう？」

　ここは湖の真ん中。日差しを遮さえぎるものはなにもない。海水浴＆ボート漕こぎで火照った身体からだで、直射日光に晒さらされ続けるのは堪こたえるものがあった。

「……じゃあ、遠慮なく」

　ボートの上で立ち上がって獅堂の隣に座り直し、日傘に入れてもらった。

　しっかりとした作りの真新しいものとはいえ、しょせんは手て漕こぎボート。二人並んで座ると手て狭ぜまだ。肩がぴったりと触れあってしまう。

　獅堂は僕の頭の上に日傘を差し掛けながら口を開いた。

「『ボートに乗る』というのは、実に恋人らしいいちゃいちゃだと氷雨ひさめおねえさまは言っていたの。湖の上をただ小舟に乗って行き来するだけなんて、どんな罰ゲームだろうと思ったのだけれど……これはこれで悪くないわね。誰だれにも干渉されない、二人きりの空間をつくり出せるし」

「そうだな。遊園地の観かん覧らん車しやと同じで、カップル御ご用よう達たしの乗り物だと思うよ」

「水の上というのもいいわね。景色もよくて、涼しげで、それでいて──ちょっぴり恐ろしい。ボートが揺れるたびに転てん覆ぷくしたらどうしようって不安を感じるわ」

　見渡す限り人影はないが、ボートハウスには獅堂家の管理人さんが詰めていた。仮に転覆しても大事に至ることはないだろう。だけど、彼女の言葉は頷うなずけた。

「『吊つり橋ばし効果』と同じような効力がある気がするわね。不覚にも、沢渡くんがちょっぴり頼れるように見えるもの」

　頼ってもらえるのはうれしいが、『不覚にも』ってなんだよ。失礼だな。

　そう言い返したいところだが、口に出すのはやめておくか。獅堂のヤツ、妙に楽しそうだ。顔はいつもながらの澄ましたクールビューティー。でも、さっきからずっと日傘を回してる。

「……おかしいわね」

「おかしいって、なにが？」

「私が日の当たる場所にいること」

　獅し堂どうは日傘を傾けて夏空を見上げた。午後の日差しが僕たちに降り注いでいる。

「私はずっと暗闇の中にいたの。妄想だけを糧かてにして、ずっとずっと閉じこもって生きてきたのよ……」

　青せい春しゆん症しよう候こう群ぐん──発ほつ作さが起こると、えっちな気分になっちゃうビョーキ。発作を抑えるためには薬代わりにいちゃいちゃを投与しなくちゃいけません。

　言葉にすればユーモラスさすら漂ただようけれど、罹り患かんした獅堂本人にとっては辛い日々だったのだろう。他の生徒との交流を一切断ち、孤独の中で苦痛と戦っていたのだから。

「そんな私が今は真夏の太陽の下にいる。部活動をはじめて合宿なんてしちゃってる。普通の高校生みたいに青春しちゃってる。ふふふ、おかしいわ、こんなの」

　くるくる。くるくる。くるくるくるくる。

　日傘が踊る。無表情な彼女に代わって浮き立つ気持ちを表現しているかのように。

　治ち療りよう者しやになろうと決心したのは、獅堂の苦しみを少しでも減らす助けになれたらいいと思ったからだ。彼女が日常生活を送れるようになったのなら、僕もうれしい。

「ははっ、いいことじゃないか。この調子で、秋にある学園祭や体育祭も参加しようぜ」

「学校行事に参加するのはちょっと抵抗があるけれど……ありがとうね、沢渡さわたりくん。一応お礼を言っておくわ。全部あなたのせいよ」

「それを言うなら『あなたのおかげ』だろうが。お礼も満足に言えないのか」

「では、お礼をしてあげましょう」

　獅堂が僕の方に顔を近づけてきた。

「キスをしてもいいわよ」

「で、できるかよ、そんなこと」

「口づけなんて、もう何度もしているじゃないの。今さら怖おじ気けづかないで」

「僕には愛まな火びがいるんだぞ！　おいそれとキスなんてできないって！」

　浮気かどうかと問われたらグレーゾーン──いや、思い切り黒のような気がする。

　すると、獅堂は微かすかに眉を寄せた。悲しげなようにもムッとしているようにも見える、微妙な表情で。

「……発作が起こりそうだから」

　と付け加えた。その言葉が魔法の呪文のように、僕を縛りつける。彼女のおねだりを拒こばめなくなってしまう。

　躊躇ためらいながらも、僕は獅し堂どうに唇を重ねた。クールさを漂ただよわせる彼女の薄めの唇。しかし、ぷるんとした柔らかさも確かに感じられて、僕の脳の奥の方を刺激する。

　すぐに唇を離すと、獅堂は僕のシャツの襟えりに手を添えた。

「オトナのキスをなさい」

「……いや、でも、」

「私を助けると思って、ね？　お願いよ。誰だれにも見られないように日傘で隠しておくから」

　胸に募る激しい罪ざい悪あく感かん。しかし、断りきれずに、獅堂にもう一度キスをした。

　今度のキスは、もっと深め。獅堂の唇に、そっと舌を割り入れる。

　クラスメイトもうっすらと口を開いて僕を受け入れた。

　傷口を舐なめ合うかのようにそっと、僕たちは舌を絡め合う。

　獅堂は高たか飛び車しやで毒舌なお嬢さま。その鋭い舌ぜつ鋒ぽうでいつも僕を責め立ててくる。

　だけど、キスのときだけは立場が逆になるのだ。

　ほんの少し舌を絡めるだけで、獅堂は大人しくなってしまうのである。

「……っ♡　……っっ♡」

　声にならない吐息を漏もらし、華きや奢しやな肩を震わせた。背筋を強こわばらせて、日傘を両手でギュッと握りしめている。

　注射を受ける子どもみたいに身体からだをカチコチにしながらも、獅堂はたどたどしい動きで僕の舌に舌を絡めてきた。

　湖面のさざめく水音。そして、湖こ畔はんの木こ立だちから響くセミたちの大合唱がなければ、僕の心臓の音が獅堂にも聞こえてしまったに違いない。それぐらいに僕はドキドキしてしまった。

　どのくらいの時間、柔らかな部分をまさぐりあっていただろうか。

　どちらからともなく僕たちは顔を離した。

　獅堂の表情を見やって──ただでさえ高鳴っていた心臓が大きく飛び跳ねる。

　クールビューティーなクラスメイトの顔が、お酒に酔ったように真っ赤になっていたのだ。黒い瞳は涙でウルウル。だらしなく緩ゆるんだ頬ほお。半開きな口元からは、ちょっぴりヨダレが垂れてしまっていた。

　その蕩とろけ顔は、普段の凜りんとした表情とのギャップがあまりにも激しくて……うわ。なんだこれ。無性にドキドキするぞ。

「──傘、持ちなさい」

　獅堂は日傘を放り出した。慌ててキャッチした僕の胸元に飛び込むみたいに、オデコを押し当ててくる。

「お、おい。どうしたんだよ？」

「しばらく、このままでいさせて……。私の顔を見たら殺すわ」

　物ぶつ騒そうなことを呟つぶやいた獅し堂どうは、僕の胸に顔を埋めたまま続ける。

「……沢渡さわたりくんは、ズルいわ。童貞のくせにキスが上手なんですもの」

「じょ、上手かどうかはわからんけど！　童貞のくせには余計だろ！」

「ふん、あなた以外とはキスなんてしたことないから相対的な判断はできかねるわ。けれど、たった一度の口づけで私の頭がヘンになってしまうぐらいにメロメロにされてしまうのよ？　きっと、沢渡くんはキスが上う手まいに違いないわ」

　僕の胸にオデコをつけた獅堂は、微かすかに呼吸が荒くなっていた。

「これでも、私も処女なりにキスの練習を積んだのよ？」

「き、キスの練習!?　どんなことしたんだよ!?」

「ほら、『サクランボのヘタを舌で結ぶことができる人はキスが上手』というでしょう？　六む連つれに命じて、毎食後にサクランボをデザートに出させたの。今や私は、サクランボのヘタで『舫もやい結び』ができるほどのテクニシャンなのよ」

「って、すごいな！　そんなに練習したのか!?」

　いや、『舫い結び』がどんな結び方なのかはパッと浮かばないけど。恐らくは蝶ちよう結むすびよりは難しいだろう。

「もちろん、冗談。そんな練習してません」

　僕の胸の中で、獅堂は頭を横に振った。長い黒髪が腕に当たってこそばゆい。

















「一矢報いようとしてたのは本当よ。けれど、その目もく論ろ見みは全て失敗しているわ。沢渡さわたりくんとキスすると、すぐにぽーっとしてしまって……なにも考えられなくなるの。これまでに触れあうだけのキスを一〇回。深いキスを五回ほどしているけれど、一度もあなたには勝てていない。ムカつく。本当にムカつく」

「いちいち悔しがるなよ。勝ち負けで語るようなことじゃないだろ」

「……ふん。飛鳥井あすかいさんと口づけをして、日に日にあなたのキスが上達していることが腹立たしいのよ」

　愛まな火びの名前が発せられて、僕は冷や水を浴びせられたような気分になった。罪ざい悪あく感かんが洪水のように僕の心に流れ込んでくる。

「そ、それでどうなんだ？　発ほつ作さは治まったか？」

　僕の胸にオデコをつけていた獅し堂どうは、ゆっくりと顔をあげた。その表情はいつもの涼しげな無表情に戻っている。僕の手から日傘を奪うと凜りんとした声で言った。

「なんの話かしら？　発作なんて起こらないわよ。今日はとても気分がいいの」

「おい！　今にも発作で苦しみそうだからキスしたんじゃないのかよ！」

「違うわ。ただ単に、あなたとキスをしたかっただけ」

　僕の胸になだれ込んできた罪悪感が痛みとなって暴れ出す。なおも問いただそうとした僕の唇に、獅堂はそっと人差し指を当てた。

　彼女の顔がとても真剣だったから、僕は反論を飲み込む。

「今日のいちゃいちゃ──テーマは『ちょっぴり大胆』よ。だからね、沢渡くん。私も今日は、少しだけ大胆なことを言わせてもらうわ」

　獅堂は魔ま石せきみたいに美しい黒い瞳で僕を真まっ直すぐに見つめてきた。

　湖こ畔はんを渡る爽やかな夏の風。揺れる湖面が太陽を照り返し、きらきらと光る。

　その輝きを取り込んだかのように、獅堂の瞳も煌きらめいた。





「私はね、沢渡くん。あなたが好き、らしいわ」





　──悪い冗談はやめろよ！

　普段ならそう切り返すところだ。

　だけど、獅堂のようすはジョークを言っているようには見えない。

　背筋をピンと伸ばし、僕を見つめる。獅堂吹雪ふぶきらしい冷たい雰囲気。

　しかし、その眼まな差ざしや声の震えに、微かすかな怯おびえが滲にじんでいるようにも感じた。

「恐らくは、あなたに出で逢あった瞬間から好きになっていたのだと思う。幼い頃、病室で沢渡さわたりくんを見かけたときから……」

　愛まな火びとの出で逢あいは、両親の勤める病院の小児病棟の一室だった。入院の心細さのために泣きじゃくっていた愛火に声を掛けたところから、僕たちの幼なじみとしての関係ははじまっている。

　愛火と同じ病室──幼なじみの隣のベッドに、獅し堂どうが入院していたらしい。

「飛鳥井あすかいさんはそれはそれはうるさかったわ。『おうちに帰りたい』とかわめいて、びーびー泣きじゃくってね。個室での入院が寂さびしくて、一般の病院に移してもらった私ですら、『黙れ』と怒鳴ってしまったほどよ。……そんな彼女の前に、あなたが颯さつ爽そうと現れた」



　──どうして泣いてるの？

　──ここには友だちもいないし。ママもいないし。一人でいるのはさみしくて。

　──だったら、もう大丈夫だよ！　ぼくが一緒にいるからさみしくないよね！



「あなたたちの会話を隣のベッドから聞いていたわ。それから毎日、飛鳥井さんのお見み舞まいに来ていたわね。彼女が寂しがらないように土産話を聞かせてあげていた……。病気が治るおまじないに、額にキスしていたこともあったわね」

「見てたのか……」

「全部見ていたし、あまさず聞いていたわ。沢渡くんのお喋しやべりに私もいつも耳を傾けていたのよ。あなたが来るのがとても楽しみだった」

　ボートの踏み板に腰掛けたまま獅堂は片膝を抱いた。湖こ畔はんを遠く眺めつつ続ける。

「……そして、いつしか思うようになったの。私は大きくなったら青せい春しゆん症しよう候こう群ぐんに罹かかる。そのときは、沢渡くんみたいな男の子に治ち療りよう者しやをやって欲しいなって。そんなあなたが獅堂家の運営するレオ高に入学するとわかって……ふふふ、その後の展開は、あなたも知っての通りよ」

　僕が入学すると知った獅堂は、同じクラスの隣の席へと僕を配置した。一年生の三学期に発ほつ作さに苦しむ彼女を発見し、僕たちのいちゃいちゃ生活が始まったのだ。

「沢渡くんに治療者になれと命じたときも。卒業式をジャックしてまで私を救ってくれたときも。あなたを好きだという気持ちに気付いていなかったわ。沢渡くんは、私にとって理想的な治療者だったに過ぎなかったの……」

「それじゃ、いつ自分の気持ちに気付いたっていうんだ……？」

「沢渡くんと飛鳥井さんが初めてのキスをかわしたときよ。あなたたちの仲が進展したと知って……気付けば私はとてもショックを受けていたの。あなたと飛鳥井さんが交際していることは、治療者として後あと腐くされのないドライな関係を築く上でプラスになるとすら考えていたのにね。そのショックの源泉を辿たどって自じ問もん自じ答とうをしていたら──なんとびっくり、私の心の奥底に恋心が潜ひそんでいたというわけよ。幼い頃からずっとそこで熟睡していた眠り姫。王子さまの口づけでも目覚めなかったのに、別の女にキスしたと知って目を覚ますなんて……ふふ、ひねくれものの私らしいわ」

　冗談めかして唄うたうような口調になった。しかし、僕は笑うことができない。

「な、なあ、獅し堂どう……。おまえの気持ちはうれしいけど、僕は……」

　すると、クラスメイトはもう一度僕の唇に人差し指を押し当てた。

「わかってる。わかってる。わかってる。あなたが私の気持ちに応えられないことなんて嫌というほどわかっているわ。だからこそ、私は佐さ寺てらさんを引きずり込んで、恋愛心理研究会を部活動として登録したのよ」

「まさか、僕と愛まな火びの交際を邪魔するために……」

「見損なわないでちょうだい。そんな理由じゃありません。私はね、沢渡さわたりくん。飛鳥井あすかいさんに甲か斐い甲が斐いしくお見み舞まいをするあなたの姿を見て、惚ほれてしまったのよ。仲を引き裂こうとなんてするはずがないわ」

　だったら、どうしてわざわざ恋愛心理研究会を部活動にしたんだろう？　獅堂は本来、そういう生徒同士が交流するような活動は苦手なはずだ。

　僕の疑問を読み取ったかのように、獅堂は教えてくれた。

「私の恋は卒業と共に終わってしまうから──それが理由よ」

「卒業と共に、恋が終わる……？」

「ええ。飛鳥井さんの存在にかかわらず、あなたを治ち療りよう者しやに選んでしまった時点で私の恋は実らないの」

　獅堂は無表情のまま日傘を回す。

　先ほどとは違って、楽しげなニュアンスは感じられなかった。

　くるくる。くるくる。悲しげな曲に合わせてワルツを踊るフランス人形のようだ。

　諦めにも聞こえる声で、獅堂は言った。



「治療者になった男の子は、卒業と同時に強制的に引き離されることになっているのよ」



　そのルールは一番はじめに聞かされている。青せい春しゆん症しよう候こう群ぐんを利用して、獅堂家に取り入ろうとする輩を排除するために設けられた決まりだ。

「で、でも、会うことくらいはできるんだろ？」

「いいえ。顔を合わせることさえできなくなるわ。私のお母さまが良い例よ。お母さまは治療者と本気の恋に落ちてしまったの。お祖じ父いさまによって無む理り矢や理り引き離されて、今は異国での生活を余儀なくされているわ」

　獅堂のお母さん。恋愛心理研究会の先代の部長で、名前は確か冬ふゆ子こさんと言ったかな。お母さんのことをほとんど口にしないのは、そういう理由があったからなのか。

「同じ高校に通うことになった沢渡さわたりくんを隣の席に据えておきながら、治ち療りよう者しやを頼まなかったのは……それが理由なのでしょうね、きっと。心のどこかであなたを好きだと感じていたからこそ、治療者にするのを躊躇ためらっていたのよ」

　治療者に選んでしまえば卒業後に引き離されることが確定する。だから、僕のことを理想の治療者であると感じながらも声を掛けられなかったのか……。

「あなたが私を好きでなくても構わない。ううん、好きになってもらっては困るわ。別れが辛くなってしまうものね。沢渡くんは飛鳥井あすかいさんとラブラブでいてくれればいいの。でも……それでは私の心の奥で長い間眠っていた恋心が、あまりにも不ふ憫びんでしょう？　そこで恋愛心理研究会を部活として登録したの。私たちのいちゃいちゃを次の段階に進めることにしたのよ」

　獅し堂どうはそっと顔を近づけてきて、僕の頬ほおにキスをした。

「氷雨ひさめおねえさまに顧問をお願いして。お色気担当の佐さ寺てらさんも巻き込んで。思う存分沢渡くんにもドキドキしてもらって──うふふ、素敵な想おもい出でがいっぱいつくれそうな気がしない？」

「恋愛心理研究会を部活にしたのは……つまり、想い出づくりが目的なのか!?」

「そう。私の恋は卒業と共に終わるから。それまでに、あなたと派手にいちゃいちゃしてやろうって決めたのよ。恋人がいるあなたには迷惑をかけてしまうわ。でも、こんな美少女と好き放題いちゃいちゃできるのだもの。文句はないわよね？」

『ちょっぴり大胆』なんてレベルを超えた、獅堂の告白。

　彼女の気持ちを考えると胸が苦しかった。

　悟りきったような笑顔には切なさすら感じる。

　しかし、僕は敢あえて笑みを浮かべてツッコミを入れた。

「じ、自分で美少女とか言ってるし！」

　そのツッコミで獅堂は僕の選んだスタンスを理解してくれたようだ。

　ちょっぴり安心したような吐息を漏もらしつつ、滑らかに舌を回し始める。

「事実、美少女なのだから仕方がないでしょう。本来であれば私は、沢渡くんレベル（ゴミムシ）が触れられる相手ではないのよ。這はい蹲つくばって感謝すべき……って、失礼。虫だから既に這い蹲ってたわね」

「カッコ書きの部分までいちいち発音しやがって！　口の減らないヤツめ！」

「舌技では沢渡くんに勝てないから、弁べん舌ぜつで勝負を挑んでいるのよ」

　再びいつも通りの会話のドッヂボールをはじめる僕たち。

　ボートを漕こいで岸へと戻った後は、近くにあるという神社にお参りした。

　なんでも氷雨先生が建こん立りゆうしたもので、恋愛成じよう就じゆの神さまを奉っているそうだ。その名もズバリ、氷雨ひさめ神社。

　この時点で御ご利り益やくなんてなさそうに感じるが、合宿所の敷地内であるにもかかわらず神社は一般にも開放されており、僕たちが訪れたときも何組かのカップルがお参りをしていた。それなりに人気のある神社のようだ。

　本ほん殿でんにお参りして、獅し堂どうと一緒に『恋愛みくじ』を引いてみた。

　結果は、獅堂は大吉。僕は大凶。

「日頃の行いの差が出たわね」と獅堂は笑っていたが、釈しやく然ぜんとしない僕なのだった。

　ただ──

「大吉が出たということは、卒業まで沢渡さわたりくんと楽しく過ごせるということなのでしょう。これからもよろしく頼むわね、沢渡くん」

　そんな獅堂の言葉には、大人しく頷うなずいておいたけどさ。








　　　いちゃいちゃとは、なにか？







　大凶──デカデカとそう書かれたおみくじの紙を僕は合宿所のベッドに横たわってぼんやりと眺めていた。

　悪い結果の出たおみくじってのは、普通は神社の木などに結びつけてくるものだ。聞いた話によると、『利き手じゃない方の手だけを使って結びつける』というのが正式な作法らしい。片手でおみくじを結ぶという苦行に挑むことで、悪い結果をなかったことにできるようだ。しかし、獅堂は『そのおみくじ、大凶だけどいいことが書いてあるわ。持って帰りなさい』と言って、木に結ぶことを許してくれなかった。

　運勢の書かれた部分に目を通す。



【恋愛】　女じよ難なんの相そうあり。さまざまな難なん事じに見み舞まわれる。されど、真しん摯しに取り組めば円満。



　平たく言えば、『女の子がらみでひどい目に遭あうよ。でも頑張ればなんとかなるっしょ！』ぐらいの意味か。脅おどかすだけ脅かしといて、大した解決策も提示してくれてないなんて無責任じゃなかろうか。氷雨ひさめ先生が建こん立りゆうした神社らしいというかなんというか。

「言われなくても頑張るっつーの……」

　全身が泥のように重い。あまりの重みにベッドのマットレスに沈んでいきそうだ。

　首を巡らせて、窓の方を見る。現在は午後六時ちょっと前。日が傾き始めている。早朝からこんな時間まで、真夏に屋外で遊びまくってたんだ。疲れるのも無理ないよな。ついさっき軽くシャワーを浴びたけど、疲れが取れるどころか身体からだの重さが増した気がする。

　疲れ果てているのに、頭は妙に冴さえていた。

　僕はベッドの上におみくじの紙を放り投げた。横たわったまま高い天井を見上げる。

　頭がクリアなのは──獅し堂どうの告白を聞いたせいだ。

　本当に驚いたよ。あの獅堂吹雪ふぶきが僕を好きでいてくれたなんて……想像だにしなかった。

　しかも、アイツは僕への恋心に気付いた上で。

　これまで通り僕と治ち療りよう者しやとしての関係でいることを望んだ。

　治療者に選んでしまった時点で、僕たちは卒業後には引き離されることが確定しているから。僕との楽しい想おもい出でづくりに専念したいと告げたのだ。

　治療を拒こばんで自分の殻に閉じこもっていた獅堂を、無む理り矢や理りに目覚めさせてしまったのはこの僕である。治療をはじめたおかげでアイツは少しずつ高校生らしいイベントを楽しめるようにもなった。

　だったら──僕に取り得る選択肢は一つだ。

　これまで通り、全力で治療者を続けていくしかないよな。

　獅堂の想おもいには応えられないが、治療者としてできる限りのことをしてやりたい。

　僕は横たわったまま天井に向けて手を伸ばした。手のひらを強く握りしめる。

　治療者を続けると覚悟したからといって愛まな火びのことも蔑ないがしろにはしない。

　僕の恋人はあくまでも愛火なんだ。アイツには絶対に悲しい思いなんてさせない。恋人らしくあるために全力を尽くすと誓おう。

　そんな僕の心の声を聞いていたかのように、部屋に元気なノックの音が響いた。

「やっほー！　由ゆう吾ごー！」

　返事をする前に愛火がドアを勢いよく開いて、部屋に飛び込んでくる。

　ベッドから身体を起こした僕は、幼なじみの姿を見て固まった。

　愛火は目にも鮮やかな赤い浴衣に身を包んでいたんだ。全身から溢あふれ出でる溌はつ剌らつとした可愛かわいらしさはそのままに、和装独特のおしとやかさがプラスされていた。適切な日本語が思い浮かばないから敢あえて死語を使わせてもらうと『おきゃん』な感じっていうのかな。驚くほど愛火には浴衣がハマっていた。幼なじみであるコイツを褒めるのは抵抗があるんだけど……認めよう。ハッキリ言ってめちゃくちゃ可愛い。

「えへへっ？　どうどう？　似合ってる？」

　袖に手を引っ込め、袖口を掴つかむようにして浴衣を僕に見せてきた。その場でくるんと一回転。声がうわずってしまいそうになるのを堪こらえつつ僕は頷うなずいた。

「……まあまあかな。そこそこ似合ってる」

「でしょでしょー？　我ながらイケてると思うんだよねー！」

　満面の笑みを浮かべて、赤い巾きん着ちやくをくるくる振り回す愛まな火び。浴衣の袖がひらめく。

「ところで、どうして浴衣なんて着てるんだ？」

「『夏と言えば浴衣でしょ！』ってことで、ヒサちゃん先生がみんなに着付けてくれたの！　プールサイドでお食事した後、夜になったら花火をするんだってさ！　豪ごう勢せいだよね～♪　超楽しみー！　合宿についてきてよかったー！」

　愛火はぴょんぴょん飛び跳ねてはしゃぎ回った。テンションＭＡＸ。大喜びしているコイツを見てると、僕まで笑顔になってきちゃうな。

　しかし、幼なじみは急に眉をハの字にした。

「でもね、ごはんまではもうちょっと時間が掛かるらしいんだよね。うー、オナカ空すいちゃったのに……。まだ外も明るいから花火もできないし。しばらくヒマなんだよね～……」

　胸を萎しぼませてため息を吐く。喜怒哀楽の激しいヤツだ。そこがまあ、愛火のいいとこなんだけどさ。幼なじみを笑顔に変えたくて僕は切り出した。

「もうちょっと時間があるなら、これからちょっと出掛けないか？」

「うん、いいよ！　あたしも暇潰つぶしに誘おうと思ってたとこだし！　……でも、どこに行こうね？　この格かつ好こうじゃ海にも行けないし」

「いい場所があるんだよ。歩いて行ける距離に、恋愛の神さまを奉った神社があるんだ。一緒にお参りしに行かないか？」

「恋愛の神さま!?　えー、行くいくー！　行きたいー！」

　愛火は瞳をキラキラと輝かせた。ピンク色に染まった頬ほおを両手で押さえて、幸せそうに身を捩よじる。

「恋の神さまにお参りしたいなんて……えへへ、由ゆう吾ごのくせにあたしのうれしいツボをついてくるじゃん」

「愛火、そーゆーの好きそうだもんな」

「大好き！　ラクロス部のみんなとも、どこの神社が恋愛成じよう就じゆに効果あるとか、そういう情報交換は欠かしてないし！」

「いや、ラクロス部。公式戦で一勝もしてないんだから、まずは勝利祈願をすべきだろ」

　ツッコミをスルーして、愛火は僕の腕に抱きついた。ぶんぶんと僕の腕を振って。

「そうと決まれば、さっそく出発～！」

　僕がベッドから立ち上がったとき、愛火の顔がまたもや曇った。

「……あれ？　そこに置いてあるの、ひょっとしておみくじかな？」

　ベッドに放置された大凶のおみくじを見つけたのだ。

「ああ、そうだよ」

「そ、それじゃ……由ゆう吾ごはもう、その神社に誰だれかとお参りに行ってきたの？」

　別に隠すようなことでもない。僕は包み隠さずに話した。

「獅し堂どうと一緒に行ってきたんだ。『恋愛の神さまにお参りする』ってのも恋人らしいいちゃいちゃだろ？　愛まな火びも誘ったら喜ぶかと思ってさ」

　恋人らしい付き合い方ってのが、僕にはイマイチわかっていない。それでも最大限コイツを幸せにするために、僕は獅堂との治療を通して得た知識を活用しているのだ。ここ最近は、ずっとそうして愛火を喜ばせてきた。

　だが、幼なじみは笑顔にはなってくれなかった。ますます辛そうな顔になって僕の腕を振り払ったんだ。

「……やっぱ、行かない。やめとく」

「なんでだよ、さっきはあんなに喜んでたのに……」

「いいの！　行かないったら行かない！　由吾のバカ!!」

　どうして怒鳴り散らしているのか、僕にはまったく理由がわからない。

「どうして怒ってるんだ？　僕、なにか気に障るようなことしたか？」

「由吾は、恋人っぽく過ごすために神社に誘ってくれたんでしょ……？」

「そうだよ。愛火を喜ばせたくてさ」

　瞳に涙をいっぱい溜ためて、こちらを睨にらみ付つけてくる。

「やめてよ！　そんなのうれしくない！　あたしの気持ちなんて、ちっともわかってないんだから！　由吾のバカ！　バカバカバカバカ！」

　それは違う。僕は愛火のことを第一に考えているつもりだ。

「だったら、どうすりゃいいんだよ!?」

　愛火とケンカすることなんてしょっちゅうだ。『ベスと安やす彦ひこさん、どっちが可愛かわいいか？』なんてくだらない話題でちょくちょく言い争いをしている。愛火は直情径行だから怒鳴り返したらケンカになるってわかってるのに……ああ、くそっ。意味がわからなすぎて、つい語気を強めてしまった。

「恋人らしく過ごそうとすることのなにがいけないんだ!?」

「そんなの考えなくてもわかることでしょ!?」

「わからないから聞いてんだろうが！　こっちは精一杯やってんのに！」

「精一杯やってる……!?　なによそれ！　あたしは由吾に頑張ってなんて欲しくないの！　どうしてわからないの!?」

　拳を握りしめ、肩を震わせて。愛火は僕を睨み付けてくる。

　その怒り顔を見てるうちにイラッとしてしまって、僕は口を滑らせてしまった。

「……ひょっとして、えろいこととかすればいいのか？　愛まな火びが望んでるなら、僕は構わないぜ？」

　愛火はそーゆーことで悩んでいるらしいって、氷雨ひさめ先生が言っていた。本当かどうかはわからない。でも、口をついて出てしまったんだ。

　まるで雷に打たれたみたいに、愛火は身体からだを震わせた。呆ぼう然ぜんと僕を見上げたその瞳から、一瞬遅れて涙の雫しずくがこぼれ落ちる。

　ぽろぽろ。ぽろぽろ──堰せきを切ったように雫が頬ほおを伝った。

「由ゆう吾ごのバカ……」

　顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて、涙に濡ぬれた顔で愛火は怒鳴った。

「由吾のバカー！　あんたなんて大っ嫌い!!」

　巾きん着ちやくを僕に投げつけて、愛火は泣きながら部屋を飛び出していった。

　胸元にぶつかった巾着袋を眺めて、僕は呆然と立ちつくすことしかできない。

「……なんなんだよ、あいつ」

　僕は愛火の泣き顔が嫌いだ。久しぶりに見た幼なじみの涙に動揺してしまう。

　だが、動転しそうになる気持ちを落ち着けつつ、床に転がる巾着を拾った。サイドテーブルに置く。

「僕のどこが悪いっていうんだよ……」

　僕のワガママで獅し堂どうの治ち療りよう者しやをやらせてもらってる。あいつには心配を掛けてしまうから、そのぶん恋人として精一杯のことをしてきた。できる限り、愛火ともいちゃいちゃしようと努力してきたのだ。ここ最近は獅堂とのいちゃいちゃがエスカレートしているから、特に気を遣って愛火との時間を大切にしてきたつもりである。

　なのに、どうして愛火は怒りだしたんだ？　いったいなにを悩んでるっていうんだよ？

　ベッドに腰を下ろして、僕は髪を掻かきむしった。

「どうして泣いたんだよ、愛火……！」

　胸が痛かった。大切な幼なじみを泣かしてしまった自分が許せない。

　と、苦悩する僕をあざ笑うかのような陽気な声が部屋に響いてきた。

「♪泣ーかしたー。泣ーかしたー。先生にー言うたろー」

　氷雨先生がニヤニヤ笑いながら僕を囃はやし立たてる。先生はフリルで飾かざられたミニ丈の白い浴衣を着ており、その上からいつも通り白衣を纏まとっていた。和装なのに足下は編み上げのブーツ。肩から掛けたライオン形のポシェットが可愛かわいらしい。って、氷雨先生の格かつ好こうはどうでもよくて！

　僕はベッドから立ち上がり、先生に詰め寄った。

「き、聞いてたんですか!?」

「うん。話はぜーんぶ聞かせてもらったよ♪」

　推理を披ひ露ろうする名探偵みたいに、氷雨ひさめ先生はその場でウロウロと歩き出した。ブーツの奏でる硬質な足音が部屋に響く。

「ねえ、由ゆう吾ごくん。愛まな火びちゃんって素晴らしい女の子だと思わないかい？　恋人が他の女の子といちゃいちゃするのを認めるなんて、なかなかできることじゃない。たとえそれが正義のためであっても、大好きな男の子が別の女の子と触れあうなんて嫉妬しちゃうものだもんネ！　氷雨が断言しましょう！　あのコはいいお嫁さんになるよ！」

「……あいつがイイヤツだってことぐらい、僕は一〇年前からわかってますよ」

「そして、由吾くん。きみもとってもいい男の子だと思うよ。困った人を放っておけない、優しい心根の持ち主だ。いつまで経たっても治療しようとしない吹雪ふぶきちゃんを心配していたんだけど、由吾くんのような治ち療りよう者しやが見つかって本当によかったと思ってる。きみは最高の治療者だよ。ひいお祖母ちゃんとしてお礼を言っとこう。ありがとう、由吾くん♪」

　そこで氷雨先生は僕のオナカに軽く拳を突き当てた。

「だけど、由吾くん。きみは治療者としては最高だけど、あまり『恋人』には向いていないタイプのようだネ」

「恋人には向いてない……？　どういう意味ですか!?　やっぱり、僕が愛火に手を出さなかったのがいけないんですかね……？　教えてください！　僕のなにがいけなかったんですか！」

「急せくなよ、少年。青春というのはゆっくりと育むものじゃぞ」

　落ち着いた声でそう言った氷雨先生は可愛かわいらしく手のひらで口元を覆おおった。

「いっけない！　由吾くんがあまりにもアホアホすぎて、ちょっぴり地が出ちゃった♪」

　ぺろっと舌を出して、氷雨先生は続ける。

「きみ自身で気付かなきゃ意味がないから、答えは教えないよ。でも、愛火ちゃんが泣いちゃったからね。特別サービスでビッグヒントをあげちゃいましょう！」

　再び名探偵のように歩き出す氷雨先生。

「由吾くん。きみが愛火ちゃんとえっちしない理由は想像がつくよ。優しすぎる由吾くんのことだもん。キスを求められれば応じるけど、自分からがばーっと押し倒したりはできないんでしょ。猛たけり狂う若い性欲のせいで、愛火ちゃんを傷つけちゃったら困るからネ♪」

「そんな風に言うと、僕がヘタレみたいに聞こえますけど……」

「恋愛においては『優しさ』と『ヘタレ』は裏うら表おもだよ。『包ほう容よう力りよくがある』と『構ってくれない』が裏うら表おも。『私を引っ張ってくれる』と『束縛しがち』が裏うら表おも。優しい態度も、度が過ぎればヘタレに見えるもんさ」

「じゃあ、僕があいつを押し倒せなかったことが問題なんでしょうか……」

「おっと、由吾くん。またもやアホアホポイント獲得ぅ！　問題の本質は、きみが愛火ちゃんとえっちをしなかったことじゃないんだ。愛火ちゃんはＯＫサインを出しまくってたことからもわかる通り、彼女はきみとえっちなことをしたがってた。でも、それは手段であって目的じゃないんだよん」

　えっちが手段であって、目的じゃない……？

　先生の言葉の意味が、僕には理解できなかった。戸惑う僕に気付いたのだろう。子どもらしいきゃぴきゃぴした雰囲気がなりを潜ひそめ、落ち着いた口調で僕に語りかけてくる。

「由ゆう吾ごくん。氷雨ひさめの言葉の意味がわからないのは、恐らくきみが吹雪ふぶきちゃんの治ち療りよう者しやをやっているからだよ。きみは吹雪ちゃんの治療者としてよくやってくれてる。そこは本当に感謝してるよ。……でも、同時に謝らなきゃいけない。愛まな火びちゃんと交際をはじめて、少しずつ恋人同士になっていこうかっていう大事な時期に由吾くんは治療者なんかになってしまった。そのせいで、きみの恋愛観が少しばかり歪ゆがんでしまったのだからね。──さあ、由吾くん。ここで原点に立ち返って考えてみよう」

　ピッと人差し指を立てて、氷雨先生は問う。



「いちゃいちゃとは、なんだろうね？」



　──いちゃいちゃとは、なにか？

　獅し堂どうと僕にとって、それは治療手段である。恋人同士が行ういちゃいちゃを擬ぎ似じ的てきにトレースすることで、獅堂の心にトキメキを発生させているんだ。

　でも、氷雨先生が問うているのは、もっと原げん義ぎに近い意味だろう。

「……恋人同士の甘ったるい触れあいとか、そういう意味ですよね」

「辞書的な意味合いでは、そうなるだろうね～。じゃあ、質問を変えちゃおう。吹雪ちゃんとの治療では『どんな風にいちゃいちゃするか？』という点にいつも着ちやく目もくしてるよね。でも、きみはこんな風に考えたことあるかい？」



　──恋人たちは、どうしていちゃいちゃするのかな？

　──どんなときにいちゃいちゃするのかな？



「…………」

　世の恋人たちがいちゃいちゃする理由？

　いつ、どんなときにいちゃいちゃするのか……？

　頭の中で疑問符が渦うず巻まく。これまでに行った獅堂とのいちゃいちゃや、愛火との逢おう瀬せが次々とフラッシュバックする。

　そして、もう一つ氷雨先生は問いを放った。

「そもそもだよ、由吾くん。世の中には何億組という数の愛し合う男女が存在していて、日夜仲睦むつまじく触れあっている。彼らは自分たちがしている行動が『いちゃいちゃである』と認識しているのかなー？」

　僕の脳内で渦うず巻まいていた疑問が、一つの像を結んだ。

「……あっ」

　思わず声を漏もらした僕を見て、氷雨ひさめ先生はニンマリと笑った。

「ようやくわかったみたいだネ♪　むふふん、ヒント出し過ぎちゃったかな～。氷雨もまだまだ甘いな～」

「僕は間違ってました。なんてバカだったんだ……」

　なにやってたんだよ、僕は。あまりのバカさ加減に目眩めまいがしそうだ。

「嘆かなくてもいいさっ。青春に過ちはつきもの！　迷ってナンボだからネ☆　最短距離でゴールに辿たどり着くなんて、推理小説を後ろから読むぐらいつまらないよ！」

　腰に手を当てて、氷雨先生は大きく胸を張った。どこからともなく風が吹いて、白衣が大きくはためく。

「さあ、少年！　間違ってると気付いたら！　そのせいで大事な女の子を泣かせちゃったら！　なにをするべきなのっ？」

　弾はじかれたように僕は床を蹴った。部屋を飛び出す。

「由ゆう吾ごくん、頑張っておいで！」

「ありがとうございます！」

　亀の甲より年の功ってのは本当だな……。心の中で思わず呟つぶやいたら。

「誰だれが年の功だってー!?」

　うわ、聞こえてた!?　やっぱ心の声が読めるのか、先生は！

　ドス黒いオーラが僕の部屋から噴き出してくる前に、僕は扉を閉めた。

　僕は廊下をダッシュし、階段を転がるように降りる。

　合宿所のドアを勢いよく開き、夕焼けに染まる空の下へと駆け出した──。



　　　　×××



　幼なじみはビーチにいた。

　ビーチにしゃがみ込み声を震わせて泣いている。

　探し回ることなく、すぐに愛まな火びを見つけることができた。一人で泣きべそかくとしたら、きっと愛火は海に行くだろうと思ったんだ。一〇年来の付き合いがある幼なじみだから、それぐらい想像がつく。

　行動パターンは簡単に読めるのに、愛火の気持ちを思いやってやれなかったんだから……僕ってとびきりのバカだよな。つくづく思い知らされるよ。

「愛まな火び！」

　僕が駆け寄ろうとすると、幼なじみは立ち上がってこちらを睨にらみ付つけてきた。

「由ゆう吾ご、来ないで……！」

　そのあまりに悲痛な声に、僕の足は動かなくなってしまった。

　僕たちを焦がしていた八月の太陽は、夕ゆう刻こくを過ぎてすっかり装いを変えていた。

　目ま映ばゆい真夏の日差しが和らぎ、世界を赤く染め上げている。

　昼間は抜けるようだった青空が、今はオレンジ色と紫色のグラデーションだ。昼と夜の境目が僕たちの頭上にある。

　夕焼け色の砂浜は息を呑のむほどに美しかった。

　夕日に染まる白砂は赤いベルベットの生地のよう。

　柔らかな潮しお騒さいを奏でる凪ないだ海は、ルビーを溶かしたかのような色合いだ。波打ち際を穏やかな波が撫なでるたびに白い泡がきらきらと煌きらめく。

　夏という季節が持つさまざまな顔の中でも、僕たちの目の前にあるこの光景は最高に美しい一瞬だろうと思った。

　そんな美しい景色の中で、幼なじみが泣いている。

　ぽろぽろ。ぽろぽろ。ぽろぽろぽろぽろ。

　赤い浴衣を身に纏まとった僕の恋人が。

　飛鳥井あすかい愛火が涙を流している。

　頬ほおを伝う悲しい雫しずく。その涙を拭ぬぐおうともせず、愛火は僕を見つめていた。

　僕と愛火。彼ひ我がの距離はほんの三メートルもないだろう。

　しかし、今の僕にとってはあまりに長い距離だった。

　誰だれよりも近しい少女のはずなのに。

　僕には涙を拭ってやることすらできないのだ。

　どのくらいそんな風に見つめ合っていただろうか。

　いくたびか波音がさざめいて。いくたびか潮風が吹き抜けて。

　長い長い沈黙の後で、愛火は口を開いた。



「あたしたち、別れよっか……？」



「愛火……」

　幼なじみの顔が苦しげに歪ゆがんだ。ナイフを突き立てられたかのように浴衣の胸元に拳を押し当てて。

「由吾にとっては、その方がいいと思うから……」

　愛火の頬を伝った涙が、砂浜へと落ちた。小さな雫は砂へと吸い込まれて、消える。

「あたしはね、ちっちゃい頃からずっと由ゆう吾ごが好きだった。あたしが入院してた病室に由吾が来てくれて以来、ずっとずっと由吾のことが大好きなんだよ。だけど、高校生になるまで告白できなかったんだ。きっと……きっとね、由吾は優しいから絶対にあたしをフったりしないって思ってたよ。それでもコクる勇気が出せなかったの」

　血を吐くかの如き声で、愛まな火びは続ける。

「由吾が、あたしのことを好きでいてくれてるか……確信が持てなかったから……。あたしのことなんて好きじゃないのに、由吾にカレシのフリをさせちゃうんじゃないかって不安だったから……告白できなかったんだ……」

　長年秘め続けていた想おもいを、どうして高校一年のバレンタインに打ち明けようと思ったのか──そんな疑問が浮かぶ前に、愛火は教えてくれた。

「由吾に告白しようと思い立ったのはね、『コクらなきゃ誰だれかに取られちゃうかも！』って突然そんな気持ちになったからなの。虫の知らせってヤツかな？　あたしってばそーゆー勘は鋭いみたい。結果的に大正解のタイミングだったわけだもん」

　もしも。

　もしも愛火が告白してきたのが獅し堂どうの治ち療りよう者しやになった後だったら──あるいは僕は交際をＯＫしなかったかもしれない。

　しないというより、できないな。

　別の女の子といちゃいちゃするなんて、どう考えても不実だ。獅堂との関係が片付くまで、愛火に待ってもらった可能性がある。

「でも、タイミングはバッチリだったけど……結局は失敗だったね。由吾はあたしのことなんて好きじゃなかったんだから……。由吾は優しいから、幼なじみを傷つけないために恋人のフリを続けてくれただけなんだもんね……」

　幼なじみは浴衣の袖で涙を拭ぬぐった。くしゃくしゃになった顔で笑顔を作ろうとする。

「い、今まで、ありがとね、由吾……」

　これが最後だから。

　恋人として過ごす最後の時間だから。

　せめて笑顔で別れたい。

　愛火の懸命さが僕にも伝わってきた。

「恋人であることをやめたら、今まで通りの幼なじみの関係には戻れないかもしれないよ……。でも、できることなら、あたしとこれからも友だちでいてください。あたしは由吾のことが誰よりも誰よりも好きだから……」

　笑みを浮かべようとしても、できないようだ。

　後から後から涙がこぼれてくる。

　必死で笑みを浮かべつつ、愛火は涙を流し続けていた。

「それじゃ、さよならね。由ゆう吾ご……」





　こんな風にして、僕たちの恋が終わった。





　──なぁんて！　そんなこと！　認められるわけがねえだろ!!



　永遠とも思えるような僕たちを隔へだてる数メートル。

　僕は大いなる決意を持って、一歩を踏み出した。

　一歩。また一歩。砂を踏みしめて、愛まな火びの元へと歩み寄る。

　僕は愛火の目の前に立ち、しっかりと幼なじみを見つめ、デカい声で言い切った。

「嫌だ。絶対に別れたりしないぞ」

「で、でも、由吾はあたしのことなんて好きじゃないんでしょ……？」

「……悪かった。そう勘違いされても仕方ないことをしたと思うよ」

　僕の犯してしまった過ち。

　それは『いちゃいちゃ』というものの本質を見誤ってしまったことだ。

『いちゃいちゃ』とは、恋人同士が行う甘やかな触れあいのことである。

　その認識は間違ってはいないだろう。

　だが、重要な部分を見落としてしまっていた。



　いちゃいちゃとは──愛情表現なのだ。



　心という器うつわから恋人を好きな気持ちが溢あふれ出でて、堪こらえきれずに行ってしまう恥ずかしい行動こそが『いちゃいちゃ』なのである。

　僕は獅し堂どうの治ち療りよう者しやとなって、恋心が伴わないいちゃいちゃを繰り返した。

　いわば、好意のない行為だ。

　そんなことを続けていたから、僕の勘違いに拍はく車しやがかかっちゃったんだろうな。

　幼なじみという関係から、いきなり恋人同士にステップアップして。僕は愛火との付き合い方に戸惑っていた。

　そのうえ、僕は愛火に負い目ができた。別の女の子といちゃいちゃすることを認めてもらったからな。獅堂との治療がエスカレートするにつれ、申し訳なく思う気持ちは強くなっていった。

　だから、愛火を喜ばせたい一心で『恋人っぽい行動』を──恋愛心理研究会で学んだ『好意のない行為』をコイツとも行ってしまったのだ。

　だけど、それは間違いだった。

　僕のやっていた、いちゃいちゃが──

『愛まな火びのことが好きで好きで堪たまらなくて、ついついやってしまった触れあい』ではなくて、『愛火を安心させるために行った、恋人っぽい行為』であることを。

　幼なじみは感じ取ってしまったのである。

　氷雨ひさめ先生によれば、愛火は僕が手を出そうとしないことに悩んでいたらしい。

　今なら、コイツがそんな悩みを抱えていた理由がわかる。

　えっちをしたがっていたのは、なにも愛火がエロいヤツだからじゃない。

　性行為というのも愛情表現の一種。僕が愛火を押し倒すことで、『愛されている』というか『求められている』という実感が欲しかったのだろう。

　愛火風の言葉を借りるなら──あたしのことをちょっとでも魅力的に思ってくれてるなら、由ゆう吾ごは我慢できずに襲っちゃうはずだよね？──って感じか。

　ところが。

　情けないことに、僕は愛火にキス以上のことをしなかった。

　幼い頃の僕にとってはコイツは守るべきお姫さまみたいなものだったから、急に恋人になってもエロい目でなんて見られない、だとか。

　愛火とエロいことをしてると知ったら、獅し堂どうも治療をエスカレートしたがりそう、だとか。

　あーうん。なにを言っても言い訳だな。

　僕という男は、恋人に手出しもできないヘタレ野郎だったのだ。

　愛火は一向にえっちなことをしようとしない僕にヤキモキして、『自分には魅力がないのではないか？』『自分は求められていないんじゃないか？』と思い悩むようになり。

　僕の行う恋人らしいいちゃいちゃに喜びつつも、その行為が愛情の迸ほとばしりでないことを薄々感じ取って。

　やがては、僕の中にある恋心を疑うようになった。

　愛火のことを好きじゃないのに、お情けで交際してるって。

　そんな風に思いこみやがったんだ。

　バカ言うんじゃねえよ！　そんなわけがあるかよ!!

　浴衣の肩に両手を置いて、僕は愛火を真まっ直すぐに見つめた。



「僕は愛火が好きだ」



　信じられないと言いたげに、幼なじみはかぶりを振る。

「ウソ……。あたしを傷つけないために、そんなこと言ってるんでしょ……？　無理してまでお付き合いして欲しくないんだよ……」

「無理なんてしてねえよ……」

　愛まな火びの心を覆おおっている疑いの霧を晴らすには、どうしたらいい？

　僕の胸の中で溢あふれかえっている、この気持ちを伝えるには、どうしたらいい？

　考えるまでもなく。悩むまでもなく。

　僕の身体からだが勝手に動いていた。愛火への想おもいが僕を突き動かしたんだ。

　海の方へ向き直り、口の両側に手のひらを立てる。

　目ま映ばゆく輝く夕日を睨にらみ付つけ、大きく、大きく、大きく息を吸い込む。

　そして、声の限りに絶ぜつ叫きようした。





「僕は、愛火が、好きだ────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────っっっっ!!」





『夕日に向かって愛を叫ぶ』。



　それも海辺で行う定番のいちゃいちゃだと氷雨ひさめ先生なら言うだろう。

　でも、定番がどうとかなんて、今の僕には関係なかった。

　胸の中にいる愛火への想いが溢れて、喉のどから迸ほとばしって止まらないのだ。



「好きだ！　好きだ！　好きだ！　好きだ好きだ好きだ好きだ！　愛火が好きだ！　出で逢あった瞬間に一ひと目め惚ぼれしたのは僕の方なんだよ！　惚ほれてなきゃ毎日お見み舞まいなんて行くわけねえだろバカ！　入院してたおまえは、僕の憧れのお姫さまだったんだよ！　ちくしょう！　性格も最高だよ！　僕がなに言っても大笑いしてくれるところも、動物好きなとこも、実は家庭的なとこも全部好きだ！　一日でもメールが遅れるとムクれちゃうとこも、鬱うつ陶とうしいけど可愛かわいい!!　人混みの中で僕を見つけた瞬間、笑顔になって駆け寄ってくるとこなんて堪たまんねええええええええ！」



　肺が破は裂れつしそうなほど大きく息継ぎ。

　誰だれに聞かれたって構いやしない。いや、むしろ全世界の人に聞いて欲しい。地球の裏側まで届いてしまえ。

　これが、僕の気持ちだ。偽らざる僕の想おもいだ。



「僕は愛まな火びのことめったに可愛かわいいって口に出しては言わねえよ！　当たり前だろ！　可愛いってのを素直に認めたら、こっちはいろいろ我慢できなくなるんだよ！　ああ、ちくしょう！　でも、今日は言わせてもらうぞ！　愛火は可愛い！　最強に可愛い！　くりっとした目も可愛いし、ぷにっとしたほっぺもたまらん！　短めの髪も似合ってる!!　ただでさえ好みの髪型してるのに、僕が子どもの頃にあげたアクセサリーをずっと着けてくれてるなんて犯罪級の愛いとおしさだろ!!　ただでさえ好きなのに、ここ最近はますます僕好みの女の子に成長しやがって！　背がちっこいのに、どうしてそんなに胸がデカいんだよ！　僕がそういう体型が好みなの狙ってんのか！　色っぽくなりすぎて目のやり場に困るんだよ、こんちくしょおおおおおお!!」



　叫びすぎて喉のどの奥から血の味がした。しかし、声が嗄かれても叫ばねばならない。

　愛火に僕の本当の気持ちを伝えたかったから。



「沢渡さわたり由ゆう吾ごは飛鳥井あすかい愛火が好きなんだ─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────っっっっ!!」





　肺の空気を一呼吸残らず吐きつくした。僕は大きく肩で息をする。

　と、そのとき。

　僕の横で気配があった。砂を踏みしめる微かすかな足音。浴衣が奏でる柔らかな衣きぬ擦ずれ。

　愛火が口元に手を当てて、僕と同じポーズを取っていた。



「あたしも由吾が好き────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────っっっっ!!」





　浴衣の色も、空の色も、そして愛まな火びの頬ほおも。

　全てが真っ赤に染まっていた。

　ちっこい身体からだの全てをメガホンにして、愛火も夕日に向かって愛を叫ぶ。



「由ゆう吾ごが好き！　好き好き好き好き！　だい好きっ！　ちっちゃい頃なんて、由吾のこと心ん中で『王子さま』って呼んでたんだからねーっ！　なによもーっ！　あたしが困ってたら、どんなときでも駆けつけて来ちゃってさ！　そんなことされたらますます好きになっちゃうに決まってるじゃん！　見た目だって最高！　子どもの頃はやんちゃ坊主だったのに、いつの間にかオトナっぽくなっちゃってさ！　背もすっごく高くなっちゃってさ！　近くにいるだけでドキドキしすぎてヘンになっちゃいそうなんだからね！　由吾のバカ──っ！」



　幼なじみは耳の先までピンク色だ。

　そして僕も赤く染まっていることだろう。顔が、いや全身が熱い。

　僕たちは赤く染まった顔を見合わせた。視線を合わせながら、大きく息を吸い込む。

　掛け声をかけたわけでも、事前に相談したわけでもないのに。

　僕たちはぴったりと揃そろった動きで、海へと向き直った。

　声を合わせて、夕日に向かって叫ぶ。



「「好きだ──────────────────────────────っっっ!!」」



　浜辺に響き渡る、二人の声。その残ざん響きようを聞きながら、僕たちはもう一度顔を見合わせて。

　どちらからともなく笑い出した。

「由吾のバカっ。恥ずかしいことしないでよねっ！」

　愛火の瞳には雫しずくが未いまだに浮かんでいる。けれど、それが悲しみの涙でないことは僕にもわかった。

「恥ずかしいのは承知の上だから、いちいち指摘すんな！　それしか気持ちが伝わる方法が思い浮かばなかったんだよ！　つうか、愛火も一緒にやってただろ！」

「由ゆう吾ご一人にしちゃ可哀かわい想そうかな～と思ってさ」

　指先で涙を拭ぬぐって、幼なじみは笑みを浮かべる。

「えへへ、由吾の気持ちちゃんと伝わってきたよ」

　しかし、僕は首を横に振る。この際ハッキリさせておこう。

「いや、伝わってない。おまえが想像している一〇〇倍ぐらい僕は愛まな火びが好きなんだ。言っておくが、愛火が僕を好きでいる気持ちよりも、僕がおまえを好きな気持ちの方が大きいと思うぞ」

　ムッとしたように唇を尖とがらせる愛火。

「それはあり得ないよ。あたしの方が好きな気持ちはおっきいもん」

「いや、僕の方が好きだね」

　人差し指と親指で、マッチ箱でも摘むようなジェスチャーをして。

「愛火の好きな気持ちがこのサイズだとしたら」

　僕は胸の前で、両方の手のひらを肩幅ぐらいに広げた。

「僕の愛情はこのぐらいの大きさがあるんだぞ」

「なに言ってんの!?　ぜんぜん違うし！　由吾のラブがそのぐらいだとしたら、あたしの気持ちは──」

　愛火はぽっくりをはいた足で背伸びをし、目一杯両手を広げる。

「こんのぐらい大きいよ！　由吾なんて目じゃないんだから！」

「愛火の恋心はそんなもんか？　だとしたら、僕の気持ちは──」

　靴でなぞるようにして、砂浜に三メートルほどの線を描いた。

「これぐらい大きいぜ！　愛火とは比べものにならないな！」

「む～っ！　だったら、あたしはもっとすごいもん！　これぐらいだもん！」

　ムキになったように、愛火は砂浜に線を描き始めた。下げ駄たをはいた右足を白砂に擦りながら、後ろ向きに全力疾しつ走そう。

「負けるか！　僕の方がおまえを好きなんだよ！」

　愛火の隣で僕も砂浜に線を引く。夕焼けに染まるビーチに二本のラインがどこまでも伸びていく。

　そして、またもや示し合わせたみたいに僕たちは同時に砂浜ですっ転んだ。

　ビーチの上に大の字になり、二人で手を繋つなぎあって大笑いする。とにかくもうおかしくておかしくて。オナカが痛くなるほど笑った。

　思い切り笑い合った後で、僕は身体からだを起こし愛火の上に覆おおい被かぶさった。

「愛火。好きだよ」

　きちんと想おもいを告げて、恋人に口づけをする。

　数度の軽いキス。そして、続けて深いキス。

　口づけだけで骨抜きになってしまったのか、愛まな火びは砂浜にくてっと倒れて呻うめいた。ニヤけてしまうのを堪こらえるようにほっぺがヒクヒクする。

「うー、あたしがおねだりしてないのに、由ゆう吾ごがちゅーしてくれるなんて……。うれしすぎだよぅ……♡」

「これからはちゅー以上のこともしちゃうからな」

　僕の心中のさまざまな思いがストッパーとなって、愛火に手を出すことを無意識に避けてきてしまった。しかし、これからは自分の気持ちに正直になると誓おう。愛火を好きだという気持ちに従うのが、一番自然ないちゃいちゃなのだから。

　愛火は真っ赤になった顔を手で覆おおった。

「どした？　そーゆーことするの、嫌か？」

　首をぶんぶんと横に振る幼なじみ。

「ちゅー以上のことしてくれるって聞いて、う、うれしいんだけど……。喜んでる顔は見られたくないのっ！　えっちな女の子だって思われたくないもんっ！」

「照れてるとこも可愛かわいいよ」

「んもー、からかわないでー！」

　赤くなってるオデコにキスをする。幼なじみは両目をぎぅっとつぶって僕の胸元をぽかぽか叩たたいてきた。

















　と、愛まな火びは涙で潤うるんだ瞳で僕を見上げて、懇こん願がん口調で頼んできた。

「あ、あのね、一つお願いがあるんだけど……」

「ん？」

　両手の人差し指をツンツンと突き合わせて、恥ずかしそうに続ける。

「ゆ、由ゆう吾ごがしたいなら……え、えっちなこととかしてもいいよ。あたしの『初めて』は由吾に全部あげるって決めてるし……。それは構わないんだけど……なんていうか、その……ちょっとずつ進めていってね」

「ちょっとずつ？　どういう意味だ？」

「あ、あたし、そーゆー知識ほとんどないし……」

「僕だってそうだよ」

「……そ、それにね、あたしは由吾のお願いだったらぜーんぶ聞いちゃうと思うの。どんなにえっちな命令でも、由吾におねだりされたら拒こばめないし……。だから、いきなり激しいことお願いされちゃったら、恥ずかしくて死んじゃうかもというか……あぅあぅ」

　照れまくっている幼なじみが猛もう烈れつに可愛かわいくて、僕は思わず抱きしめてしまった。

「ああもうっ！　可愛いな、愛火ぃぃぃ！」

　ビーチの上を右へゴロゴロ。左へゴロゴロ。

　愛火を抱きしめたままローリングする。浴衣が砂まみれになっちゃうが構いやしない！　僕は愛火が好きなんだ！　文句あるか！

　ひとしきり愛火を抱いて転がり回った後で、もう一度キスしようとしたとき。

「──コホンコホン」

　冷たい咳せき払ばらいが上から降ってきた。

　……って、誰だれかいたのかよ!?

　同時に勢いよく起き上がった僕と愛火。距離を取って砂浜に正座する。

　咳払いをしたのは──獅し堂どうだった。これ以上ないというぐらい見事なジト目で僕たちを見下ろす。

「あら？　どうしたのかしら？　そのまま続けなさい。後こう学がくのために性行為というものを見ておきたいわ」

「しねえって！　こんな場所でするはずないだろ！」

「砂浜を転がりながら、ドサクサに紛れて飛鳥井あすかいさんの胸を揉もんでいたじゃないの」

「揉んでねえよ！」

「そういえば、由吾の手がちょっと当たってたような気も……。んもうっ、由吾ってば♡」

「愛火もこじれるようなことを言うな！　……つうか、獅堂いつから見てたんだ？」

「沢渡さわたりくんがベッドに寝転がって、大凶のおみくじを眺めていたあたりからよ」

　ほぼ全部見てたっていうのかよ！

　獅し堂どうは砂浜を踏みしめるようにして、僕たちに近づいてきた。氷雨ひさめ先生が放つようなドス黒い怒りのオーラとはまた違う、純白のオーラを纏まとっているように見える。全てを凍り尽くす絶対零度の空気。

「沢渡さわたりくん、あなたは私の治ち療りよう者しや。でも、治療者である以前に、飛鳥井あすかいさんの恋人なのよね。それは私も認めているわ。二人がラブラブになるのは私にとっても喜ばしいことだわ」

「獅堂さんも応援してくれるの？」

　愛まな火びの問いに、獅堂は大きく頷うなずく。

「もちろん。私は治療のためにあなたの彼氏をお借りしている立場だもの。感謝こそすれ、邪魔だてなんてするはずがないわ。絶対に幸せになってちょうだいね」

「えへへ、言われなくてもそのつもりだよっ！」

　立ち上がった愛火は、堂々とＶサインをしてみせる。

　獅堂は僕に近寄ってきて手を差し伸べてくれた。その手につかまり、僕も立ち上がる。

　立ち上がり際に、獅堂は酷こく薄はくそうな笑みを浮かべた。

「ねえ、沢渡くん。あなたと飛鳥井さんの恋心は随分と大きいみたいね」

　視線を砂浜に向ける。ビーチには僕と愛火の引いた二本のラインが走っていた。

「でも、忘れないで。あなたたちが線を描いた浜辺は、全て我が家の敷地内よ」

　その言葉はまるで──『私の方が、ずっとあなたを好きよ』と宣せん戦せん布ふ告こくされたようにも聞こえて。

　戦々恐々としてしまう、僕なのだった。



　そんな風にして。

　恋愛心理研究会の夏合宿は終わった。



　夏には夕立がつきものだ。

　激しい雨が心の奥底まで濡ぬらしてしまうこともあるだろう。

　降りしきる雨の冷たさに震えることもあるだろう。

　しかし、雨が降るからこそ、空には虹が架かるのだ。

　暑すぎた夏が、僕にそのことを教えてくれた気がする。








　　　エピローグ







　夏休みが終わり、二年生の二学期となった。

　九月の終わり。季節は秋めいてきた。衣替えも目前である。

　最近は再び、恋愛心理研究会の活動が変化をはじめていた。

　放課後になった直後。生管棟の四階。ラブラボ。

　ソファに座った愛まな火びがイライラしたように上履きのつま先で床を叩たたいている。

　二学期から愛火も恋愛心理研究会の一員となったのだ。

　もちろん、ラクロス部との兼部である。

　ラクロス部の方ではついにレギュラー選手となったらしく、ますます熱を入れて練習に励んでいるから、こちらにはほんのちょっぴり顔を出すだけだ。

　胸を抱えるように腕組みをして、愛火は唇を尖とがらせる。

「ヒサちゃん先生はまだなの？　あたし、早くラクロスの練習しにいきたいんだけど！」

　愛火は練習前に恋愛心理研究会のようすを覗のぞいては、度の過ぎたいちゃいちゃをしていないか監視するようになったのだ。隠し立てするつもりはないから、僕は一向に構わない。

　ソファの対面に座っている獅し堂どうが、肩を竦すくめる。

「あら。さっさと練習に行ってしまって構わないのよ。今すぐ消えてくれた方が私はありがたいわ」

「そういうわけにはいかないよ！　そろそろ獅し子し心しん祭さいの準備がはじまるでしょ？　展示の内容を聞いておかなきゃ！」

　彼女の言葉通り、まもなく獅し子し神がみ学がく園えん高等部の学園祭──通称『獅子心祭』の準備期間に突入する。既に文化部は展示物の準備が進んでいて、生管棟の二階はカオス状態に陥おちいっていた。

　学校のイベントには一切参加してこなかった獅堂も、獅子心祭に参加する気になったようだ。氷雨ひさめ先生と相談して展示物を決めた模様。彼女が学校行事に参加してくれるのはいいことだと思うけど……なにをしでかすつもりなのか不安な気持ちも少々、いや大いにある。

　フンと獅堂は鼻を鳴らして、顎あごでしゃくるようにしてクローゼットを指し示した。

「氷雨おねえさまなら、もう既に来ているわ。展示物のテーマを発表するために衣装部屋でなにやら準備をしているそうよ。邪魔したらオシオキだと釘くぎを刺されたから開けない方が身のためね」

「そっかー。ぶー。早く練習行きたいのになー」

「後でちゃんと教えてやるから、ラクロス部の方に行ってもいいぞ」

「それはダメだよー。あたしだって恋愛心理研究会の一員だし。由ゆう吾ごがヘンなことさせられるようだったら、止めるのが恋人の務めだしね！」

　ソファの右隣に座っている愛まな火びが、僕の肩に寄りかかってくる。

「──ちっ」

　獅し堂どうが聞こえるぐらい大きな舌打ちをした。

　愛火とは反対側。僕の左隣へと移動してきた獅堂は、僕の肩に寄りかかってくる。

「沢渡さわたりくんと行っているのはあくまで治療よ。邪魔しないと約束してくれたじゃない」

「でも、度を超えたようなえっちなのはナシってことになったよね!?」

　そう。治療をするために、いろいろなルールも定められた。

　愛火と同じ病室に獅堂もいたこと。その場で僕に一ひと目め惚ぼれしたこと。

　しかし、治ち療りよう者しやに選んでしまったら卒業時に離ればなれになること。

　好きな気持ちを堪こらえきれず、僕とキスをしてしまったこと──。

　獅堂は愛火にも全てを打ち明けてくれた。

　その話を聞いた愛火は百ひやく面めん相そうしてたっけ。でも、結局、我が幼なじみは人がいいから『好きだけど、家か訓くんに従って諦めると決めた』というくだりでは涙目になっていた。

　そんな動揺につけ込んで、獅堂は愛火に無む茶ちやな約束を結ばせたのである。

「もちろん、あなたとの約束は守るわ。沢渡くんと飛鳥井あすかいさん以上の性行為には及ばないつもりよ」

　つまり、だ。

　僕と愛火がＢまで行ったら、獅堂もＢを。えっちをしちゃったら、それと同じことを獅堂もするという取り決めがなされてしまったのである。そんなルールがあったら、愛火に手を出しづらいじゃねえかよ、おい！

「ゆ、由吾はあたしのなんだから！　獅堂さんはヘンなことしちゃダメだよ！」

「ごめんなさいね。これも治療のためなの。卒業した頃には終わる儚はかない関係だから許してちょうだいね」

「……うぐぐ。それを言われるとあたしも弱いんだけど」

　いかん。愛火もすっかり獅堂のペースに乗せられている。

「ところで、飛鳥井さん。まだ沢渡くんとは最後までしていないの？」

「も、もちろんしてないよ！　ね？　由吾！」

　これは本当だ。神に誓って、まだしてない。

「ふうん。初めてというのは痛いと聞くわ。きっと大変でしょうね」

　獅堂の言葉に愛火はコクコクと頷うなずく。

「そうなの！　ちょっぴり試してみたけど、すっごく痛くて途中で……あっ！」

「あらあら。試してみたのね。沢渡さわたりくんのことですもの。きっと触り方がヘタだったのではないかしら？」

「そんなことないよ！　由ゆう吾ごってばとっても上手でいつもメロメロになっちゃ……あっ！」

「あらあら。もうお触りもしていたのね。でもね、飛鳥井あすかいさん。校内で触ってもらうというのは、あまりに破は廉れん恥ちではなくて？」

「ええっ!?　ひょっとして見られてたの!?　にゃー、恥ずかしい!!」

　……おいおい、愛まな火び。口を滑らせすぎにもほどがあるぞ。

　頭を抱える僕と、悪魔の笑みを浮かべる獅し堂どう。

「ふふふ、飛鳥井さんたちは『Ｂ』まで行ったようね。約束通り、私もそこまではさせてもらおうかしら」

　獅堂が僕の腕を引っ張る。反対側から愛火も僕の腕を引っ張り返す。

「痛たたたたたっ!?　腕がもげる!?」

「えっちなのはダメだってば！」

「ＮＴＲねとられというのも、時には燃えるものだと聞くわよ？」

「なに言ってんの!?　全然意味わかんない！」

　焦る愛火を獅堂は楽しげに眺めてる。間違いない。我が幼なじみをからかって、コイツは遊んでやがるんだ。つうか、いつまで引っ張ってるんだ！　痛いからやめてくれ！

　既にラブラボは猖しよう獗けつを極めきっていたのだけれど、さらに追い打ちを掛けるように衣装部屋のドアが開いた。

　ウォークインクローゼットで着替えたのか。奇妙な衣装に身を包んだ佐さ寺てらさんが飛び出してくる。

　風紀委員が着ていたのは、『アメリカンスクール風の制服』だ。丈の短い白いシャツを胸の前で結んでいる。可愛かわいいおへそもくびれたウエストも全開。スカートは赤いチェック柄。超が一〇〇個くらいつきそうなミニスカートで、ただ立っているだけなのにぱんつが見えちゃいそうだ（というか、おしりは半分見えてる）。

「──エっロ！　佐寺さん、エっロ！」

　僕はもう、思わず声に出して叫んでしまった。

「由吾さん、いらっしゃってたんですねっ！」

　浮き立つような声でそう言うと、佐寺さんは僕の元へと駆け寄ってきた。胸がばいんばいんと揺れ、ミニスカがひらめいて。気絶しそうなぐらいエロい。

　そのうえ、ソファの後ろに回り込んだ佐寺さんは僕の首っ玉に抱きついた。底なし沼に沈むみたいに僕の顔面が胸の谷間に埋まる。

「会いたかったですよ、由吾さんっ♡」

　抱きついたままの格かつ好こうで、僕のほっぺにキス。

「ちょちょちょっ、なにしてるの、佐さ寺てらさん！」

　愛まな火びの抗議に、風紀委員は首を傾かしげた。

「親愛の情を込めてご挨拶をしただけですが、おかしかったでしょうか？」

「ここ日本だよ!?　アメリカじゃないんだよ!?　そ、それに抱きつくなんておかしいでしょー!?」

「抱きついているわけではありません。沢渡さわたりさんが凶器を隠し持っていないか、風紀委員としてボディチェックをしているんです」

　すりすりすりすり──後ろから抱きついたまま、僕の身体からだをまさぐる佐寺さん。

　男嫌いの超カタブツ風紀委員──佐寺翡ひ翠すい。二学期になっても、校内での彼女の評価は変わっていない。セクシーすぎる見た目とお堅い中身のギャップから、《鋼鉄の処女アイアンビツチ》なんて二つ名で相変わらず呼ばれている。今朝も校門の前に立って服装検査してたしな。

　しかし、そんな彼女にも変化が起こった。全校生徒の中で唯一、僕に対してだけはフレンドリー＆フランクに接するようになったのだ。言葉の端はし々ばしに風紀委員らしさが残ってるけれど、ルックス通りの陽気なアメリカ娘的な雰囲気を醸かもし出すようになった。

　スキンシップは当たり前。佐寺さんはもにもにと僕に胸を押し当てて。

「沢渡さん、顔が赤くなってらっしゃいますよ？　ひょっとして今日の私のユニフォームに興奮してらっしゃいますか？　うふふ、ダメですよ。校内での不純異性交遊は禁止です。逮捕しちゃいますからねっ」

　なあんて、僕を挑発したりして。校内で見かけるときのカタブツ風紀委員の姿とはギャップがありすぎるというか……。男性恐怖症は治りつつあるようだけど、これって別の症状が悪化してないかなあ？

　続けてクローゼットから出てきたのは、六む連つれくん。彼女もアメスク風の制服に身を包んでいた。

　頬ほおを真っ赤に染めた執しつ事じ少女は、剥むき出だしのオナカやふとももを手で隠して。

「ぐぬぬ……。またもや沢渡くんに女の子の格かつ好こうを見られてしまった……。ここ最近、沢渡くんに女装を見られるたびに胸がときめいて苦しくなるんだ……。ひょっとして、ぼくは変態になってしまったのかな……」

　どうして僕に女装を見られて興奮するのかわからないが……うん。安心していいよ、六連くん。おまえは元からド変態だ。

　さっきまで楽しげだった獅し堂どうがわずかに眉根を寄せた。無表情な彼女にとっては、苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたに等しい表情の変化だ。

「ちょっと沢渡くん。鼻の下を伸ばさないでもらえるかしら？　ムカつくわ」

「そうだよ、由ゆう吾ご！　あーゆー格好が好きなら、あたしが着てあげるから！」

　両サイドからふとももをつねられる。だから、痛いっておまえら！

　そして、最後に。白衣を翻ひるがえして、ウォークインクローゼットから氷雨ひさめ先生が登場する。

「はーい、みんな注目ー！　獅し子し心しん祭さいの展示について発表するよーん♪」

　ロリっ娘こ（実年齢は一〇〇歳オーバー）な養護教諭がくるっとその場で一回転。次の瞬間、彼女の手にはビデオカメラが握られていた。

「学園祭のいちゃいちゃ──テーマは『ハメドリ』です！」

「なに言ってんだ、アンタ!!」

「翡ひ翠すいちゃんや晶あきらちゃんの衣装を替えたのは画面映えするようにだよ！　えへっ☆　ちゃんと考えてるでしょっ☆」

「他に考慮することがあると思いますよ！　つうか、そんなもん学園祭で流せるわけねえだろ！　間違いなく警察沙汰だ！」

「生徒の模範となるような学園生活を記録におさめるなんて──し、しかも、由ゆう吾ごさんと一緒に映像に残るなんて──素晴らしい考えだと思います！　私は風紀委員としても、先生の提案に賛同します！」

「佐さ寺てらさん！　たぶんものすごく重要な部分を理解してないからね！」

「ぼくと沢渡さわたりくんがいちゃいちゃしている姿をビデオに撮られる、だって……？　うう、なんて屈くつ辱じよく的なんだ♡　軽く縛ってもらえるならなおよしだね♡」

「こらそこ！　身み悶もだえるな！　なおよしじゃねえよ！」

「ダメダメダメダメ!!　絶対ダメ！　は、ハメ……ううー、口に出しては言えないけど！　そんなのは許さないからね！　ど、どうしてもって言うなら、あたしが一肌脱ぎます！」

「おおー、いいねいいね、愛まな火びちゃーん！　それじゃ、一枚脱いでみようかー♪　初体験を撮っておけば、いい記念になるかもよ～？」

「って、先生！　ビデオを回さないでください！」

「そっかあ、由吾とあたしの大事な記念になるのかあ……」

「こら、愛火もその気になるな！　スカートのホックに手を掛けるな！　おい、そこのロリババア！　あんたのせいだぞ！」

「ゴルァアア!!　誰だれがロリババアじゃってー!?」

　大混乱に陥おちいるラブラボ。慌てふためく僕。

　そんな騒々しいようすを眺めて、獅し堂どうがふいに表情を緩ゆるめた。



「──ま、これはこれで楽しいわね」



　僕と彼女のいちゃいちゃいちゃいちゃ──僕と彼女たちの多重いちゃいちゃ生活。

　治療の名を借りた、獅堂吹雪ふぶきの過激な想おもい出でづくりは。

　これからも続いていくことだろう。

　卒業の日。僕と獅し堂どうが強制的に引き離される、その瞬間まで──。
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あとがき







　暑い！（挨拶）風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚えておいて頂けると嬉うれしいです。

『僕と彼女がいちゃいちゃいちゃいちゃ』──略称『僕いちゃ』の第三巻でございます。

　真冬のバレンタインデーからはじまった恋物語も暑い夏に突入しました。

　お読みくださった方はおわかりかと思いますが……由ゆう吾ごくんや愛まな火びちゃん、そして吹雪ふぶきさんたちは真夏の太陽に照らされながら青春を全力で謳おう歌かしやがってます。

　普通のラブコメですとキスシーンというのは物語のゴールというか、大団円の象徴だったりすると思うのです。しかし、本作では一巻の時点からぶちゅーっとやっちゃってますからね。第三巻では至る所でちゅっちゅちゅっちゅ♡しまくっていた気がします。なんかもう、一生分のキスシーンを書いた気がするよ……。もしもあとがきを先に読んでらっしゃる方がいるなら、覚悟の上で本文をお読みください。きっと甘酸っぱすぎて悶絶すると思います。死因：‥甘酸っぱ死。



　ちなみに。

　第三巻を執筆した期間は、物語の季節と同じ盛夏の頃でした。作品内の季節感と執筆中の季き候こうが一致するのは割と珍しかったりします。

　かなり前のことになるんですけども。

　真夏の暑い時期に『雪山で遭難し、山小屋で凍死しそうになる』というゲームのシナリオを書いたことがあるんです。

　そのシナリオを書いたのは『観測史上まれな猛暑』と言われたほど暑い年でした。なおかつ、タイミングの悪いことに部屋のクーラーが故障しちゃいまして。

　窓を開けても入ってくるのは熱波だけ。扇風機のスイッチを入れたら温風が吹き出てくる。なおかつ当時は風見の人生史上で最も太っていた時期でもありましたので、全身に分厚い肉襦袢を着込んでいるも同じ──そんな灼しやく熱ねつ地獄みたいな環境でダラダラ汗を流しながら、『こ、凍えて死んじゃいそう……』なんて寒さ震えるヒロインを書くという意味不明な状況に陥おちいったことがあります。今にして思いますが、どんな罰ゲームですか、これ。

　その悪夢と比べたら本作は物語内に近い、最高の環境で執筆できたんじゃないかしら。真夏の雰囲気、出ていますでしょうか。思わず炭酸飲料を飲みたくなるような気分になっていただけたなら幸いでございます。



　しかしながら。

　執筆中に物語と同じ夏の暑さは追体験できたものの。



　今年の夏も、風かざ見みは由ゆう吾ごくんたちの味わったような甘酸っぱい経験とは無縁でございました──……（仏さまのような悟りきった笑みで）。



　中にはアウトドア派の方もいらっしゃいますが、基本的に作家というのは引きこもり生活を送りがち。仕事中はずっとパソコンの前に座っているわけですから。

　これではいかん！　今年はもっとアグレッシブに活動する！──そう固く誓った風見は、車の免許を取得することにしたのです。

　都会暮らしが長いのでこれまで自動車の必要性がなかったのですけど、病気の療養のためにしばらく田舎に戻ってましたからね。

　このタイミングを逃したら、車の免許を取る機会なんてない！　一念発起して自動車学校に通いましたよ。周りで自動車教習を受けているのは高校卒業した直後の学生さんばっかり。引きこもり気味なラノベ作家には肩身が狭かったですとも、ええそりゃもう。

　幸いなことに、なんの苦労もなく免許を取得することができました。

　既に免許を持っている作家さんから『初心者のうちは絶対に当てたりこすったりするから、最初はお安い中古に乗るのがいいよー』とアドバイスをいただきましたので、ほどほどなお値段の中古車を購入しました。ラブリーなコンパクトカー。運転もしやすくて大変気にいっています。我ながらいい買い物をしたな（自画自賛）。

　車を買った当初はおっかなびっくりハンドルを握っていたのですが、最近はようやく慣れてきました。混み合った駐車場にもササッと車を駐められます。『ササッ、キュッ、キキッ！』ってなもんですよ。我ながら惚ほれ惚ぼれするような運転テクニックです。『下り最速のラノベ作家』なんて呼ばれるのも時間の問題でしょうね。あーうん、まだ怖くて五〇キロ以上出したことないですけども（高速も乗ったことない）。

　風見の調査によれば、女の子っていうのは運転する男子にキュンとしちゃうらしいです。ギアチェンジをするときの腕さばきや、車をバックさせるために後ろを振り返るとき助手席のヘッドレストに手を添えたりする仕草なんかに胸がときめくんだそうな。

　ははーん。なるほど。

　これは来たな、と。

　風見の時代、ついに来たな、と。

　そう確信しましたよ。

　ドライブデートをすれば、きっと女の子と仲良くなれるはずです！　今年の夏こそは由吾くんのように、女子といちゃいちゃできるに違いありません！　引きこもり生活も解消されて一石二鳥だね！

　みんなお待たせー！　ようやく暑い夏の到来だよーっ☆

　期待に胸を膨らませていたのですが──

　車をゲットしてから、一か月ほどが経過した現在。





　未いまだに、助手席には誰だれ一人乗っていません──……（白目）。





　あ、そうそう。

　最近使っている仕事場は、とってものどかな場所にあるのです。周囲が畑や木こ立だちに囲まれていたりします。

　つい先日のこと。夕闇に沈む駐車場、お仕事に疲れ果てて車のドアを開けたら……一匹のトンボが迷い込んできて助手席に止まりました。

　初めてのお客さんがトンボだなんて、とっても風流ですよね。

　まだまだ暑いのですが秋も近づいているのかなあ。うふふあはは。



　──ぶわっ!!（涙腺決壊）



　ら、来年の夏こそはなんとかしたいなぁと思う風かざ見みなのでした。



　そんなわけで、紙幅が尽きて参りました。

　今回も素敵なイラストをつけてくださった高たか品しな有ゆ桂かさん、そして担当Ｉさんに感謝を。ありがとうございますありがとうございます！

　残念ながら『僕いちゃ』は第三巻でおしまいとなります。ちょっぴり消化不良な部分もあるかもしれませんね。本当に申し訳ないです。

　きっと由ゆう吾ごくんや愛まな火びちゃんや吹雪ふぶきさんは季節が巡っても、真夏の日差しのように暑いいちゃいちゃを繰り広げるのだと思います。これからも末永く続くであろう彼らのいちゃいちゃ生活を夢想しつつ、筆を置くとしましょう。ご愛読、ありがとうございました！

　次はまた新シリーズでお目にかかれたらいいなと思います。

　これからも引き続き、風見周めぐるを応援してくださいねっ！










　著者

　風見周（かざみ・めぐる）

　　そこはかとなく異性にモテたい。



　イラスト

　高品有桂（たかしな・ゆか）

　　アニメーターです。

　　三巻目です！　今回も頑張ります!!
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